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同志社創立150周年記念式・献茶式、祝賀会
2025年11月29日（土）14時、国立京都国際会館において同志社創立150周年記念

式・献茶式を執り行い、来賓や同志社教職員（退職者を含む）、卒業生など約1,600
名の参加がありました。遠方にお住いの方などのために、式典の様子をライブ中継
で配信し、延べ1,200名の方にご視聴いただきました。式典では大学学生支援セン
ターの協力により、学生による手話通訳、パソコン通訳を行いました。

当日の様子は同志社創立150周年記念HPでご覧いただけます。
また、17時30分からザ・プリンス京都宝ヶ池において祝賀会を執

り行い、約1,000名の方にお越しいただきました。

八田 英二総長・理事長の式辞

祝賀会の乾杯 香里中学校・高等学校ダンス部

会場の全景

同志社学生混声合唱団C.C.D.、 
同志社内中高聖歌隊による合唱

千 宗室氏（裏千家第16代家元）による献茶



同志社大学クリスマス・イルミネーション点灯式
2025年11月20日（木）今出川キャンパス、12月1日（月）京田辺キャンパスにてク

リスマス・イルミネーション点灯式が行われました。今年で26回目を迎えるこの
行事は、同志社の冬の風物詩として親しまれています。

当日は多くの学生、教職員、地域の方々にお越しいただき、皆
で祈りを捧げ、ツリーに灯りがともる瞬間には大きな拍手と喜び
が広がりました。クリスマス・イルミネーション点灯の様子は大
学公式インスタグラムにて動画でもお届けしております。

・今出川キャンパス

・京田辺キャンパス
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創立150周年記念・篠原ともえさんによるトークセッション
「私らしく輝く、キャリアウェルビーイング」を開催

2025年10月26日（日）、女子大学同窓会《Vineの会》との共催で、京田辺キャ
ンパスにて「アニバーサリー・ホームカミングデー2025」を開催しました。

今回のアニバーサリーイベントでは、2026年に迎える本学創立150周年記念イ
ベントとして、デザイナー・アーティストとして活躍されている篠原ともえさんを
お迎えしたトークセッションを開催。「私らしく輝く、キャリアウェルビーイン
グ」と題して、デザイナーの道に転身されたきっかけや、製作活動を送る中で大切
にされていること、これからの目標などについてお話しいただきました。

本学のスクールカラーでもある紫色のスカートに、着物を意識したオリジナルデ
ザインの白いブラウスを衣装として身にまとい、登場された篠原さん。トークセッ
ションの司会進行を務めた森夏子さん(ラジオパーソナリティ・学芸学部英文学科
卒)とは息のあったトークを展開され、会場にお越しいただいた卒業生、在学生や
ご父母、京田辺キャンパス近隣にお住まいの方々からは、「篠原さんの衣装やトーク
から元気をもらえた」「目標を持って毎日を過ごしたいと思った」といった感想が多
数寄せられました。

同日は、女子大学創立記念礼拝や本学のあゆみを知るパネル展などのアニバーサ
リー企画に加えて、学科の学びを紹介するワークショップ、同窓会・リユニオン、
研究室訪問、卒業生によるPRコーナーの開設など、ホームカミングデー企画も多
数実施し、約830名の卒業生およびご家族、ご友人などのご来場で、キャンパス内
は終日賑わいました。
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人権学習・人権行事
毎年秋に、人権教育の一環として、中高それぞれが人権学習・人権行事を実施し

ています。
今回、11月10日（月）に行われた中学生の人権行事をご紹介します。
パラリンピック競技を実際に体験することで、障がいに対する理解を深めるとと

もに、多様な立場や違いを尊重する心を育てることを目的として、車いすバスケッ
トボール、ゴールボール、シッティングバレーボール、ボッチャ等を体験しました。

また、視覚に頼らない歩行・誘導体験として、生徒がペアになり、一人がアイマ
スクを着用、もう一人が誘導役となって、校内を安全に移動する体験を行いました。
双方の立場を経験し、障がいがあることの困難さ、どの様に誘導すれば安全に移動
できるのか。支援や声掛けの大切さを学ぶことができました。

本校の生徒達が、人権を自分ごととして捉え、行動につなげる力が育まれること
を願い、今後も継続して人権教育に取り組んでいきます。
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車いすバスケットボール視覚に頼らない歩行・誘導体験

ボッチャシッティングバレーボールゴールボール



文化祭
2025年度文化祭が10月31日（金）・11月1日（土）の両日、開催されました。
今年度のテーマは「We’re Koring」であり、そこには二つの意味が込められてい

ます。ひとつは現在進行形の「ing」で、「私たちは今、香里中学校・高等学校の文化
祭を最大限に楽しんでいる」という気持ちを表しており、もう一つは「ring（＝輪）」
で、クラスや学年、学校全体の輪が広がることを願うとともに、今年の大阪・関西
万博のシンボルであった大屋根「リング」を意識したものともなっています。

当日は各クラスや文化系クラブによる展示・研究発表・模擬店、演劇公演、有志
によるグラウンドステージ、PTA・高校生徒自治会・中学生徒会による出店やボ
ランティア活動、さらに献血運動など、趣向を凝らした多彩な催しが展開され、多
くの来場者を迎えて大いに盛り上がりました。

開催に当たっては、高校生徒自治会・中学生徒会が中心となり熱意をもって準備
に取り組みました。本校生徒やPTA役員の方々、地域住民の皆様や教職員の協力
などもあり、すべてのプログラムを無事に終えることができました。
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興文館ステージ香真館演劇模擬店

グラウンドステージ入場門



校舎内装リフォーム
女子部創立150周年記念事業の一環として､静和館の内装工事に着手しています｡
25年度夏は廊下と階段の壁を塗装し､新たに廊下に腰壁を設置しました｡
現在の静和館は1993年７月に献堂された２代目です｡
腰壁の意匠は､１階は初代静和館の面影を受け継ぐものとし､２階は現在の静和館

の色彩デザインを踏襲し､３階は未来に向けて思い描く意味を込めて白地に近いも
のとしています｡

壁色も､腰壁に合わせて階ごとにわずかずつ異なるものとしています｡
従来､照明の関係で暗くなりがちだった階段は､より白みが多い床材と､ほとんど

純白でありながらごく淡いピンクの壁色によって､明るく温かみのある空間となり
ました｡

また､記念事業とは別に､1972年竣工の新生館（体育館）の全体改修・内装リフォ
ームを計画的に実施しています｡

太平洋婦人伝道会を通じた市井に生きる女性たちの篤志によって建てられた「静
和」館が､これからも､世にあって平和を実現する人々を輩出していくことを願って
やみません｡
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静和館３階静和館２階

静和館階段部分 新生館ダンス室スロープおよび 
廊下リフォーム

静和館１階
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国際中学校・高等学校　創立45周年記念パーティー
11月15日（土）、本校創立45周年を記念するパーティーが、同窓会主催のもと校

内にて開催されました。当日は約700名の卒業生が集い、懐かしい再会の笑顔で校
内が満たされました。準備から運営まで尽力くださった同窓会の皆さまに、学校と
して心より感謝申し上げます。礼拝では在学時代を振り返りながら感謝の祈りを捧
げ、続く教室での“懐かしい授業”では、退職された先生方も教壇に立ってくださり、

「教え子の皆さんと再び会えて本当に嬉しい」と笑顔を見せておられました。在校
生によるアメリカンフットボール部チアリーダー、ダンス部、吹奏楽部のパフォー
マンスは、先輩への敬意と温かい思いが込められた力強いもので、多くの拍手が送
られました。懇親会では、旧友との語らいに花が咲き、卒業生と先生方が再び結ば
れる温かな時間が流れました。半日という短いひとときでしたが、母校との絆を深
く感じる一日となりました。閉会後、参加者が名残惜しそうに校舎を振り返る姿に
は、母校への感謝と、これからも続くつながりの尊さが込められていました。

クリスマス・イルミネーション点灯式
11月17日（月）、日暮れが近づく午後5時から、正門両側に設えたクリスマスツリ

ーの点灯式を執り行いました。静かな空気に包まれる中、ガウン姿のコーラス部が
賛美歌を歌いはじめると、その澄んだ歌声が校庭いっぱいに広がり、集まった人々
の心を温かく照らしました。生徒たちや教職員が見守る中、いよいよツリーに灯り
がともると、周囲からは温かい拍手が自然と起こり、冬の訪れと共にクリスマスの
喜びを分かち合う、厳かでありながらも心温まるひとときとなりました。
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初等部：『クリスマス礼拝・ページェント』
国際学院では12月５日（金）にクリスマス礼拝とページェントを行いました。朝

のクリスマス礼拝では、国際中学校・高等学校の朴元 婀怜先生をお招きし、奨励
と祈りを捧げました。

午後からのページェントは毎年３年生が行っています。役者から裏方まで、一人
一人がそれぞれの役割を果たして頑張りました。そして昨年、一昨年に経験した
４・５年生の児童も聖歌隊として劇を盛り上げました。

国際部：『Bake Sale』
From November 10–11, the middle school students of  Doshisha 

International School Kyoto hosted a heartwarming bake sale in support 
of Peace Wanko Animal Shelter. The event was filled with excitement, 
purpose, and community spirit as students worked together to raise funds 
for animals in need.

In the weeks leading up to the event, students collaborated on planning, 
baking, organizing, and promoting the sale. The bake sale quickly became 
a lively gathering spot, drawing enthusiastic support from teachers 
and schoolmates.

A key highlight of the event was the 
strong involvement of parents, who 
generously assisted with preparation and 
logist ics .  Their support empowered 
students to take the lead while ensuring 
the event would have the best home-made 
treats!



「点灯式礼拝」
11月28日（金）にイエス様の誕生を待ち望むアドヴェントを告げる点灯式をおこ

ない、聖歌隊の透き通るような歌声がチャペルコートを包み込みました。
主イエスがそうであったように、暗い世にあって私たちは一筋の光となることが

できるでしょうか。人を喜ばせ、その喜びを分かち合う。そのためにできることを
リボンに書いて、各学年が受け取ったツリーに結び、クリスマス礼拝でささげまし
た。
「一人一人の心が何よりのささげものである」。この礼拝で深く響いたメッセー

ジを胸に、皆がアドヴェントのひとときを過ごせたのではないでしょうか。
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「収穫感謝祭」
11月4日（火）、園内のリチャーズホールにて収穫感謝祭をおこないました。子ど

もたちは各家庭から持ってきた野菜や果物を捧げ、園児全員で合同礼拝の時間を持
ちました。

また、後日には持ち寄った野菜を使いカレーパーティーを開催しましたが、今年
は、年中組と年長組が玉ねぎの皮をむき、そのあと年長組が野菜を切るなどの下ご
しらえをしました。秋の実りに感謝をして園児全員でおいしくカレーをいただきま
した。
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Interview

インタビューの２人
株式会社 Ready to Bloom 代表取締役社長

西
に し

郡
ごおり

琴
こ と

音
ね

さん

私の
志

大きな志を掲げれば、ときに否定的な声も聞こえてきます。けれど、自分だけ
の痛みや怒りを「やめない理由」に変えてみるんです。確かな自負さえあれば、
外からの雑音はいつしか消え、自分を押し上げる力に変わるはずです。

2022 年同志社大学グローバル地域
文化学部卒業。
株式会社 AnyMind Japan でウェブ
やアプリの広告マネタイズの日本営
業・コンサルやアメリカ営業を担当。
ケニア、トーゴ、ルワンダに渡航し
たのち、経産省主催社会起業家アク
セラレーションプログラム「ゼロイ
チ」をきっかけにルワンダで Ready 
to Bloom Ltd を起業。
2025 年 1 月に株式会社 Ready to 
Bloom と し て 日 本 法 人 を 設 立。
経産省主催アクセラレーションプロ
グラム「ゼロイチ」1 期生。EY Entrepreneurial Winning Women 2024 特別賞受賞。
MAKERS UNIVERSITY 10 期生。



Interview

インタビューの２人
株式会社 TODAY 代表取締役社長

山
や ま

田
だ

かな子
こ

さん

私の
志

1991 年、和歌山県生まれ。2014 年、
女子大学現代社会学部卒業。卒業後
は和歌山県の小学校で１年近く教員
を務め、その後、東京都のイベント
制作会社に入社。
福島県の一般社団法人 Bridge for 
Fukushima で復興庁の復興・創生イ
ンターンシップ事業に携わり、起業
家支援などを行う NPO 法人 ETIC.
に勤務。2022 年、家族とともに故郷・
和歌山県田辺市へ U ターンした。
株式会社 TODAY を設立し、田辺市
の「関係人口」創出などに取り組む。

「志」というと難しく聞こえますが、私はいつも「何のためにやるのか」をシ
ンプルに考えています。目の前の一人のために動く。その成果を積み上げてい
くことが、地域の扉をこじ開ける力になると信じています。
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八
田　
英
二 

12

▲　
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
の
振
り
返
り　　

 �
 

法
人
事
務
部　
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
事
務
室 

14
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未
来
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史
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『
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志
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五
十
年
史
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／
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の
研
究
・
私
の
授
業 

変
形
型
月
面
ロ
ボ
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Ｏ
Ｒ
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Ｑ
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史
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●本誌では学校法人同志社の各学校名から「同志社」を省略して、左記のとおり表記しています。
　�大学＝同志社大学、女子大学＝同志社女子大学、中学校・高等学校＝同志社中学校・高等学校、香里中学校・

高等学校＝同志社香里中学校・高等学校、女子中学校・高等学校＝同志社女子中学校・高等学校、国際中学校・
高等学校＝同志社国際中学校・高等学校、小学校＝同志社小学校、国際学院初等部・国際学院国際部＝同志社
国際学院初等部・同志社国際学院国際部、幼稚園＝同志社幼稚園

●記載の所属、役職、職位、学年等は取材時点のものです。
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　　　　　　　　　　私の志

Interview

一
枚
の
写
真
か
ら
始
ま
っ
た
世
界
へ
の
「
問
い
」
と
「
怒
り
」

—
—

ま
ず
、
国
際
社
会
へ
の
強
い
関
心
が
芽
生
え
た
経
緯
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

西
郡 

き
っ
か
け
は
小
学
校
の
国
語
の
教
科
書
で
見
た
「
ハ
ゲ
ワ
シ

と
少
女
」
と
い
う
一
枚
の
写
真
で
し
た
。
南
ス
ー
ダ
ン
で
、
飢
え
に

苦
し
む
少
女
を
背
後
か
ら
ハ
ゲ
ワ
シ
が
狙
っ
て
い
る
。
そ
の
光
景
に

小
学
生
な
が
ら
、
凄
く
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
本
人
の
せ
い
で

は
な
い
の
に
衣
食
住
に
困
り
、
苦
し
む
人
た
ち
が
い
る
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
と
。
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
を
も
っ
と
見
た
い
と
い
う
関
心
が

育
ち
、
卒
業
文
集
に
は
す
で
に
「
国
連
職
員
に
な
り
た
い
」
と
書
い

ア
フ
リ
カ
の
貧
困
を
生
む
構
造
的
な
不
条
理
を
打
破
す
る
た
め
、
ル
ワ
ン
ダ
を
拠

点
に
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
挑
む
卒
業
生
が
い
ま
す
。
最
先
端
の
Ａ
Ｉ
開
発
と
Ｉ

Ｔ
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
現
地
の
雇
用
を
創
出
し
、
未
来
を
切
り
拓
く
そ
の
志

と
、
自
身
の
「
痛
み
」
を
原
動
力
に
変
え
て
歩
み
続
け
る
背
景
を
伺
い
ま
し
た
。

不
条
理
へ
の
違
和
感
が
原
動
力

デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で 

ア
フ
リ
カ
の
若
者
の
可
能
性
を
拓
く

西に
し

郡ご
お
り

琴こ
と

音ね
さ
ん
（
社
会
起
業
家
）

私の
志

4



　　　　　　　　　　私の志

Interview
て
い
た
ほ
ど
、
貧
困
や
戦
争
と
い
う
テ
ー
マ
が
心
の
中
に
深
く
根
付

い
て
い
き
ま
し
た
。

—
—

そ
の
強
い
関
心
は
、
同
志
社
高
校
に
入
ら
れ
て
、
ど
の
よ
う
な

形
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

西
郡 

そ
の
当
時
、
２
０
１
５
年
頃
に
は
、
シ
リ
ア
難
民
問
題
が
大

き
く
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ト
ル
コ
の
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

シ
リ
ア
人
の
子
ど
も
の
遺
体
の
写
真
も
衝
撃
的
で
し
た
。
そ
こ
で
政

治
経
済
の
先
生
の
勧
め
も
あ
っ
て
、友
人
と「Siri Siri（
シ
リ
シ
リ
）」

と
い
う
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
ん
で
す
。
日
本
に
逃
れ
て
き
た
シ
リ
ア

人
女
性
が
作
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
お
菓
子
な
ど
を
文
化
祭
で
販
売

し
た
り
、
み
ん
な
で
現
地
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
り
。
こ
う
し
て

15
歳
の
頃
に
は
、
世
界
の
理
不
尽
な
構
造
へ
の
違
和
感
が
私
の
探
究

の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

学
問
で
ひ
も
解
い
た
搾
取
の
構
造
と
現
場
で
知
っ
た「
覚
悟
」

—
—

大
学
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
に
進
ま
れ
ま
し
た
。

西
郡 

不
条
理
の
原
因
を
学
ぶ
た
め
、
植
民
地
支
配
の
歴
史
か
ら
現

代
の
構
造
を
ひ
も
解
こ
う
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
コ
ー
ス
を
選
び
ま
し
た
。

調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
戦
争
を
す
る
方
が
儲
か
る
、
あ
る
い
は
既
得

権
益
を
守
れ
る
人
た
ち
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と

が
見
え
て
き
た
。
そ
こ
で
卒
論
で
は
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー

ス
テ
イ
ン
と
い
う
社
会
学
者
の
「
世
界
シ
ス
テ
ム
論
」
を
軸
に
、
先

進
国
が
途
上
国
を
搾
取

し
続
け
る
構
造
を
考
察

し
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ

は
レ
ア
メ
タ
ル
や
カ
カ

オ
な
ど
資
源
が
豊
富
で

あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
学

校
に
行
け
ず
、
板
チ
ョ

コ
す
ら
買
え
な
い
子
ど

も
た
ち
が
い
る
の
か
。
発
展
を
阻
む
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
経
済
と
い
う

構
造
を
指
摘
し
、
現
地
の
人
々
が
最
低
水
準
の
人
間
ら
し
い
生
活
を

送
る
た
め
の
可
能
性
を
追
究
し
ま
し
た
。

―
―
在
学
中
は
海
外
で
も
見
聞
を
広
め
ら
れ
、
卒
業
後
は
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
企
業
に
就
職
さ
れ
ま
し
た
。

西
郡 

在
学
中
７
カ
月
間
、
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
大
学
に
留

学
し
、
言
語
学
と
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
ス
タ
デ
ィ
（
開
発
学
）
を
学

び
ま
し
た
。
卒
業
直
前
に
は
ケ
ニ
ア
や
ト
ー
ゴ
を
訪
問
。
ス
ラ
ム
に

あ
る
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
視
察
し
、
教
育
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
融
合
さ

せ
る
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
最
短
で
事
業
開
発
を
学

ぶ
た
め
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
入
社
し
、
実
務
を
積
み
な
が
ら

経
済
産
業
省
の
起
業
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
第
一
線
の
起
業
家
で
あ
る
メ
ン
タ
ー
か
ら
徹
底
的
な
伴
走
支
援

を
受
け
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
学
ん
だ
の
は
諦
め
な
い
心
。

社
会
課
題
の
解
決
は
、
普
通
の
ビ
ジ
ネ
ス
よ
り
何
十
倍
も
難
し
い
で

5
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す
。
お
腹
は
空
い
て
い
る
け
れ
ど
、
食
料
を
買
う
お
金
が
な
い
人
を

助
け
よ
う
と
す
る
わ
け
で
す
か
ら
。
最
前
線
で
戦
う
方
々
の
「
そ
れ

で
も
や
る
ん
だ
」
と
い
う
圧
倒
的
な
覚
悟
に
触
れ
て
刺
激
を
受
け
た

し
、
改
め
て
気
持
ち
を
強
く
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
ル
ワ
ン
ダ
で

の
事
業
を
本
格
的
に
始
動
さ
せ
た
ん
で
す
。

最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
事
業
で
ア
フ
リ
カ
の
若
者
の
機
会
創
出
へ

―
―
ル
ワ
ン
ダ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

西
郡 

メ
イ
ン
は
日
本
企
業
様
へ
の
Ｖ
Ｌ
Ａ
モ
デ
ル
や
Ｃ
Ｖ
モ
デ
ル

開
発
、
デ
ー
タ
を
使
っ
た
Ａ
Ｉ
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
デ
ー
タ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
特
に
需
要
が
高
い
の
が
、

デ
ー
タ
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
例
え
ば
自
動
運

転
Ａ
Ｉ
の
た
め
に
、
走
行
中
の
車
か
ら
撮
影
し
た
画
像
の
一
枚
一
枚

に
「
車
」「
信
号
」
な
ど
と
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
、
い
わ
ば
Ａ
Ｉ
の
教

科
書
作
り
で
す
ね
。
最
近
で
は
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
社
製
の
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を

使
い
、
人
間
の
動
き
を
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
に
学
習
さ
せ
る

最
先
端
の
仕
事
も
、
ル
ワ
ン
ダ
の
チ
ー
ム
と
手
が
け
て
い
ま
す
。

―
―
ア
フ
リ
カ
の
若
者
の
潜
在
能
力
を
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

西
郡 

機
会
さ
え
あ
れ
ば
、
誰
よ
り
も
「
掴
む
力
」
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
ル
ワ
ン
ダ
大
学
の
よ
う
な
、
現
地
で
一
番
と
い

わ
れ
る
大
学
を
卒
業
し
て
も
、
国
内
に
受
け
皿
と
な
る
中
堅
企
業
が

極
端
に
少
な
い
た
め
に
仕
事
が
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
大

※1

※2

学
に
行
け
る
人
自
体
が
全
体
の

５
％
に
満
た
な
い
よ
う
な
環
境

を
勝
ち
抜
い
て
き
た
、
非
常
に

優
秀
な
層
の
人
た
ち
な
の
に
、

海
外
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
仕
事
を

取
ろ
う
と
し
て
も
「
実
務
経
験

３
年
以
上
」
な
ど
、
ジ
ョ
ブ
型

採
用
の
壁
に
阻
ま
れ
て
し
ま
う
。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
り
方
も

知
ら
な
い
。
彼
ら
に
知
識
や
機

会
が
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
、

実
務
案
件
で
勉
強
す
れ
ば
、
数
カ
月
で
見
違
え
る
ほ
ど
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
こ
に
私
は
可
能
性
と
希
望
を
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
難
し
い
点
は
あ
り
ま
す
か
。

西
郡 

例
え
ば
本
音
と
建
前
の
難
し
さ
で
し
ょ
う
か
。
ル
ワ
ン
ダ
に

は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
歴
史
が
あ
り
、
平
和
の
た
め
に
「
部
族
名
は
使

わ
な
い
、
み
ん
な
同
じ
ル
ワ
ン
ダ
人
だ
」
と
い
う
政
策
を
取
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
方
で
、
表
立
っ
て
は

言
え
な
い
複
雑
な
感
情
が
、
と
き
に
人
間
関
係
に
影
を
落
と
し
た
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
難
し
く
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
側
面
も

あ
り
ま
す
。
私
は
京
都
出
身
な
の
で
本
音
と
建
前
は
分
か
っ
て
い
る

つ
も
り
で
し
た
が
、
ル
ワ
ン
ダ
は
も
っ
と
深
い
。
け
れ
ど
時
間
を
か

け
て
言
葉
で
話
し
合
え
ば
、
ち
ゃ
ん
と
分
か
り
合
え
る
人
た
ち
で
す
。

6
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「
痛
み
」
や
「
弱
さ
」
が

誰
に
も
負
け
な
い
自
分
だ
け
の
志
に
な
る

―
―
将
来
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

西
郡 
私
が
60
歳
に
な
る
２
０
６
０
年
ま
で
に
、
ア
フ
リ
カ
で
１
０

０
０
万
人
の
人
た
ち
の
収
入
向
上
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
営
業

的
に
は
、
デ
ー
タ
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
単
な
る
作
業
を
売
る

の
で
は
な
く
、「
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
強
化
」
と
い
う
付
加
価
値
を
、
ア

メ
リ
カ
の
ト
ッ
プ
層
の
企
業
な
ど
に
売
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、も
う
一
つ
大
切
に
し
て
い
る
の
が
メ
ン
バ
ー
の「
育

成
」
で
す
。
自
社
で
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｐ
（
リ
ー
プ
）
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
教
材
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ア
ニ
メ
の
『
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

―
ナ
ル
ト
―
』
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
で
も
日
本
の
ア

ニ
メ
映
画
は
チ
ケ
ッ
ト
が
取
れ
な
い
ほ
ど
人
気
が
高
く
、
共
通
言
語

に
な
る
ん
で
す
ね
。「
今
日
か
ら
君
た
ち
は
忍
者
だ
。
忍
者
は
目
先

の
利
益
で
は
な
く
、
長
期
的
に
仲
間
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
た
め
に
動
く

ん
だ
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。
個
人

主
義
的
な
面
が
あ
る
現
地
で
、「
な

ぜ
仲
間
を
大
事
に
す
る
の
か
」「
な

ぜ
お
客
さ
ん
フ
ァ
ー
ス
ト
な
の

か
」「
そ
う
す
れ
ば
ど
ん
な
メ
リ

ッ
ト
が
自
社
や
あ
な
た
に
返
っ
て

く
る
の
か
」
と
い
う
仕
事
へ
の
姿

勢
を
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
通
し
て

教
え
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
会
社
の
メ
ン
バ
ー
が
自
分
で
家
を
借

り
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
言
動
が
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
的
に
な
っ
た

り
、
そ
の
先
に
あ
る
お
客
様
の
幸
せ
を
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し

て
変
わ
っ
て
い
く
の
を
見
ら
れ
る
の
が
、
私
の
一
番
の
喜
び
で
す
。

―
―
最
後
に
、
読
者
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
郡 

自
分
が
得
意
な
こ
と
や
で
き
る
こ
と
を
無
理
に
探
さ
な
く
て

も
い
い
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
で
す
。
今
は
常
に
誰

か
と
比
較
さ
れ
る
世
界
で
す
。「
何
か
に
秀
で
て
い
る
か
ら
勝
て
る
」

と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
最
初
か
ら
そ
こ
を
目
指
す
必
要
は

な
い
と
思
う
ん
で
す
。
む
し
ろ
大
切
な
の
は
、
自
分
の
中
に
し
か
な

い
痛
み
や
弱
さ
、
あ
る
い
は
感
性
で
す
。
そ
れ
ら
を
単
な
る
感
情
で

終
わ
ら
せ
ず
、
一
歩
前
に
進
む
た
め
の
推
進
力
に
す
る
。
私
の
場
合

は
、
そ
れ
が
「
な
ぜ
ア
フ
リ
カ
の
人
た
ち
だ
け
が
苦
し
ま
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
」
と
い
う
、
理
不
尽
さ
に
対
す
る
消
え
な
い
怒
り
で

し
た
。
誰
か
と
比
べ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
だ
け
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

原
動
力
に
す
れ
ば
、
何
が
あ
っ
て
も
揺
る
が
な
い
、
本
当
の
強
さ
が

手
に
入
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
の
貧
困
を
絶
対
に
な
く
し

た
い
。
そ
こ
だ
け
は
、
こ
れ
か
ら
も
ブ
レ
ず
に
や
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

�

（
２
０
２
５
年
12
月
12
日
、
東
京
に
て
）

※
1　

�
視
覚
と
言
語
を
理
解
し
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
行
動
を
判
断
・
生

成
す
る
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル

※
2　

�

画
像
や
映
像
な
ど
の
視
覚
情
報
を
理
解
・
解
析
す
る
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
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東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
を
機
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
原
点
を

見
出
し
た
山
田 

か
な
子
さ
ん
。
東
京
で
の
イ
ベ
ン
ト
制
作
、
福
島
で
の
復
興
創

生
支
援
な
ど
を
経
て
、
故
郷
・
和
歌
山
県
田
辺
市
へ
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
Ｕ
タ
ー

ン
。
地
域
に
介
在
し
て
若
者
の
可
能
性
を
実
ら
せ
る
「
蜜
蜂
」
の
よ
う
な
活
動

と
、
現
在
地
へ
導
い
た
志
を
伺
い
ま
し
た
。

若
者
と
地
域
を
結
ぶ
「
蜜
蜂
」
と
し
て
飛
び
回
る

一人
の
願
い
に
寄
り
添
う一歩
ず
つ
が 

ふ
る
さ
と
を
育
て
る

自
ら
主
体
と
な
っ
て
動
く
女
子
大
で
の
学
び
と 

東
北
で
の
原
点

―
―
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
へ
の
入
学
動
機
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
田 

私
は
和
歌
山
県
の
女
子
高
校
出
身
な
の
で
す
が
、
そ
こ
で
の

生
活
が
本
当
に
楽
し
く
、
大
学
も
女
子
大
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
通
じ
て
幅
広
く
社
会
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
現
代
社
会
学
部
に
惹
か
れ
た
ん
で
す
。
当
時
は

ま
だ
明
確
な
目
標
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ

多
様
な
視
点
を
吸
収
で
き
る
環
境
が
魅
力
で
し
た
。
女
子
大
の
良
さ

私の
志

山や
ま

田だ

か
な
子こ
さ
ん
（
地
域
創
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

8
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は
、
共
学
だ
と
無
意
識
の
う
ち
に
男
女
で
役
割
が
分
か
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
場
面
で
も
、
す
べ
て
を
自
分
た
ち
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
主
体
的
な
環
境
が
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ダ
ー
と
し
て
動
く
今
の
私
の
姿
勢
を
育
て
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
在
学
中
に
取
り
組
ま
れ
た
学
び
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
田 

観
光
学
コ
ー
ス
の
天
野 

太
郎
先
生
の
ゼ
ミ
で
の
学
び
が
面

白
か
っ
た
で
す
。
１
年
次
で
履
修
し
た
天
野
先
生
の
「
京
都
観
光
学

概
論
」
と
い
う
授
業
が
面
白
く
、
京
都
府
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
に
友
人
と
応
募
す
る
な
ど
、
企
画
に
対
す
る
関
心
を
育
て
て
い

ま
し
た
。
卒
論
の
テ
ー
マ
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
田
辺
市
の
「
平
成
の

大
合
併
」。
古
地
図
を
使
い
、
神
社
の
合
祀
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に

地
域
の
「
境
目
」
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
を
検
証
し
ま
し

た
。
境
界
線
が
な
ぜ
そ
こ
に
引
か
れ
た
の
か
、
神
社
の
合
祀
と
い
っ

た
信
仰
と
地
理
が
ど
う
絡
ん
で
い
る
の
か
を
探
究
し
た
経
験
は
、
今

の
地
域
理
解
の
土
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
学
生
時
代
か
ら
、
東
日
本

大
震
災
の
復
興
支
援
に
関
わ
ら

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

山
田 

１
年
次
生
の
終
わ
り
に

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
何

か
し
な
く
て
は
と
い
う
思
い
に

駆
ら
れ
て
募
金
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
２
年
次
生
か
ら
は
岩
手

県
釜
石
市
の
仮
設
商
店
街
へ
通
い
、
関
西
の
女
子
大
生
た
ち
と

「M
ydogirls

（
ま
い
ど
ガ
ー
ル
ズ
）」
と
い
う
チ
ー
ム
を
組
み
、
現

地
の
方
と
「
粉
も
ん
文
化
」
を
通
じ
て
交
流
し
た
り
、
京
都
の
酒
造

メ
ー
カ
ー
に
お
願
い
し
て
お
酒
を
届
け
て
い
た
だ
き
、
振
る
舞
い
酒

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
一
方
的
に
助
け

る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身
も
楽
し
み
、
そ
れ
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
。
た
だ
、
そ
の
裏
で
は
食
材
の
買
い
出
し
な
ど
で
現
地
の
方
々
に

多
大
な
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
、
地
域
と

外
の
力
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
存
在
の
重

要
性
を
、
身
を
も
っ
て
知
っ
た
ん
で
す
。

福
島
で
確
信
し
た
、
若
者
が
地
域
を
変
え
る
力

―
―
卒
業
後
の
歩
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
田 

学
生
時
代
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
志
望
で
、
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
な

ど
で
頑
張
り
ま
し
た
が
ご
縁
が
な
く
、
卒
業
後
は
１
年
間
、
小
学
校

で
教
員
を
し
ま
し
た
。
そ
の
間
も
子
ど
も
や
地
元
の
活
性
化
に
関
わ

る
何
か
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
何
を
し
て

い
い
か
分
か
ら
ず
、
現
状
を
打
破
し
た
く
て
次
は
東
京
へ
行
き
、
イ

ベ
ン
ト
制
作
会
社
に
就
職
し
た
ん
で
す
。
大
手
企
業
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
、
一
晩
で
数
千
万
円
が
動
く
よ
う
な
現
場
で
、
プ
ロ
の
裏

方
と
し
て
の
動
き
を
学
び
ま
し
た
。
非
常
に
刺
激
的
で
し
た
が
、
心

血
を
注
い
で
作
り
上
げ
た
も
の
が
終
了
後
に
跡
形
も
な
く
壊
さ
れ
て

い
く
光
景
は
、
ど
こ
か
虚
し
い
。
そ
こ
で
東
北
で
経
験
し
た
よ
う
な
、

持
続
的
な
地
域
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
再
燃
し
た
ん

9



　　　　　　　　　　私の志

Interview
で
す
。
福
島
県
の
復
興
支
援
団
体
に
転
職
し
、
復
興
庁
の
復
興
・
創

生
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
を
担
当
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
大
学
生
を
呼
び

込
み
、
被
災
地
の
事
業
者
さ
ん
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る
仕
事
で
す
。

ノ
ウ
ハ
ウ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
研
修
で
勉
強
し
ま
し
た
。

―
―
印
象
的
だ
っ
た
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。

山
田 

福
島
県
浪
江
町
の
仮
設
で
営
業
し
て
い
た
お
寿
司
屋
さ
ん
の

事
例
で
す
。
高
齢
の
ご
夫
婦
と
息
子
さ
ん
の
３
人
家
族
で
昼
だ
け
の

営
業
で
精
一
杯
だ
っ
た
と
こ
ろ
へ
大
学
生
３
人
が
入
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
提
案
を
し
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
を
絞
っ
て
看
板
メ
ニ
ュ
ー
を
分
か

り
や
す
く
掲
げ
る
、
夜
営
業
も
行
う
、
学
生
自
身
も
ホ
ー
ル
に
立
っ

て
徹
底
的
に
効
率
化
を
図
る

な
ど
し
た
結
果
、
１
カ
月
で

売
上
が
２
．
５
倍
に
伸
び
た

ん
で
す
。
こ
の
成
功
が
店
主

さ
ん
の
自
信
に
な
り
、
そ
の

後
は
仮
設
か
ら
独
立
し
て
常

設
店
舗
を
構
え
、
従
業
員
を

雇
っ
て
運
営
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
人
口
が
震
災

前
の
５
％
し
か
戻
っ
て
い
な

い
よ
う
な
過
酷
な
状
況
で
も
、

若
者
の
視
点
が
あ
れ
ば
こ
れ

だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
生
み

出
せ
る
。
こ
れ
な
ら
大
学
が

な
く
、
若
者
の
少
な
い
私
の
地
元
で
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
は
ず
だ
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

「
蜜
蜂
」
と
し
て
、
田
辺
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
に 

新
し
い
実
り
を
も
た
ら
す

―
―
そ
し
て
２
０
２
２
年
、
ご
家
族
で
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
ま
し
た
。

山
田 

東
京
で
小
さ
な
家
を
買
っ
て
一
生
働
き
続
け
る
よ
り
、
窓
を

開
け
れ
ば
一
面
の
海
と
空
が
広
が
る
環
境
で
暮
ら
し
た
い
。
結
局
、

ど
こ
で
生
活
す
る
か
が
大
事
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
私
の
や
り

た
か
っ
た
仕
事
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
「
地
元
に
大
学
生
が
い
る
状
態

に
す
る
こ
と
」。
そ
こ
で
田
辺
市
を
拠
点
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
会
社
を
設
立
し
た
ん
で
す
。

―
―
現
在
の
主
な
事
業
内
容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
田 

地
元
の
事
業
者
と
県
外
の
方
を
つ
な
ぎ
、
田
辺
市
の
「
関
係

人
口
」
を
創
出
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「TA

N
A

BEES

（
タ
ナ
ビ
ー

ズ
）」
の
運
営
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
関
係
人
口
と
は
、
移
住
未
満
、

観
光
以
上
の
よ
う
に
、
そ
の
地
域
に
愛
着
を
も
っ
て
何
度
も
訪
れ
る

人
の
こ
と
。
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
の
ス
タ
ー
ト
も
見
越
し
て
、

そ
ん
な
田
辺
市
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
。
20
年
後
に
人
口
半
減
が

予
測
さ
れ
る
同
市
で
、
２
拠
点
居
住
の
人
々
が
イ
ン
フ
ラ
や
文
化
を

支
え
る
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
が
私
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

BEES
は
蜜
蜂
。
梅
の
名
産
地
で
あ
る
田
辺
市
で
は
、
蜂
に
よ
る
受

粉
が
な
け
れ
ば
実
は
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
介
在
し
、
若
者
の
可
能
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
性
を
実
ら
せ
る
蜜
蜂
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
い
を
込

め
ま
し
た
。
田
辺
市
の
域
学
連
携
推
進
事
業
や
総
務
省
の
「
ふ
る
さ

と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ
ジ
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
も
担
当
し
、
全
国

の
大
学
生
が
田
辺
市
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
課
題
解
決
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
う
支
援
も
し
て
い
ま
す
。

―
―
都
会
の
若
者
と
地
元
の
方
々
と
の
間
で
、
考
え
方
の
違
い 

に
よ
る
摩
擦
な
ど
は
生
じ
ま
せ
ん
か
。

山
田 

田
辺
市
に
は
密
な
人
間
関
係
を
基
盤
と
し
た
温
か
い
ビ
ジ
ネ

ス
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
都
会
の
コ
ン
サ
ル
的
な
や
り
方
を
持

ち
込
ん
で
も
な
じ
み
ま
せ
ん
が
、
大
学
生
が
一
生
懸
命
に
学
ん
で
意

外
な
視
点
を
伝
え
る
と
、
経
営
者
の
皆
さ
ん
も
ハ
ッ
と
し
て
、
動
い

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
本
当
に
若
者
が
少
な
い
地
域
な
の
で
、
自
分
の

事
業
を
真
剣
に
考
え
て
く
れ
る
だ
け
で
嬉
し
い
ん
で
す
。
例
え
ば
白

浜
の
三
段
壁
洞
窟
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
提
案
か
ら
実
際
に
カ
フ

ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
、
学
生
が
開
発
し
た
商
品
が
今
も
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
や
っ
た
こ
と
が
形
に
な
る
面
白
さ
が
、
こ
の
地
域
の
可
能
性

だ
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
成
果
を
積
み
上
げ
る
先
に
光
が
差
し
込
む

―
―
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

山
田 

た
と
え
効
率
が
悪
く
て
も
、
一
人
が
求
め
て
い
た
ら
形
に
す

る
こ
と
で
す
。
文
部
科
学
省
の
留
学
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
採
択
さ

れ
た
地
元
の
女
子
高
校
生
が
「
こ
の
情
報
を
も
っ
と
地
元
に
広
め
た

い
」
と
言
っ
て
き
た
と
き
は
、
彼
女
の
講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

す
る
と
次
々
と
後
に
続
く
子
が
出
て
き
た
。
地
元
の
高
校
生
が
外
の

世
界
を
知
り
、
ま
た
戻
っ
て
く
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

―
―
「
個
」
に
寄
り
添
う
姿
勢
の
原
点
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

山
田 

実
家
が
養
育
里
親
を
し
て
い
て
、
高
校
生
や
大
学
生
の
時
に

突
然
、
血
の
つ
な
が
ら
な
い
弟
た
ち
が
増
え
る
経
験
を
し
た
こ
と
も

大
き
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
東
北
支
援
の
経
験
も
そ
う
で
す
が
、
多

様
な
人
々
を
受
け
入
れ
、
つ
な
が
る
こ
と
を
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。

―
―
将
来
の
目
標
と
、
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田 

私
の
目
標
は
「
出
て
い
き
や
す
く
、
入
り
や
す
い
和
歌
山
」

を
つ
く
る
こ
と
。
一
回
外
に
出
て
も
、
い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
、

あ
る
い
は
外
の
人
も
気
軽
に
入
っ
て
こ
ら
れ
る
、
風
通
し
の
良
い
地

域
で
あ
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
元
で
働
く
か
っ
こ
い
い
大
人

を
高
校
生
が
知
る
た
め
の
職
業
体
験
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
大
き
な
こ
と
を
一
度
に
変
え
ら
れ
な
く
て
も
、
楽
し
く
、
一
つ

ひ
と
つ
の
成
果
を
積
み
上
げ
て

い
く
こ
と
が
、結
果
と
し
て「
う

ち
の
地
域
で
も
や
れ
る
か
も
」

と
、
誰
か
の
扉
を
開
く
こ
と
に

つ
な
が
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

�

（
２
０
２
５
年
12
月
18
日
、　 

田
辺
市
に
て
）
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１
５
０
周
年
記
念
事
業
の
実
施

２
０
２
５
年
11
月
29
日
、
同
志
社
は
創
立
１
５
０
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
新
島 
襄
が
「
良
心
を
手
腕
に
運
用
す

る
人
物
の
育
成
」
を
掲
げ
て
同
志
社
英
学
校
を
創
設
し
て
以
来
、
時

代
の
荒
波
を
超
え
て
歩
ん
で
き
た
そ
の
道
の
り
は
、
わ
が
国
の
私
学

教
育
の
歴
史
そ
の
も
の
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

創
立
者
の
志
は
、
今
も
な
お
キ
ャ
ン
パ
ス
の
こ
こ
か
し
こ
に
脈
々
と

息
づ
い
て
い
ま
す
。

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
同
志
社
で
は
、
数
年
前
か
ら

様
々
な
記
念
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
建
学
の
精
神
を
再
確

認
し
、
未
来
へ
の
礎
を
築
く
と
い
う
理
念
の
も
と
、
こ
れ
ら
は
単
な

る
「
祝
賀
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
の
世
代
へ
「
志
を
つ
な
ぐ
」
取
り

組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
筆
す
べ
き
も
の
の
一
つ

は
、
後
世
に
歴
史
を
記
録
し
伝
承
す
る
『
同
志
社
百
五
十
年
史
』
の

編
纂
で
す
。
既
存
の
『
同
志
社
百
年
史
』
に
、
続
く
50
年
間
の
歴
史

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年 

記
念
事
業
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら

同
志
社
総
長
・
理
事
長 

八
田 

英
二

と
資
料
が
新
た
な
ペ
ー
ジ
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
即
し
た
『
同
志
社
大
学
設
立
旨
意
の
多
言
語
化
』
も

注
目
に
値
す
る
で
し
ょ
う
。「
主
の
道
を
行
こ
う
」
と
い
う
『
同
志

社
オ
リ
ジ
ナ
ル
賛
美
歌
』
も
多
く
の
機
会
に
耳
に
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
各
地
で
の
記
念
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
始
め
、
様
々
な
事
業

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
同
志
社
が
長
年
培
っ
て

き
た
「
良
心
教
育
」
の
理
念
を
現
代
的
に
翻
訳
し
、
社
会
へ
と
発
信

し
た
試
み
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

新
た
な
教
育
環
境
の
整
備

こ
の
間
、
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
整
備
に
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま

し
た
。
今
出
川
・
京
田
辺
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
び
と
交
流
を
融

合
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
環
境
整
備
が
図
ら
れ
、
学
生
・
教
職
員
・

関
係
者
一
同
が
垣
根
な
く
集
え
る
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
煉
瓦
の
壁
と
ガ
ラ
ス
の
建
築
が
共
存
す
る
景
観
は
、
伝
統

と
革
新
が
調
和
す
る
同
志
社
の
姿
そ
の
も
の
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
『
同
志
社
バ
ー
チ
ャ
ル
キ
ャ

ン
パ
ス
』
も
公
開
さ
れ
、
在
学
生
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の
卒
業
生

が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
母
校
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

地
域
・
社
会
と
の
連
携
に
も
、
１
５
０
周
年
の
意
義
が
深
く
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
と
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
同
志

社
は
共
に
生
き
る
社
会
を
体
現
す
る
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
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す
。
そ
の
根
底
に
は
教
育
は
社
会
の
中
で
生
き
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
堅
い
信
念
が
あ
る
か
ら
で
す
。
１
５
０
年
の
歴
史
は
、
決
し
て
一

つ
の
教
育
機
関
の
栄
光
を
記
す
も
の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
と
共
に

成
長
し
て
き
た
足
跡
の
証
し
で
も
あ
り
ま
す
。

記
念
式
典
か
ら
未
来
に
向
か
っ
て

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
集
大
成
と
し
て
開
催
さ
れ
た
同
志
社
創
立

１
５
０
周
年
記
念
式
典
で
は
、
教
職
員
を
は
じ
め
、
国
内
外
か
ら
多

く
の
卒
業
生
・
関
係
者
が
集
い
、
共
に
歩
ん
だ
時
代
を
振
り
返
る
と

同
時
に
、
未
来
へ
の
希
望
を
高
ら
か
に
語
り
合
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

繰
り
返
し
話
題
に
な
っ
た
の
は
、
良
心
教
育
を
社
会
に
還
元
す
る
と

い
う
同
志
社
の
使
命
で
し
た
。
国
境
や
文
化
・
宗
教
の
違
い
を
超
え

て
、
人
間
の
尊
厳
を
守
る
教
育
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
と
い
う

誓
い
が
新
た
に
交
わ
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
記
念
事

業
の
本
当
の
価
値

は
、
催
し
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
こ
れ
ら

を
通
じ
て
「
同
志

社
と
は
何
か
」
を

改
め
て
問
い
直
し

た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
が
急
速
に
変
化
す
る
中
で
、
教

育
の
意
義
や
学
校
の
存
在
理
由
が
問
わ
れ
て
い
る
今
、
同
志
社
は
そ

の
原
点
に
立
ち
返
り
、「
良
心
」「
自
由
」
と
い
う
２
本
の
柱
を
ど
う

未
来
へ
生
か
す
か
と
い
う
根
源
的
な
課
題
に
向
き
合
っ
た
の
で
す
。

１
５
０
周
年
が
過
ぎ
、
２
０
０
周
年
を
目
指
す
こ
れ
か
ら
の
50
年

は
、
未
知
へ
の
挑
戦
の
連
続
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
Ａ
Ｉ
や
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
人
間
の
価
値
観
や
倫
理
観
が
大
き
く
揺

ら
ぐ
時
代
に
あ
っ
て
、
同
志
社
の
使
命
は
益
々
重
み
を
増
す
一
方
で

す
。
良
心
や
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
基
軸
と
し
た
教
育
は
、
単
な
る
理

念
で
は
な
く
、
世
界
の
分
断
を
癒
や
し
、
人
と
人
と
を
結
び
つ
け
る

実
践
的
な
指
針
と
な
り
う
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

未
来
の
同
志
社
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、「
知
の
創
造
」
に
と
ど

ま
ら
ず
、「
心
の
創
造
」
を
社
会
に
広
げ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
す
。

１
５
０
年
の
歩
み
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
の
架
け
橋
で
あ
り
、
次
の

世
代
へ
の
手
渡
し
の
瞬
間
で
も
あ
る
の
で
す
。
創
立
者
新
島 

襄
が

託
し
た
「
諸
君
ヨ
、
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
」
と
い
う
強
い
信
念
を
、

私
た
ち
は
改
め
て
胸
に
刻
み
た
い
も
の
で
す
。
同
志
社
の
歴
史
は
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
の
責
任
の
物
語
と
言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

数
々
の
記
念
事
業
の
開
催
は
、
す
で
に
次
の
時
代
へ
の
光
明
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
志
社
が
、
世
界
に
向
け
て
良
心
教
育
と

い
う
灯
を
高
く
掲
げ
、
有
為
な
人
物
を
社
会
に
送
り
出
し
続
け
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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す
べ
て
の
事
業
は
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
詳
細
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、（
＊
）
の
あ
る
事
業
は
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
肩
書

を
含
め
た
内
容
は
、
す
べ
て
当
時
の
も
の
と
な
り
ま
す
。）

 

良
心
教
育
の
浸
透
と
拡
散
・
発
展 

同
志
社
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
は

卒
業
生
や
在
校
生
、
教
職
員
の
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
集
め
て
行
う
と
い
う
方
針
で
あ

り
、
同
志
社
内
各
学
校
の
教
職
員
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
毎
年
募
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
自
主
的
に
応
募
し
て
く

れ
た
15
～
20
名
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ

ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
検
討
し
、
企

画
・
立
案
を
し
て
実
行
に
移
し
て
い
き
ま

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
の

振
り
返
り

法
人
事
務
部　
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
事
務
室

し
た
。
ま
た
、
毎
年
夏
に
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
で
配
布
す
る
冊
子
（The 

N
ext D

oshisha

）
の
内
容
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
トD

oshisha 
N

ew
 D

ay 2021

（
＊
）

日
程
：��

２
０
２
１
年
11
月
29
日
（
月
）

場
所
：
大
学 

今
出
川
校
地 

寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

D
oshisha N

ew
 D

ay

（
Ｄ
Ｎ
Ｄ
）
と
は
「
同
志
社
の
未
来
を

つ
く
る
た
め
の
特
別
な
1
日
」
で
す
。
２
０
２
４
年
ま
で
の
毎
年
11

月
29
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
度
は
、
同
志
社
創
立
１
５

０
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

発
表
と
考
案
者 

松
井 

美
野

さ
ん
（
同
志
社
中
学
校
2
年

生
）
の
表
彰
、
本
井 

康
博

氏
（
元
大
学
神
学
部
教
授
）

に
よ
る
ミ
ニ
講
義
「
志
を
継

ぐ
―
新
島
襄
の
同
志
《
小
新

島
》
た
ら
ん
―
」、
香
里
高

等
学
校
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
映
像
紹
介
）

ワークショップの様子

同志社創立150周年記念イベント 
Doshisha New Day 2021
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が
あ
り
ま
し
た
。Zoom

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
で
実

施
し
、
視
聴
者
総
数
は
約
３
０
０
名
で
し
た
。

同
志
社
・
新
島
か
る
た

２
０
２
２
年
7
月
完
成

国
際
学
院
初
等
部
6
年
生
が
描

い
た
絵
を
も
と
に
大
学
漫
画
研
究

会
の
学
生
が
リ
ラ
イ
ト
し
、
か
る

た
の
絵
札
を
制
作
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
、
遊
び
を
通
じ
て
同

志
社
や
新
島 

襄
に
親
し
み
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
同
志
社
生
協
や
同
志
社

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
販
売
し
ま
し

た
。（
終
了
）

「
新
島
襄
寄
港
の
地
碑
」
建
立
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

in

風
間
浦
村
（
＊
）〈
風
間
浦
村
共
催
〉

日
程
：�

２
０
２
２
年
10
月
30
日
（
日
）

場
所
：�

風
間
浦
村
立
風
間
浦
中
学
校 

体
育
館

１
８
６
４
年
新
島 

襄
は
、
洋
式
帆
船
「
快
風
丸
」
で
江
戸
か
ら

函
館
に
航
海
中
、
北
風
と
激
し
い
潮
流
を
避
け
る
た
め
、
現
在
の
青

森
県
風
間
浦
村
に
寄
港
し
ま
し
た
。
１
９
９
２
年
、
風
間
浦
村
が
新

島
襄
と
の
ふ
れ
あ
い
を
永
世
に
残
し
、後
世
に
語
り
継
ぐ
た
め
に「
新

島
襄
寄
港
の
地
碑
」
を
建
立
し
て
か
ら
30
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
約
１
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
続
い
て
、
本
井 

康
博
氏
（
元
大
学
神
学
部
教
授
）
に

よ
る
講
演
「
風
間
浦
か
ら
の
出
発
―
ル
ビ
コ
ン
川
を
渡
る
新
島
襄

―
」、
伊
藤 

誠
氏
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
／
１
９
７
６
年
大

学
商
学
部
卒
業
）
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

同
志
社
人
に
よ
る
写
真
＆
メ
ッ
セ
ー
ジ
企
画

２
０
２
２
年
11
月
公
開

同
志
社
の
良
心
教
育
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
た
め
に
、『
あ
な
た

に
と
っ
て
の
良
心
と
は
』
を
テ

ー
マ
に
、
同
志
社
の
各
学
校
の

園
児
、
児
童
、
生
徒
、
学
生
、

卒
業
生
、
教
職
員
か
ら
コ
メ
ン

ト
い
た
だ
き
、
同
志
社
創
立
１

５
０
周
年
記
念
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

新島かるた

同志社人による写真&メッセージ企画
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の
特
設
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
習
字
や
漫
画
、
写
真
な
ど
で
、

表
現
し
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
約
２
０
０
名
の
同
志
社
人
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
志
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
賛
美
歌
（
＊
）

２
０
２
２
年
11
月
、
園
児
か
ら
学
生
、
卒
業
生
ま
で
が
一
緒
に
歌

う
こ
と
が
で
き
る
同
志
社
独
自
の
賛
美
歌
を
制
作
し
ま
し
た
。
歌
詞

は
公
募
を
行
い
、応
募
の
あ
っ
た
69
作
品
か
ら
堀
之
内 

涼
さ
ん
（
大

学
商
学
部
2
年
次
生
）
の
作
品
が
選
ば
れ
、
成
田 

和
子
教
授
（
女

子
大
学
学
芸
学
部
）
が
作
曲
し
ま
し
た
。

同
志
社
手
話
（
＊
）

２
０
２
２
年
11
月
完
成

協
力
：�

大
学 

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｄ
Ａ
室

こ
れ
ま
で
、
式
典
や
重
要
な
行

事
な
ど
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る

「
新
島
襄
」「
良
心
教
育
」「
倜て
き

儻と
う

不ふ

羈き

」
に
あ
た
る
統
一
さ
れ
た
手

話
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

度
、
卒
業
生
の
協
力
を
得
て
、
新

島
襄
並
び
に
新
島
の
思
い
を
表
現
す
る
こ
の
3
つ
の
言
葉
に
つ
い
て

手
話
を
作
成
し
ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト 

D
oshisha N

ew
 D

ay 2022

（
＊
）

日
程
：�

２
０
２
２
年
11
月
29
日
（
火
）

場
所
：�

大
学 

今
出
川
校
地 

寒
梅

館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

２
０
２
２
年
度
は
、
千 

玄
室

氏
（
裏
千
家
15
代
・
前
家
元
）
に

よ
る
講
演
「
同
志
社
の
想
い
出
」、

同
志
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
賛
美
歌
の
発

表
と
考
案
者 

堀
之
内 

涼
さ
ん

（
大
学
商
学
部
2
年
次
生
）
の
表

彰
が
あ
り
、
約
１
７
５
名
の
来
場

者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

千 玄室氏

同志社手話
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同
志
社
紹
介
Ｐ
Ｖ 

「O
ne Purpose

志
を
同
じ
く
す
る
者
た
ち
」制
作
（
＊
）

２
０
２
３
年
5
月
完
成

園
児
か
ら
学
生
ま
で
総
勢
３

０
０
名
を
超
え
る
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
完
成

し
た
Ｐ
Ｖ
は
同
志
社
創
立
１
５

０
周
年
記
念
事
業
公
式You 

Tube

で
確
認
で
き
、
同
志
社

の
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｖ
Ｒ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

２
０
２
３
年
7
月
完
成

同
志
社
内
各
学
校
の
各
時
代
を
超

え
た
キ
ャ
ン
パ
ス
映
像
を
制
作
し
、

２
０
２
５
年
に
は
全
同
志
社
の
キ
ャ

ン
パ
ス
を
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で
再
現

し
ま
す
。
過
去
、
現
在
、
未
来
の
キ

ャ
ン
パ
ス
を
Ｖ
Ｒ
技
術
で
再
現
す
る

こ
と
で
、
現
在
通
っ
て
い
る
学
生
の

み
な
ら
ず
、
卒
業
生
が
当
時
通
っ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
を
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で

経
験
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
ま
す
。

VRキャンパス（大学今出川キャンパス）

同志社紹介PV 
「One Purpose志を同じくする者たち」
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同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会in 

会
津
若
松
市
２
０
２
３

日
程
：�
２
０
２
３
年
9
月
23
日
（
土
）

場
所
：�
福
島
県
立
博
物
館 

講
堂

学
校
法
人
同
志
社
は
会
津
若
松

市
と
の
間
で
連
携
協
力
に
関
す
る

包
括
協
定
を
２
０
１
２
年
に
締
結

し
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
よ
り
、

毎
年
9
月
に
行
わ
れ
る
会
津
ま
つ

り
に
お
い
て
同
志
社
創
立
１
５
０

周
年
記
念
講
演
会
を
開
催
し
、
２

０
２
３
年
度
は
、
山
下 

智
子
教
授
（
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
）

に
よ
る
講
演
「
新
島
八
重
さ
ん
の
贈
り
物
―
心
の
和
き
も
の 

そ
の

人
は
地
を
嗣
か
む
―
」を
実
施
し
ま
し
た
。約
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
志
社
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
（
＊
） 

〈
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
同
志
社
大
学
産
官
学
連
携
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
賛 

同
志
社
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
Ｌ
Ｓ
Ｔ 

Ｗ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
、
Ｔ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｍ
Ｉ 

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｌ
協
力
〉

日
程
：�

２
０
２
３
年
9
月
・
11
月

場
所
：�

大
学 

今
出
川
校
地 

ク
ラ
ー
ク
記
念
館

コ
ロ
ナ
禍
や
そ
の
他
様
々
な
理

由
で
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ

た
方
や
同
志
社
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
へ

の
強
い
気
持
ち
を
お
持
ち
の
方
を

対
象
に
公
募
し
、
27
組
の
応
募
が

あ
り
、
4
組
を
無
償
で
招
待
し
ま

し
た
。
司
式
は
森
田 

喜
基
准
教

授
（
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン

タ
ー
）
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
、
恩
師
の
列
席
や
恩
師
か
ら
の
色
紙
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト  

D
oshisha N

ew
 D

ay 2023

（
＊
）

日
程
：�

２
０
２
３
年
11
月
29
日（
水
）

場
所
：�

大
学 

今
出
川
校
地 

寒
梅

館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

２
０
２
３
年
度
は
、
朝
原 

宣

治
氏
（
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ

ダ
リ
ス
ト
／
大
学
ス
ポ
ー
ツ
医
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
／
２

０
０
９
年
大
学
大
学
院
総
合
政
策

山下 智子教授

同志社ウエディング朝原 宣治氏、田中 希実氏
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科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
）
と
田
中 

希
実
氏
（
陸
上
競
技

選
手
／
２
０
２
２
年
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
卒
業
）
に
よ
る
対

談
、
大
学
應
援
團
に
よ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意（
抜
粋
）の
多
言
語
化（
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
）

２
０
２
４
年
2
月
完
成

１
８
８
８
年
、
新
島 
襄
は
20

を
こ
え
る
新
聞
、
雑
誌
に
「
同
志

社
大
学
設
立
の
旨
意
」
を
公
表
し

て
大
学
設
立
へ
の
協
力
を
よ
び
か

け
ま
し
た
。
前
半
で
同
志
社
諸
学

校
開
設
に
至
る
経
緯
を
か
た
り
、

後
半
で
今
な
ぜ
そ
の
上
に
大
学
が

必
要
な
の
か
、
い
か
な
る
大
学
で

あ
る
べ
き
か
を
論
じ
た
名
文
で
す
。

こ
の
度
、
設
立
の
旨
意
（
抜
粋
）
を
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
に
翻

訳
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、子
ど
も
版（
日・

英
）
と
合
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
の
同
志
社
大
学

生
制
作
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
で
放
映
（
＊
）

日
程
：�

２
０
２
４
年
4
月
8
日
（
月
）
～
20
日
（
土
）

２
０
２
３
年
度
の
同
志
社
内
学

生
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
け
る
最
優

秀
作
品
を
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
で
放
映
し

ま
し
た
。

安
中
・
同
志
社
新
島
講
演
会
２
０
２
４
〈
安
中
市
共
催
〉

日
程
：�

２
０
２
４
年
6
月
22
日
（
土
）

場
所
：�

新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校 

礼
拝
堂

学
校
法
人
同
志
社
は
群
馬
県
安
中
市
と
の
間
で
包
括
連
携
協
定
を

２
０
２
３
年
に
締
結
し
ま
し
た
。
新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
聖

歌
隊
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
百
合
野 

正
博
大
学
名
誉
教
授
に

同志社大学設立の旨意

2023年度コンテストで最優秀賞の同志社大学生
制作のテレビCMをKBS京都で放映
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よ
る
講
演
「
新
島
襄
が
私
学
同
志

社
を
設
立
し
た
重
要
な
意
味
～

グ
レ
イ
ス
教
会
で
頭
の
中
を
駆

け
巡
っ
た
こ
と
～
」
と
本
井 

康

博
氏
（
元
大
学
神
学
部
教
授
）
に

よ
る
講
演
「
安
中
市
と
同
志
社
～

交
流
１
５
０
年
の
そ
の
先
へ
～
」

を
行
い
ま
し
た
。
約
２
０
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会in
会
津
若
松
市
２
０
２
４

日
程
：
２
０
２
４
年
9
月
21
日
（
土
）

場
所
：
会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

吉
海 

直
人
女
子
大
学
名
誉
教

授
に
よ
る
講
演
「
八
重
が
結
ん
だ

会
津
若
松
と
同
志
社
」
を
実
施
し
、

92
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
講

演
前
に
は
、
会
津
若
松
市
の
高
校

生
を
対
象
と
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
し
、
新
島 

八
重
ゆ
か
り
の

地
を
巡
り
ま
し
た
。

D
oshisha N

ew
 D

ay 2024

（
＊
）

日
程
：�

２
０
２
４
年
11
月
29
日
（
金
）

場
所
：�

大
学 

今
出
川
校
地 

寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

２
０
２
４
年
度
は
、
坊
垣 

佳
奈
氏
（
株
式
会
社
マ
ク
ア
ケ
共
同

創
業
者
／
取
締
役
／
２
０
０
６
年
大
学
文
学
部
卒
業
）
に
よ
る
講
演

『「
多
様
性
」
と
「
個
」
の
時
代
に
、
ア
タ
ラ
シ
イ
感
覚
で
、
人
生
を

豊
か
に
生
き
る
～M

akuake

の
最
新
事
例
と
そ
の
ヒ
ッ
ト
の
秘
密

も
ご
紹
介
し
ま
す
～
』、
大
学
能

楽
部
観
世
会
、女
子
大
学
お
ど
り・

京
炎
そ
で
ふ
れ
「
花
風
姿(

は
な

ふ
う
し)

」
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
参
加
者
数
１
１
３
名
、

YouTube

ラ
イ
ブ
配
信
時
の
視

聴
者
数
は
99
名
、
計
２
１
２
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

本井 康博氏

女子大学おどり・京炎そでふれ「花風姿」

吉海 直人女子大学名誉教授
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„
ふ
く
し
ま
サ
ク
ラ
〝
の
植
樹

日
程
：
２
０
２
５
年
1
月
17
日
（
金
）

場
所
：
同
志
社
墓
地
前
広
場
等

学
校
法
人
同
志
社
は
福
島
県
お

よ
び
会
津
若
松
市
と
福
島
復
興
の

た
め
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。
同
志
社
墓
地
へ
の
山

道
整
備
を
記
念
し
て
、
小
学
校
6

年
生
90
名
が
ふ
く
し
ま
サ
ク
ラ

„
は
る
か
〝
の
苗
木
を
同
志
社
墓

地
前
の
広
場
と
そ
の
山
道
に
植
樹

し
ま
し
た
。

学
校
法
人
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会 

同
志
社
と
早
稲
田
〈
大
学
体
育
会
硬
式
野
球
部
共
催
〉

日
程
：�

２
０
２
５
年
3
月
22
日
（
土
）

場
所
：�

大
学 

今
出
川
校
地 

良
心
館
地
下
2
番
教
室

同
志
社
創
立
者
の
新
島 

襄
と
早
稲
田
大
学
創
立
者
の
大
隈 

重
信

の
交
流
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
両
校
の
交
流
は
そ
れ
に
限
ら
れ
ま

せ
ん
。「
新
島
精
神
」
を
受
け
継
ぎ
、
同
志
社
英
学
校
卒
業
後
に
早

稲
田
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
専

門
学
校
に
奉
職
し
た
二
人
、
一
人

は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
で
あ

り
学
生
野
球
の
父
と
い
わ
れ
る
安

部 

磯
雄
と
も
う
一
人
は
哲
学
者

で
早
稲
田
文
学
の
基
礎
を
築
い
た

大
西 

祝
の
功
績
を
振
り
返
り
、

両
大
学
と
両
野
球
部
の
将
来
を
考

察
す
る
た
め
に
望
月 

詩
史
教
授
（
大
学
法
学
部
）
に
よ
る
講
演
「
同

志
社
と
早
稲
田
を
つ
な
ぐ
人
々
と
そ
の
精
神
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
作
能
「
庭
上
梅
」
の
上
演
（
＊
）〈
同
志
社
紫
謡
会
共
催
〉

日
程
：
２
０
２
５
年
4
月
19
日
（
土
）

場
所
：�

女
子
大
学
、女
子
中
学
校・

高
等
学
校 

栄
光
館

大
学
能
楽
部
観
世
会
創
部
１
０

０
年
と
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年

を
記
念
し
、
創
立
者
新
島 

襄
を

主
人
公
と
し
た
新
作
能「
庭
上
梅
」

を
上
演
し
ま
し
た
。
上
演
前
に
は
、

大
学
能
楽
部
金
剛
会
に
学
生
時
代

ふくしまサクラの植樹

望月 詩史教授新作能「庭上梅」の上演
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所
属
さ
れ
て
い
た
澤
田 

瞳
子
氏
（
作
家
／
２
０
０
２
年
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
）
に
よ
る
講
演
『「
庭
上
梅
」

を
め
ぐ
っ
て
』
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
４
５

０
名
の
一
般
観
客
と
１
０
０
名
の
本
学
学
生
の
来
場
が
あ
り
、
能
の

最
後
（
キ
リ
）
の
部
分
で
は
、
客
席
の
学
生
、
卒
部
者
も
共
に
謡
に

参
加
し
て
の
大
連
吟
と
な
り
ま
し
た
。

京
都
新
聞
広
告
・
冊
子
及
び
公
式
サ
イ
ト
Ｐ
Ｒ
特
集
に

よ
る
Ｐ
Ｒ

京
都
新
聞
で
は
文
化
、
経
済
、
宗
教
、
教
育
な
ど
様
々
な
分
野
の

„
日
本
人
の
こ
こ
ろ
〝
が
い
ま
な
お
残
る
京
都
か
ら
、「
日
本
人
の

忘
れ
も
の
」
を
取
り
戻
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ

の
企
画
を
通
じ
、
以
下
の
内
容
で
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
事
業
や

同
志
社
の
建
学
の
精
神
に
つ
い
て
広
く
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

①�

京
都
新
聞
別
冊
20
頁
特
集
紙
面
で
の
企
業
・
団
体
代
表
者
の
年
始

メ
ッ
セ
ー
ジ
掲
載
及
び
賛
同
企
業
掲
載
（
２
０
２
５
年
元
旦
）

②�

『
未
来
と
の
約
束
２
０
２
５
』
～
京
都
の
未
来
企
業
・
団
体
～
：

経
済
面
特
設
枠
に
1
回
掲
載
（
２
０
２
５
年
11
月
6
日
）

③�

中
学
生
向
け
冊
子
『
京
都
の
未
来
企
業
・
団
体
２
０
２
６
』（
京

都
府
内
の
公
立
中
学
2
年
生
を
対
象
と
し
て
各
学
校
の
送
付
）

④�

京
都
新
聞
公
式
サ
イ
ト
Ｐ
Ｒ
特
集
の
ペ
ー
ジ
に
『
京
都
の
未
来
企

業
・
団
体
』
公
開

同
志
社
墓
地
山
道
整
備

若
王
子
山
頂
に
あ
る
同
志
社
墓

地
へ
の
山
道
に
は
、
歩
行
者
を
助

け
る
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土

台
が
設
置
さ
れ
て
い
る
個
所
も
あ

り
ま
し
た
が
、
多
く
は
未
整
備
の

状
態
で
し
た
。
歩
行
者
が
安
全
に
、

か
つ
歩
き
や
す
い
よ
う
に
、
同
志

社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
の

一
環
で
山
道
の
整
備
工
事
を
行

い
、 

２
０
２
５
年
1
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

同
志
社
・
慶
應
・
早
稲
田
が
考
え
る
教
育
の
未
来 

～
私
学
の
役
割
と
人
材
育
成
～
（
＊
）

日
時
：
２
０
２
５
年
5
月
17
日
（
土
）

会
場
：
大
学 

今
出
川
校
地 

寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

主
催
：
朝
日
新
聞
社
／
共
催
：
学
校
法
人
同
志
社

同志社墓地山道整備
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伊
藤 

公
平
塾
長
（
学
校
法
人

慶
應
義
塾
）、田
中 

愛
治
総
長（
学

校
法
人
早
稲
田
大
学
）
及
び
八
田 

英
二
総
長
・
理
事
長
に
よ
る
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

多
様
な
視
点
か
ら
現
代
教
育
の

課
題
や
未
来
へ
の
展
望
が
語
ら
れ
、

私
学
の
根
幹
を
な
す
建
学
の
精
神

を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
私
学
教
育
の
在
り
方
や
人
材
育

成
の
在
り
方
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。
未
来
の
教
育
環
境
や
社

会
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

特
徴
的
な
視
点
を
示
し
ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会in

函
館 

〈
函
館
市
、
同
志
社
校
友
会
函
館
ク
ラ
ブ
後
援
〉

日
程
：�

２
０
２
５
年
6
月
14
日
（
土
）

場
所
：�

函
館
市
民
会
館 

小
ホ
ー
ル

新
島 

襄
が
21
歳
の
１
８
６
４
年
に
日
本
を
脱
国
し
た
函
館
に
お

い
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
八
田 

英
二
総
長
・
理
事
長
に
よ

る
講
演
「
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
て
」
に
加
え
て
、
保
阪 

正
康
氏
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
・
評
論
家
）
に
よ
る
講
演
「
近

現
代
史
に
お
け
る
同
志
社
人
脈
を

見
つ
め
て
」
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
は
9
時
10
分
か
ら
、
新

島
と
関
係
の
深
い
函
館
千
歳
教
会

に
お
い
て
記
念
礼
拝
を
行
い
、
11

時
か
ら
「
同
志
社
創
立
者
新
島
襄

海
外
渡
航
の
地
」
碑
前
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会in

札
幌 

〈
同
志
社
校
友
会
北
海
道
支
部
共
催
〉

日
程
：�

２
０
２
５
年
6
月
15
日
（
日
）

場
所
：�

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

北
海
道
大
学
混
声
合
唱
団
と
北
海

道
大
学
合
唱
団
と
同
志
社
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
よ
る
演
奏
と
、
横
田 

篤
氏

（
国
立
大
学
法
人
北
海
道
大
学
理
事・

副
学
長
）
に
よ
る
講
演
「
北
海
道
大

学
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
追
求
の

歴
史
と
現
在
地
」、小
枝 

弘
和
氏（
大

保阪 正康氏

同志社創立150周年記念シンポジウム

同志社創立150周年記念講演会in札幌
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学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
社
史
資
料
調
査
員
）
に
よ
る
講
演

「W
illiam

 Sm
ith C

lark

と
新
島
襄
―
両
者
が
紡
い
だ
北
海
道
と

京
都
の
縁
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

安
中
・
同
志
社
新
島
講
演
会
２
０
２
５
〈
安
中
市
共
催
〉

日
程
：�

２
０
２
５
年
7
月
12
日
（
土
）

場
所
：�

新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校 

礼
拝
堂

新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

聖
歌
隊
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

と
山
下 

智
子
教
授
（
女
子
大
学

現
代
社
会
学
部
）に
よ
る
講
演「
新

島
襄
と
安
中
、
そ
し
て
同
志
社
―

平
和
の
使
徒
、
１
５
０
年
の
志
と

希
望
―
」
と
中
西 

哲
生
氏
（
元

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
／
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ー
チ
／
１
９
９
２
年
大
学
経
済
学
部
卒
業
）
に
よ
る
講
演
「
新
し

い
未
来　
新
し
い
自
分
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

創
立
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会in 

会
津
若
松
２
０
２
５

日
程
：
２
０
２
５
年
9
月
21
日
（
日
）

場
所
：
会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

学
校
法
人
梅
花
学
園
学
園
長
で

あ
り
、
前
女
子
大
学
学
長
の
小
﨑 

眞
氏
が
「
目
に
見
え
な
い
賜
物
に

誘
わ
れ
て
〜
新
島
八
重
と
井
深
八

重
か
ら
引
き
継
ぐ
も
の
〜
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
会
津
ま
つ
り
の
精
神

と
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
の
歩

み
に
通
じ
る
姿
勢
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会in

横
浜 

〈
同
志
社
校
友
会
神
奈
川
県
支
部
共
催
〉

日
程
：�

２
０
２
５
年
11
月
22
日
（
土
）

場
所
：�

横
浜
市
崎
陽
軒
本
店 

第
1
・
2
会
議
室

澤
田 

瞳
子
氏
（
作
家
／
２
０
０
２
年
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
修
了
）に
よ
る
講
演「
京
都
で
小
説
を
書
く
こ
と
」と
、

森
田 

喜
基
准
教
授
（
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る

中西 哲生氏

小﨑 眞氏
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講
演
「
同
志
社
は
、
な
ぜ
京
都
に

創
立
さ
れ
た
の
か
」
を
行
い
ま
し

た
。

同
志
社
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

同
志
社
内
各
学
校
の
大
学
生
、
高
校
生
が
ペ
ア
と
な
り
、
同
志
社

の
卒
業
生
や
現
役
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
。
数
珠
繋
ぎ

で
次
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
方
を
前
の
方
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
16
名
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写
真
は
第
9
回
：
書
家 

川
尾 

朋
子
氏
（
２
０
０
０
年
女
子
大
学

生
活
科
学
部
卒
業
）
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
様
子
で
す
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン 

「
二
百
年
の
夢
を
見
た
。」

２
０
２
５
年
11
月
完
成

新
島 

襄
は
幕
末
、
命
が
け
で
自
由
を
求
め

て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
か
の

地
で
は
、
多
く
の
善
意
の
方
々
の
支
援
を
得
て

三
つ
の
学
校
で
民
主
的
で
先
進
的
な
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
留
学
中
、
新
島
は

日
本
が
近
代
国
家
と
な
る
た
め
に
は
自
治
、
自

由
や
良
心
の
充
満
し
た
人
物
を
育
成
す
る
た
め

の
教
育
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
、
日
本
に
帰
国
す
る
や
、
ア
メ

リ
カ
流
の
学
校
を
日
本
に
移
植
す
る
こ
と
に
尽
力
し
、
日
本
初
の
私

立
大
学
の
設
立
に
挑
み
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
大
学
設
立
と
い
う
彼
の
志
と
夢
は
存
命
中
に
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
夢
は
現
在
の
同
志
社
に
学
ぶ
学

生
や
卒
業
生
、
教
職
員
に
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
彼
の
よ
う
な
先
駆
者
が
い
た
こ
と
を
学
園
内
外
の
よ
り

多
く
の
人
に
広
く
、
深
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
、
10
分
3

章
立
て
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
『
二
百
年
の
夢
を
見
た
。』
を
制
作
し

ま
し
た
。

澤田 瞳子氏川尾 朋子氏
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同
志
社
の
繋
が
り
の
輪
の
強
化
・
拡
大 

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

日
程
：�
２
０
２
１
年
11
月
29
日
（
月
）

１
５
０
年
の
歴
史
と
伝
統
、
さ

ら
に
２
０
０
年
の
大
計
を
目
指
す

同
志
社
の
姿
を
広
く
社
会
に
発
信

す
る
た
め
、
創
立
１
５
０
周
年
記

念
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
公
募
し
ま
し

た
。
応
募
者
３
３
７
名
、
応
募
作

品
４
９
６
件
の
中
か
ら
、
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
松
井 

美
野
さ
ん

（
同
志
社
中
学
校
2
年
生
）
の
作

品
が
選
ば
れ
、
２
０
２
１
年
11
月

29
日
に
開
催
さ
れ
た
創
立
１
５
０

周
年
記
念
イ
ベ
ン
トD

oshisha 
N

ew
 D

ay

に
お
い
て
、
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
発
表
と
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。

安
中
市
と
連
携
協
定
締
結
（
記
念
講
演
と
地
元
中
学
生

対
象
の
陸
上
教
室
）

日
程
：
２
０
２
３
年
7
月
17
日
（
月
）

場
所
：
群
馬
県
安
中
市
役
所
、
新
島
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

創
立
者
の
新
島 

襄
が
文
化
教

育
の
領
域
で
深
い
影
響
を
及
ぼ
し

て
き
た
群
馬
県
安
中
市
と
の
さ
ら

な
る
連
携
の
促
進
に
向
け
て
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
同

日
午
後
に
は
協
定
締
結
記
念
と
し

て
本
井 

康
博
氏
（
元
大
学
神
学

部
教
授
）
と
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
銀
メ

ダ
リ
ス
ト
の
朝
原 

宣
治
氏
（
２
０
０
９
年
大
学
大
学
院
総
合
政
策

科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
）
に
よ
る
講
演
を
実
施
、
ま
た
朝

原
氏
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
（
陸
上
教
室
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
以

降
毎
年
、
安
中
市
で
安
中
・
同
志
社 

新
島
講
演
会
を
学
校
法
人
新

島
学
園
の
共
催
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

朝原 宣治氏によるスポーツイベント

松井 美野さん、八田 英二総長・理事長

ロゴマーク
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同
志
社
内
の
中
学
・
高
校
生
対
象
お
菓
子
作
り
教
室 

〈
同
志
社
同
窓
会
協
賛
〉

日
程
：�
２
０
２
３
年
8
月
8
日
（
火
）

場
所
：�

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校 

希
望
館
地
下
1
階 

調
理
教
室

同
志
社
内
の
中
学
・
高
校
生
を

対
象
に
お
菓
子
作
り
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。京
都
の
洋
菓
子
店「
マ

ー
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
」
か
ら
パ
テ
ィ

シ
エ
の
方
を
お
招
き
し
、
お
菓
子

作
り
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
い

う
贅
沢
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

１
０
８
名
の
応
募
が
あ
り
抽
選
の

結
果
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
志
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
賛
美
歌
Ｐ
Ｖ
（
＊
）

２
０
２
３
年
9
月
完
成

同
志
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
賛
美
歌
の

Ｐ
Ｖ
を
撮
影
い
た
し
ま
し
た
。

作
詞
：�

堀
之
内 

涼
さ
ん
（
大
学

商
学
部
2
年
次
生
）

作
曲
：�

成
田 

和
子
教
授
（
女
子

大
学
学
芸
学
部
）

奏
楽
：�

佐
川 

淳
教
諭
（
中
学
校
・

高
等
学
校
／
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
）

合
唱
：�

同
志
社
学
生
聖
歌
隊
、
同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

「
全
同
志
社
人
が
つ
な
ぐ
１
５
０
㎞
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ

ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
募
集

日
程
：�

２
０
２
３
年
11
月

15
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀

賞
の
デ
ザ
イ
ン
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
「
全

同
志
社
人
が
つ
な
ぐ
１
５
０
㎞
」
の

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

同志社内の中学・高校生対象お菓子作り教室

オリジナルＴシャツ 同志社オリジナル賛美歌PV
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最
優
秀
賞
：
沖
津 

佑
紀
さ
ん
（
女
子
大
学
学
芸
学
部
1
年
次
生
）

全
同
志
社
人
が
つ
な
ぐ
１
５
０
㎞
（
＊
） 

〈
大
学
体
育
会
陸
上
競
技
部
協
力
〉

日
程
：
２
０
２
３
年
11
月
4
日
（
土
）

場
所
：
大
学 
京
田
辺
校
地 

陸
上
競
技
場

約
２
５
０
名
の
同
志
社
人
が
協
力

し
て
総
走
行
距
離
１
５
０
㎞
走
破
を

目
指
し
ま
し
た
。
１
５
０
０
ｍ
走
、 

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
小
学
生
以

下
対
象
の
か
け
っ
こ
教
室
が
行
わ
れ

在
校
生
、
卒
業
生
、
教
職
員
と
そ
の

家
族
が
力
を
合
わ
せ
て
見
事
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実

施
に
際
し
て
は
、
同
志
社
大
学
体
育

会
陸
上
競
技
部
の
学
生
１
０
０
名
以
上
に
準
備
か
ら
運
営
ま
で
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

日
程
：
２
０
２
３
年
11
月
29
日
（
水
）

場
所
：�

大
学 

今
出
川
校
地 

同
志

社
礼
拝
堂

「
卒
業
後
の
可
能
性
は
無
限

大
！
―
わ
た
し
た
ち
が
理
系
か
ら

マ
ス
コ
ミ
へ
進
ん
だ
理
由
―
」
と

い
う
演
題
で
、桝 

太
一
助
教
（
大

学
ハ
リ
ス
理
化
学
研
究
所
）、
山

本 

健
太
氏
（
日
本
テ
レ
ビ
放
送

網
株
式
会
社
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、

横
田 

舞
氏
（
株
式
会
社
毎
日
放
送
報
道
情
報
局
報
道
セ
ン
タ
ー
記

者
）
の
3
名
が
在
学
生
対
象
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
参
加
し
た
学
生
や
生
徒
か
ら
の
質
問
が
あ
り
、
桝
助
教

と
二
人
の
先
輩
が
優
し
く
丁
寧
に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

法
人
内
各
学
校
の
学
生
、
生
徒
、
児
童
を
対
象
と
し
た

「
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
を
盛
り
上
げ
る
ア
イ
デ
ア
」

コ
ン
テ
ス
ト
〈
大
学
広
告
研
究
会
ａ
ｄ
ｄ
，ｓ
共
催
〉

日
程
：�
２
０
２
３
年
12
月
9
日
（
土
）

38
個
の
応
募
が
あ
り
、
5
個
の
ア
イ
デ
ア
を
表
彰
し
ま
し
た
。
最 同志社創立150周年記念トークショー

参加者全員での集合写真
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優
秀
賞
の
企
画
は
２
０
２
４
年
度

に
実
施
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
：「
同
志
社
オ
リ
ジ

ナ
ル
ト
イ
レ
用
芳
香
剤
の
制
作
」

　

チ
ー
ム
名
：「
今
田
辺
」
髙
田 

友
里
子
さ
ん
（
大
学
文
化
情
報
学

部
2
年
次
生
）、西
田 
楓
さ
ん（
大

学
経
済
学
部
2
年
次
生
）

法
人
内
各
学
校
の
学
生
、
生
徒
、
児
童
を
対
象
と
し
た

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
（
＊
）

日
程
：�

２
０
２
３
年
12
月

２
０
２
３
年
度
に
開
催
し
た
「
同
志
社
内
在
校
生
対
象
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
」
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
21
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
作
品
は
２

０
２
４
年
4
月
に
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
の
番
組
内
で
放
映
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞：チ
ー
ム
名
「
☆STELLA

☆
」
西
村 

領
真
さ
ん
（
大

学
経
済
学
部
1
年
次
生
）、
田
谷 

駿
治
さ
ん
（
大
学
商
学
部
1
年
次

生
）、
朝
倉 

美
咲
さ
ん
（
大
学
商
学
部
大
学
1
年
次
生
）、
村
元 

柚

月
さ
ん
（
大
学
政
策
学
部
1
年
次
生
）、
瓜
田 

心
愉
さ
ん
（
大
学
心

理
学
部
1
年
次
生
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
（
＊
）

２
０
２
２
年
度　

�

日
程
：
２
０
２
２
年
11
月
22
日
（
火
） 

場
所
：
大
学 

今
出
川
校
地

２
０
２
３
年
度　

�

日
程
：
２
０
２
３
年
12
月
12
日
（
火
） 

場
所
：
中
学
校
・
高
等
学
校 

日
程
：
２
０
２
３
年
12
月
14
日
（
木
） 

場
所
：�

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

２
０
２
２
年
、
中
学
校
の
生
徒
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
ピ

ン
グ
を
制
作
し
、
大
学
今
出
川
校
地
の
彰
栄
館
、
良
心
館
に
投
影
し

ま
し
た
。
重
要
文
化
財
で
あ
る
彰
栄
館
に
は
、「
同
志
社
の
歴
史
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
時
代
ご
と
の
キ
ャ

ン
パ
ス
の
変
遷
を
描
い
た
作
品
が
、

良
心
館
に
は
聖
書
や
イ
エ
ス
キ
リ
ス

ト
の
降
誕
節
に
ち
な
ん
だ
作
品
が
、

そ
れ
ぞ
れ
投
影
さ
れ
ま
し
た
。
２
０

２
３
年
に
は
、
中
学
校
の
生
徒
と
女

子
中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

を
そ
れ
ぞ
れ
制
作
し
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
作
品
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校

プロジェクション・マッピング

表彰者の集合写真
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の
グ
レ
イ
ス
・
チ
ャ
ペ
ル
と
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
の
静
和
館
に
、

投
影
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
の
除
幕
式
、
各
学
校
キ
ャ
ン

パ
ス
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
を
設
置

日
程
：�

２
０
２
４
年
7
月
17
日
（
水
）　
創
立
１
５
０
周
年
記
念
日

の
５
０
０
日
前

場
所
：�

大
学 

今
出
川
校
地 
同
志

社
礼
拝
堂

学
生
、
教
職
員
が
集
う
チ
ャ
ペ

ル
・
ア
ワ
ー
内
で
、
同
志
社
創
立

１
５
０
周
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ

ー
ド
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
は
、
２

０
２
５
年
11
月
29
日
の
１
５
０
周
年
記
念
日
ま
で
同
志
社
内
各
学
校

に
設
置
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
企
画

（
匂
い
香
作
り
教
室
）〈
香
老
舗 

松
栄
堂
協
力
〉

日
程
：
２
０
２
４
年
8
月
24
日
（
土
）

場
所
：�

国
際
中
学
校
・
高
等
学
校 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ゾ
ー
ン

日
程：２
０
２
４
年
8
月
25
日
（
日
）

場
所
：�

大
学 

今
出
川
校
地 

至
誠
館 

Ｓ
３
２
教
室

２
０
２
３
年
度
に
開
催
し
た
「
同

志
社
創
立
１
５
０
周
年
を
盛
り
上
げ

る
ア
イ
デ
ア
」
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優

秀
賞
企
画
「
匂
い
香
作
り
教
室
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
香
老
舗 

松
栄
堂

協
力
の
も
と
、
同
志
社
内
の
小
学
生

か
ら
大
学
生
ま
で
が
匂
い
香
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
両
日
合
わ
せ

て
１
０
９
名
の
学
生
・
生
徒
・
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
島
襄
の
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
１
５
０
周
年
記

念
ツ
ア
ー
（
＊
）

日　
程
：
２
０
２
４
年
10
月
10
日
（
木
）
～
15
日
（
火
）
4
泊
6
日

訪
問
先
：�

グ
レ
イ
ス
教
会
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ア
ー
モ

ス
ト
大
学
、
オ
ー
ル
ド
サ
ウ
ス
チ
ャ
ー
チ
、
ハ
ー
デ
ィ
ー

旧
邸
、
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
ハ
ウ
ス
な
ど

ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
や
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
等

を
巡
る
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
新
島
が
日
本
で
キ
リ
ス
ト
教
主 匂い香作り教室

カウントダウンボードの除幕式
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義
の
学
校
を
設
立
す
る
た
め
の
寄

付
を
参
加
者
に
む
け
て
訴
え
か
け

た
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
か

ら
１
５
０
周
年
に
あ
た
り
、
ヴ
ァ

ー
モ
ン
ト
州
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ

レ
イ
ス
教
会
に
お
い
て
10
月
13
日

に
記
念
礼
拝
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
27
名
の
学
生
や
生
徒
、
卒
業

生
、
教
職
員
、
そ
の
家
族
が
参
加

し
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
『
最
襄
級
』
の
同
志
社
創
立
１
５
０

周
年
版
ラ
ベ
ル
〈
大
学
広
告
研
究
会
ａ
ｄ
ｄ
，ｓ
共
催
〉

２
０
２
４
年
11
月
完
成

２
０
１
０
年
に
販
売
開
始
し
た

「
最
襄
級
」
は
大
学
広
告
研
究
会
が

ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
も
の
で
す
が
、
同

団
体
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
創
立
１

５
０
周
年
限
定
ラ
ベ
ル
に
デ
ザ
イ
ン

を
刷
新
し
ま
し
た
。

全
同
志
社
合
唱
祭
（
＊
） 

〈
創
立
１
５
０
周
年
記
念
全
同
志
社
合
唱
祭
実
行
委
員
会
共
催
〉

日
程
：
２
０
２
４
年
11
月
9
日
（
土
）

場
所
：�

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル

同
志
社
内
各
学
校
の
23
の
合
唱
団
が
参
加
し
、
単
独
・
合
同
併
せ

て
15
ス
テ
ー
ジ
の
合
唱
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
８
２
７
名
の
出

演
者
全
員
に
よ
る
同
志
社
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
な
ど
の
全
体
合
唱
で
は

観
客
も
交
え
、
大
迫
力
の
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。
聴
衆
は
１
，
２
８

８
名
で
し
た
。

＊�

ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
32
回
企
画
展
と
し
て
、

「
合
唱
の
同
志
社
―O

ne 
Purpose D

O
SH

ISH
A

合

唱
が
紡
ぐ
１
５
０
年 

現
在
～

過
去
～
未
来
―
」
が
２
０
２
４

年
9
月
24
日
～
11
月
17
日
ま
で

大
学
今
出
川
校
地 

ハ
リ
ス
理

化
学
館
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
2

階
企
画
展
示
室
で
開
催
さ
れ
、

来
場
者
は
６
，
１
６
１
名
で
し

た
。

陶板（記念品）とツアー参加者一同
ペットボトル水『最襄級』の
同志社創立150周年版ラベル

全体合唱

31



新
島
旧
邸
に
お
け
る
八
重
茶
会 

〈
大
学
茶
道
部
共
催
、
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
協
力
〉

日
程
：�
第
1
回
２
０
２
４
年
10
月
19
日
（
土
） 

第
2
回
２
０
２
５
年
2
月
22
日
（
土
） 

第
3
回
２
０
２
５
年
6
月
1
日
（
日
）

場
所
：
新
島
旧
邸

大
学
茶
道
部
と
の
共
催
に
よ
り

行
い
ま
し
た
。
掛
軸
に
は
「
紫
気

満
」が
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。「
紫
気
」

は
吉
兆
の
前
触
れ
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年

の
前
触
れ
を
連
想
さ
せ
ま
す
。
菓

子
は
同
志
社
の
徽
章
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
「
三
友
の
集
い
」
が
用
い
ら

れ
、
同
志
社
人
が
絆
を
育
む
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
茶
会
後
に
は
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
調
査
員
の
案
内
に

よ
る
新
島
旧
邸
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
島
襄
の
足
跡
を
辿
る
ア
メ
リ
カ
ツ
ア
ー
（
＊
） 

〈
一
般
財
団
法
人
同
志
社
日
本
文
化
財
団
協
賛
〉

日　
程
：
２
０
２
５
年
8
月
22
日
（
金
）
～
27
日
（
水
）
4
泊
6
日

訪
問
先
：�

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
、
グ
レ
イ
ス
教
会
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ア

カ
デ
ミ
ー
、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
オ
ー

ル
ド
サ
ウ
ス
チ
ャ
ー
チ
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
旧
邸
な
ど

同
志
社
の
源
流
を
探
る
た
め
の

ツ
ア
ー
を
本
井 

康
博
氏(

元
大

学
神
学
部
教
授)

の
ガ
イ
ド
で
行

い
ま
し
た
。
8
月
23
日
（
土
）
に

は
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
ジ
ョ
ン
ソ
ン

チ
ャ
ペ
ル
に
お
け
る
同
志
社
創
立

１
５
０
周
年
記
念
集
会
と
4
名
の

同
志
社
中
学
生
の
ス
ピ
ー
チ
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
24
日
に
は
、

グ
レ
イ
ス
教
会
で
の
礼
拝
と
同
志
社
に
よ
る
記
念
集
会
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
八
田 

英
二
総
長
・
理
事
長
か
ら
グ
レ
イ
ス

教
会
の
皆
様
に
挨
拶
を
行
い
、
続
い
て
同
志
社
高
等
学
校
の
4
名
の

生
徒
が
英
語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

良心碑とツアー参加者一同

新島旧邸における八重茶会
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各
学
校
の
ド
ロ
ー
ン
撮
影
動
画
（
＊
）

２
０
２
５
年
10
月
完
成

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
の
２

０
２
５
年
時
点
の
各
学
校
の
キ
ャ

ン
パ
ス
を
記
録
と
し
て
残
す
た
め
、

ド
ロ
ー
ン
撮
影
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
志
社
の
恩
人　
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
、
デ

イ
ヴ
ィ
ス
を
語
る
会 

―Rem
em

bering W
.T.Savory, A.Hardy, J.D.Davis

― 

〈
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
般
財
団
法
人
同
志
社
日
米
文

化
財
団
共
催
〉

日
程
：
２
０
２
５
年
11
月
28
日
（
金
）

場
所
：
大
学 

今
出
川
校
地 

ア
ー
モ
ス
ト
館

大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
第
一
部
門
研
究
（
新
島
研
究
）

で
は
、
新
島 

襄
が
そ
の
生
涯
に
お
い
て
様
々
な
支
援
を
受
け
た
3

名
の
方
々
の
ご
子
息
を
お
招
き
し
、
特
別
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

40
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

お
招
き
し
た
の
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
Ｔ
・
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
氏
5
代

目
子
孫
の
ア
ー
サ
ー
・
ブ
リ
ガ
ム
氏
、
ア
ル
フ
ィ
ー
ア
ス
・
ハ
ー
デ

ィ
ー
夫
妻
6
代
目
子
孫
の
シ
ョ
ー
ン
・
ハ
ー
ク
ネ
ス
氏
、
ジ
ェ
ロ
ー

ム
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
4
代
目
子
孫
の
エ
レ
ノ
ア
・
ラ
ネ
イ
氏

で
す
。
第
一
部
門
研
究
（
新
島
研
究
）
運
営
委
員
の
大
鉢 

忠
大
学

名
誉
教
授
が
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
、
3
名
の
ゲ
ス
ト
と
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
先
祖
と
の
関
係
を
紹
介
し
、
ゲ
ス
ト
か
ら
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin 

IW
A

K
U

RA

〈
同
志
社
同
窓
会
協
賛
〉

日
時
：�

２
０
２
５
年
11
月
29
日
（
土
）

場
所
：�

中
学
校
・
高
等
学
校

大
学
、
女
子
大
学
の
学
生
団
体
な
ど

17
団
体
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
桂 

笑
金
氏
に
よ
る

落
語
、
佐
藤 

優
氏
（
作
家
／
大
学
学

長
特
別
顧
問
（
東
京
担
当
））
の
講
演

会
等
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
晴
天
に

も
恵
ま
れ
、
約
２
，
０
０
０
名
の
来
場

大学　今出川キャンパス

佐藤 優氏
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者
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
・
献
茶
式
（
＊
）

日
程
：�
２
０
２
５
年
11
月
29
日
（
土
）

場
所
：�

国
立
京
都
国
際
会
館

ま
ず
、
千 
宗
室
氏
（
裏
千
家

第
16
代
家
元
）
に
よ
る
献
茶
式
、

そ
の
後
、
記
念
式
を
挙
行
い
た
し

ま
し
た
。
第
一
部
で
は
、
賛
美
歌

『
主
の
道
を
行
こ
う
』、
聖
書
朗
読

な
ら
び
に
祈
祷
、「
同
志
社
設
立

の
始
末
」
朗
読
、
式
辞
・
挨
拶
・

祝
辞
、
祝
祷
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
新
島 

襄
に
関
す

る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
声
優 

新
島 

襄
役
：
小
林 

親
弘
さ
ん
、
新
島 

八
重
役：上
田 

瞳
さ
ん
（
大
学
政
策
学
部
卒
業
）、
福
士 

卯
之
吉
役：

池
田 

雄
介
さ
ん
（
大
学
文
化
情
報
学
部
4
年
次
生
）、
加
納 

格
太

郎
役
：
橋
本 

剛
さ
ん
（
大
学
文
学
部
4
年
次
生
））
の
挨
拶
＆
第
1

部
上
映
、
そ
し
て
、
八
田 

英
二
総
長
・
理
事
長
に
よ
る
講
演
「
創

立
２
０
０
周
年
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
小
原 

克
博
大
学
長

に
よ
る
講
演
「
同
志
社
１
５
０
年
の
歴
史
と
精
神
を
語
り
継
ぐ
」
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
約
１
，
６
０
０
名
の
皆
様
に
参
列
い
た
だ
き

ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
祝
賀
会

日
程
：
２
０
２
５
年
11
月
29
日
（
土
）

場
所
：
ザ
・
プ
リ
ン
ス
京
都
宝
ヶ
池

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
華
や
か
に
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
祝
賀
会
の
幕
が
開

き
ま
し
た
。
八
田 

英
二
総
長
・
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
テ
ュ

ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
カ
ル
ラ
・
ポ
ル
マ
ン
学
長
と
ダ
イ
キ
ン
工
業
株

式
会
社
の
井
上 

礼
之
名
誉
会
長
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
紹
介
の
後
、
和
田 

喜
彦
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ

ン
タ
ー
所
長
に
よ
る
食
前
の
祈
祷
、
野
田 

遊
小
学
校
校
長
に
よ
る

乾
杯
に
よ
り
祝
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
楽
し
く
歓
談
を
す

る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
学
應
援
團
に
よ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ
、
次
に
瀧 

英
次

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
（
学
校
法
人
同
志
社
常
務
理
事
）
か

ら
謝
辞
を
述
べ
て
、
賑
や
か
な
祝
賀
会
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
来
賓

や
同
志
社
教
職
員
（
退
職
者
を
含
む
）
約
１
，
０
０
０
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

記念式
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ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル 

ギ
タ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
（
＊
）

日
程
：�
２
０
２
５
年
11
月
30
日
（
日
）

場
所
：�
大
学 
今
出
川
校
地 

寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ギ
タ
リ
ス
ト
と

し
て
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
シ
ョ
ー

ン
・
ハ
ー
ク
ネ
ス
氏
（
ア
ル
フ
ィ
ー

ア
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
6
代
目
子

孫
）
と
同
志
社
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
の
協

演
に
よ
る
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル 
ギ

タ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
な
い
ま
し

た
。
今
回
の
同
志
社
訪
問
で
、
祖
先

の
名
前
の
付
い
て
い
る
ハ
ー
デ
ィ
ー

ホ
ー
ル
で
の
演
奏
を
希
望
さ
れ
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
約

１
５
０
名
の
来
場
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
大
型
ス
テ
ッ
カ
ー
、 

横
断
幕
、
幟の

ぼ
り、
ミ
ニ
幟の

ぼ
りの
設
置

設
置
期
間
：�

２
０
２
４
年
12
月
～
２
０
２
５
年
12
月

各
学
校
お
よ
び
同
志
社
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自
治
体
な
ど
に

横
断
幕
、
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
大

型
ス
テ
ッ
カ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幟
と
ミ
ニ
幟
も
同
志
社
内

各
学
校
や
同
志
社
生
協
等
に
設
置

し
ま
し
た
。
横
断
幕
の
設
置
に
協

力
い
た
だ
い
た
自
治
体
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

会
津
若
松
市
、
安
中
市
、
風
間
浦

村
、
京
田
辺
市
、
寝
屋
川
市
、
函

館
市
、
福
島
県
（
五
十
音
順
）

同
志
社
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
行
の
広
報
メ
デ
ィ
ア

「Road to the 150th

」V
ol.1

～V
ol.4

の
発
行

「Road to the 150th

」 

は
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
を
記

念
し
て
企
画
・
実
施
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
、
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
く
同
志
社
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

行
の
広
報
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
２
０
２
５
年
11
月
29
日
に
迎
え
る
１
５

０
周
年
と
い
う
節
目
を
、
同
志
社
の
建
学
の
理
念
と
と
も
に
歩
ん
だ

軌
跡
を
振
り
返
り
、
未
来
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
す
機
会
と
す
る

べ
く
、
同
志
社
と
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
が
、
同
志
社
の
過
去
、
現

在
、
未
来
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

大学 今出川キャンパスの 
大型ステッカー

ハーディーホール ギター・コンサート
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座談会座談会  同志社創立 150 周年

（
出
席
者
）

編
纂
委
員
長
・
編
纂
責
任
者
（
通
史
Ⅰ
） 

大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
／
文
学
部
教
授

小こ

林ば
や
し

丈た
け

広ひ
ろ

編
纂
委
員
・
編
纂
責
任
者
（
各
学
校
と
関
連
団
体
） 

女
子
大
学
特
任
教
授

大お
お

島し
ま

中ち
ゅ
う

正せ
い

編
纂
委
員
・
編
纂
責
任
者
（
通
史
Ⅱ
） 

大
学
名
誉
教
授

山や
ま

田だ

史し

郎ろ
う

執
筆
者
（
各
学
校
と
関
連
団
体
、
通
史
Ⅱ
） 

中
学
校
・
高
等
学
校
元
校
長

山や
ま

崎ざ
き

敏と
し

昭あ
き

執
筆
者
（
各
学
校
と
関
連
団
体
、
通
史
Ⅱ
） 

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

木き

咲さ
き

利り

枝え

子こ

執
筆
者
（
各
学
校
と
関
連
団
体
） 

女
子
大
学
学
術
研
究
支
援
課
長

井い
の

上う
え

亮り
ょ
う

◆特◆集

未来に歴史の記録を手渡す
－『同志社百五十年史』の編纂を通じて－

同志社創立１５０周年記念事業の一つに、学園の歩みを次代へ継承する『同
志社百五十年史』（全３巻）の編纂があります。今回の座談会は、「各学校と
関連団体」の執筆に携わった教職員が集い、史料発掘の苦労や各校の個性を再
発見した喜び、現在編纂中の「通史Ⅰ」「通史Ⅱ」への展望などを語り合いま
した。歴史を単なる記録に留めず、未来を拓く糧としてバトンを手渡そうとす
る編纂現場の、熱い思いが浮かび上がる時間となりました。
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未来に歴史の記録を手渡す
－『同志社百五十年史』の編纂を通じて－

社
史
編
纂
に
込
め
た
同
志
社
人
と
し
て
の
決
意

小
林
●
本
日
は
お
忙
し
い
中
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
は
大
学
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
を
務
め
て
お
り
ま

す
、
文
学
部
の
小
林
で
す
。
こ
の
度
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、『
同
志
社
百
五
十
年
史
』
の
「
各
学
校
と

関
連
団
体
」
が
、
創
立
１
５
０
周
年
記
念
日
で
あ
る
２
０
２
５
年
11

月
29
日
、
無
事
に
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。
編
纂
責
任
者
を
務
め
ら
れ
た

大
島
先
生
、
そ
し
て
２
０
０
名
に
上
る
執
筆
者
の
皆
様
の
多
大
な
る

ご
尽
力
、
ま
た
編
纂
室
ス
タ
ッ
フ
の
献
身
的
な
働
き
に
よ
っ
て
こ
の

日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
編
纂
委
員
長
と
し
て
大
き
な
喜
び
で
す
。

関
係
者
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
「
各
学
校
と
関

連
団
体
」
の
完
成
を
記

念
し
て
、
執
筆
に
携
わ

ら
れ
た
皆
様
に
現
場
で

の
苦
労
話
や
完
成
後
の

ご
感
想
を
伺
い
、
現
在

編
纂
中
の
「
通
史
Ⅰ
」

お
よ
び
「
通
史
Ⅱ
」
へ
と
つ
な
い
で
い
く
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
ず
は
自
己
紹
介
と
、
今
回
の
ご
担
当
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

大
島
●
大
島
と
申
し
ま
す
。
女
子
大
学
の
表
象
文
化
学
部
日
本
語
日

本
文
学
科
で
、
日
本
語
学
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
身
分
は
特

別
任
用
教
授
で
、
近
現
代
日
本
語
の
語
彙
・
表
記
が
専
門
領
域
で
す
。

２
０
０
５
年
か
ら
「
近
代
日
本
と
同
志
社
」
と
い
う
科
目
も
担
当
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
で
は
「
日
本
語
文
法
」「
日
本
語
学
講
読
」

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
女
子
大
学
史
料
セ
ン
タ
ー
の
企
画
展
示
に
も

20
年
近
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、同
セ
ン
タ
ー
の
叢
書
Ⅳ『
山

本
覚
馬
建
白
「
管
見
」
―
釈
文
・
訓
み
下
し
文
・
現
代
語
訳
・
英
語

訳
―
』
の
訳
者
の
代
表
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
田
●
主
に
戦
後
の
同
志
社
を
扱
う
「
通
史
Ⅱ
」
の
編
纂
責
任
者
を

務
め
て
い
る
山
田
で
す
。
私
は
大
学
文
学
部
で
文
化
史
学
の
教
員
を

し
て
い
ま
し
た
。
専
門
は
ア
メ
リ
カ
史
で
、
同
志
社
の
歴
史
を
専
門

的
に
研
究
し
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
大
役
を
担
う
資

格
が
あ
る
の
か
と
自
問
も
し
ま
し
た
が
、
１
９
７
３
年
に
同
志
社
大

学
に
入
学
し
、
84
年
か
ら
教
員
と
し
て
歩
ん
で
き
た
約
半
世
紀
、
同

志
社
に
育
て
ら
れ
た
人
間
と
し
て
、
感
謝
を
込
め
て
こ
の
歴
史
を
ま

と
め
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
崎
●
私
は
１
９
８
０
年
に
新
卒
で
入
社
し
、
２
０
２
２
年
ま
で
43

小林 丈広 
大学社史資料センター所長／文学部教授

37



年
間
に
わ
た
り
中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
員
を
務
め
ま
し
た
。
最
後

の
４
年
間
は
校
長
と
い
う
立
場
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
編
纂
の
話
が

来
た
際
も
、
立
場
上
、
書
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
で
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
各
学
校
と
関
連
団
体
」、
さ
ら
に
現
在

準
備
中
の
「
通
史
Ⅱ
」
も
含
め
、
高
等
学
校
の
部
分
は
私
が
引
き
受

け
、
中
学
校
の
部
分
に
つ
い
て
は
現
職
の
竹
山 

幸
男
副
校
長
と
分

担
し
ま
し
た
。
私
自
身
ギ
リ
ギ
リ
昔
の
人
を
知
っ
て
い
る
世
代
と
し

て
、
苦
労
し
な
が
ら
昔
の
史
料
を
一
か
ら
発
掘
し
ま
し
た
。

木
咲
●
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
で
社
会
科
を
担
当
し
て
い
る
木
咲

で
す
。
私
は
１
９
７
４
年
に
女
子
中
学
校
に
入
学
し
、
中
学
２
年
生

の
時
に
同
志
社
創
立
１
０
０
周
年
、
中
学
３
年
生
で
女
子
部
１
０
０

周
年
を
経
験
し
ま
し
た
。
86
年
に
母
校
へ
教
員
と
し
て
戻
り
、
現
在

に
至
り
ま
す
。
在
学
中
に
１
０
０
周
年
を
、
そ
し
て
教
員
と
し
て
１

５
０
周
年
を
迎
え
、
こ
う
し
て
編
纂
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
光
栄
に
思
い
ま
す
。
山
田
先
生
が
仰
っ

た
よ
う
に
、
私
も
ま
た
同
志
社
に
育
て
ら
れ
た
一
人
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
自
分
自
身
の
歩
ん
で
き
た
道
を
振
り
返
る
よ
う
な
思
い
で
編

纂
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

井
上
●
女
子
大
学
学
術
研
究
支
援
課
の
井
上
で
す
。
２
０
２
２
年
10

月
、
現
職
に
着
任
し
ま
し
た
。
女
子
大
学
内
で
の
原
稿
執
筆
の
役
割

分
担
は
そ
れ
以
前
に
決
ま
っ
て
お
り
、
退
職
し
た
前
任
者
が
ま
と
め

て
く
れ
た
原
稿
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
校
正
や
取
り
ま
と
め
を
担
当
し

ま
し
た
。
私
は
１
９
７
５
年
、
つ
ま
り
同
志
社
１
０
０
周
年
の
年
に

生
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回
の
百
五
十
年
史
編
纂
事
業
に
少
し
で
も

関
わ
れ
た
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

「
各
学
校
と
関
連
団
体
」が
描
き
出
し
た
同
志
社
の「
現
在
地
」

小
林
●
そ
れ
で
は
、
先
日
刊
行
さ
れ
た
「
各
学
校
と
関
連
団
体
」
に

つ
き
ま
し
て
、
ま
ず
編
纂
の
中
核
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
大
島
先
生

か
ら
、
特
色
や
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
島
●
各
学
校
の
「
現
在
地
」
の
み
な
ら
ず
、
各
学
校
と
唇
歯
輔
車

の
関
係
に
あ
る
関
連
団
体
の
「
現
在
地
」
も
あ
わ
せ
て
、
同
志
社
の

「
現
在
地
」
を
歴
史
的
奥
行
の
中
か
ら
と
ら
え
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
記

述
し
た
こ
と
で
す
。

小
林
●
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
注
意
を
払
わ
れ
た
点
や
苦
労
を
さ
れ
た

点
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

大
島
●
「
現
在
地
」
で
す
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
現
時
点
で

存
在
す
る
学
校
の
み
を
対
象
と
し
ま
し
た
。
関
連
団
体
の
方
は
学
校

の
数
を
は
る
か
に
上
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
限
ら
れ

た
時
間
で
沿
革
の
記
述
を
し
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断

し
た
団
体
の
み
を
対
象
に
し
ま
し
た
。
日
本
語
は
、
正
書
法
が
確
立
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し
て
い
な
い
た
め
に
、
表
記
の
方
針
を
ゆ
る
や
か
に
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
編
集
後
記
に
は
、
新
島 

襄
の
弟
双
六
へ
の
書
簡
の

言
葉
「
日
本
人
の
斯か
く
も
漢
字
を
用
ゆ
る
は
大
な
る
誤
な
る
べ
し
」
と
、

言
語
学
者
の
故
玉
村 

文
郎
（
大
学
名
誉
教
授
）
の
「
日
本
人
が
〈
漢

字
に
使
わ
れ
る
〉
の
で
は
な
く
〈
主
体
的・合
理
的
に
漢
字
を
使
う
〉

よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
短
所
を
克
服
す
る
道
で
あ
り
、
日
本
語
の
健

全
な
発
達
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
言
葉

を
引
用
し
て
お
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
編
纂
作
業
中
に
改
め
て
痛
感

し
た
次
第
で
す
。
文
章
の
書
き
ぶ
り
と
い
い
ま
す
か
、
文
章
体
を
統

一
す
る
よ
う
な
こ
と
は
無
理
と
判
断
し
て
、
編
纂
作
業
を
進
め
ま
し

た
。
し
か
し
未
来
の
年
史
編
纂
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
文
体
を
統

一
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。文
体
や
表
記
の「
現

在
地
」
も
、
後
生
に
知

っ
て
も
ら
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

小
林
●
各
執
筆
者
の
個

性
を
活
か
す
た
め
に
、

工
夫
さ
れ
た
点
は
あ
り

ま
す
か
。

大
島
●
２
０
０
名
の
執

筆
者
各
位
に
は
、
基
本

事
項
の
他
に
特
記
事
項
を
自
由
に
選
択
し
て
記
述
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
・
団
体
の
特
徴
や
執
筆
者

各
位
の
関
心
の
あ
り
方
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
執
筆
者
相
互

が
情
報
や
意
見
な
ど
を
交
換
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
設
け
る
と
い
う

こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
ご
覧

に
な
っ
て
「
う
ち
も
こ
ん
な
こ
と
を
記
述
し
て
お
き
た
か
っ
た
」
な

ど
と
い
っ
た
感
想
を
お
持
ち
に
な
っ
た
執
筆
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
学
園
の
歩
み
を
伝
え
る
た
め
に

小
林
●
で
は
執
筆
者
の
皆
様
に
、「
各
学
校
と
関
連
団
体
」
に
つ
い

て
の
各
校
で
の
執
筆
分
担
や
、
特
に
苦
労
さ
れ
た
点
を
伺
い
ま
し
ょ

う
。

山
崎
●
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
や
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
な
ど

は
、
近
年
何
十
周
年
と
い
う
節
目
で
編
集
委
員
会
が
機
能
し
て
お
り
、

蓄
積
さ
れ
た
史
料
の
上
に
乗
る
形
で
進
め
ら
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
岩
倉
の
中
学
校
・
高
等
学
校
に
は
そ
う
し
た
体
制
が
な
か

っ
た
た
め
、
退
職
間
近
だ
っ
た
私
と
竹
山
副
校
長
で
背
負
う
形
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
困
難
だ
っ
た
の
は
、
史
料
探
し
で
す
。
２
０
１
０

年
の
中
・
高
統
合
の
時
期
、
中
学
校
の
岩
倉
移
転
に
伴
っ
て
高
等
学

大島 中正 
女子大学特任教授
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校
の
倉
庫
の
半
分
を
急
い
で
空
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、

高
等
学
校
側
の
古
い
史
料
を
整
理
す
る
時
間
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
か

な
り
の
量
が
廃
棄
さ
れ
、
結
果
と
し
て
史
料
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
の
で
す
。
私
は
歴
史
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

史
料
探
し
も
一
か
ら
の
独
学
で
し
た
。
大
学
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
不
足
し
て
い
る
部
分
は
、

卒
業
生
や
昔
の
教
職
員
の
方
々
30
〜
40
名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

聞
き
書
き
で
当
時
の
空
気
感
を
補
填
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
作
業

に
１
、
２
年
を
費
や
し
ま
し
た
が
、
苦
し
く
も
非
常
に
楽
し
い
思
い

出
で
す
。
ま
た
戦
前
の
記
述
に
つ
い
て
は
『
同
志
社
九
十
年
小
史
』

と『
同
志
社
百
年
史
』を
読
み
ま
し
た
。
並
行
し
て
、『
同
志
社
時
報
』

に
は
戦
前
の
同
志
社
中
学
、
同
志
社
普
通
学
校
の
思
い
出
な
ど
が
書

か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
先
輩
方
の
熱
い
思
い
を
ど

う
汲
み
取
る
か
に
つ
い
て
も
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。

木
咲
●
女
子
中
・
高
で
は
前
校
長
の
辻
村 

好
先
生
の
肝
い
り
で
、

元
校
長
の
森 

一
郎
先
生
が
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
１
５
０
周
年
に
向

け
た
女
子
部
の
年
表
作
り
を
地
道
に
進
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
２
０
２
２
年
4
月
、
本
校
の
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
が
発
足
し
、

そ
の
直
後
に
大
学
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
か
ら
今
回
の
ご
依
頼
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、「
各
学
校
と
関
連
団
体
」
は
森
先
生
を
中
心
に
、

私
た
ち
現
役
教
員
４
名
の
チ
ー
ム
で
分
担
執
筆
を
行
い
ま
し
た
。
現

在
は
、
森
先
生
や
退
職
教
員
、
専
門
知
識
を
持
つ
卒
業
生
も
交
え
、

２
巻
の
「
通
史
Ⅱ
」
と
女
子
中
・
高
の
１
５
０
周
年
記
念
誌
の
刊
行

に
向
け
て
月
に
一
度
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

小
林
●
共
同
執
筆
で
の
ご
苦
労
は
お
あ
り
で
し
た
か
。

木
咲
●
沿
革
に
つ
い
て
は
森
先
生
が
執
筆
さ
れ
、
現
況
に
つ
い
て
は

現
役
チ
ー
ム
で
分
担
し
ま
し
た
。私
自
身
は
、「
各
学
校
と
関
連
団
体
」

に
関
し
て
は
執
筆
と
い
う
よ
り
、
写
真
の
発
掘
・
選
定
や
、
主
に
全

体
の
整
合
性
を
確
認
す
る
役
割
を
務
め
ま
し
た
。

井
上
●
私
は
事
務
部
門
の
担
当
と
し
て
今
回
の
編
纂
に
関
わ
り
ま
し

た
。
異
動
し
て
す
ぐ
で
し
た
の
で
、
課
の
全
体
の
知
識
な
ど
は
ま
だ

不
十
分
で
し
た
が
、
前
任
者
が
ま
と
め
て
く
れ
た
原
稿
を
読
む
こ
と

で
、
沿
革
や
現
況
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
務
部
門
に
お
い
て
も
、
女
子
大
の
今
出
川
か
ら
京
田
辺
へ
の
校
地

移
転
と
い
っ
た
大
き
な
環
境
変
化
の
際
、
ど
う
し
て
も
史
料
が
散
逸

し
て
し
ま
っ
た
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
は
文
書
保
存
に
関
す
る

ル
ー
ル
が
し
っ
か
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
る
特
定
の
時
期
の

史
料
が
ご
っ
そ
り
な
い
と
い
う
状
況
に
直
面
し
た
こ
と
か
ら
、
組
織

の
記
録
保
存
に
つ
い
て
の
課
題
が
見
え
た
か
と
思
い
ま
す
。

小
林
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の「
各
学
校
と
関
連
団
体
」

に
は
、
各
校
の
教
育
現
場
の
息
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
記
述
も
多
い
で

す
ね
。
特
に
教
員
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
お
二
人
は
、
生
徒
た
ち
の
活
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動
を
ど
う
調
べ
て
盛
り
込
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

山
崎
●
戦
後
の
同
志
社
の
敷
地
周
辺
の
岩
倉
は
何
も
な
い
土
地
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
、
初
代
の
山
田 

貞
夫
校
長
は
旧
制
高
等

学
校
の
よ
う
な
学
問
レ
ベ
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
非
常
に
特
徴
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
、
当
時
か
ら
生
徒
会
や
宗
教
部
が
非
常
に
活

発
に
動
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
作
り
上
げ

て
い
っ
た
時
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
生
徒
た
ち
の
空
気
感
を
何
と
か
表

現
し
た
い
と
考
え
、
90
代
や
80
代
の
卒
業
生
に
何
人
も
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
ま
し
た
。
叡
山
電
車
の
八
幡
前
駅
か
ら
白
鷺
の
舞
う
田
ん
ぼ
の

中
を
歩
い
て
通
学
し
た
と
い
っ
た
、
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
は

宝
物
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
同
志
社
周
辺
の
や
は
り
何
も
な
か
っ
た

岩
倉
の
発
展
史
も
表
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
各
学
校
と
関

連
団
体
」
で
は
枠
組
み

の
都
合
上
、
一
般
的
な

記
述
に
留
め
た
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
現
在
執

筆
中
の
「
通
史
Ⅱ
」
で

は
、
岩
倉
の
発
展
と
同

志
社
高
等
学
校
の
歩
み

が
重
な
っ
て
、
最
後
は

地
下
鉄
が
通
る
よ
う
に

な
っ
た
後
の
こ
と
ま
で
を
、
よ
り
生
き
生
き
と
描
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

木
咲
●
女
子
中
・
高
は
現
在
、
生
徒
数
が
約
１
５
０
０
名
、
卒
業
生

は
約
2
万
5
千
人
を
超
え
ま
し
た
。
学
校
に
と
っ
て
生
徒
は
主
人
公

で
あ
り
、
卒
業
生
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
で
す
。
今
回
の
「
各
学
校

と
関
連
団
体
」
で
も
、
行
事
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
生
徒
た
ち
の

生
き
生
き
と
し
た
姿
を
伝
え
る
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

現
在
編
纂
を
進
め
て
い
る
「
通
史
Ⅱ
」
に
つ
い
て
も
、
卒
業
生
が
手

に
し
た
と
き
に
当
時
の
楽
し
か
っ
た
日
々
を
思
い
出
し
、
母
校
へ
の

理
解
と
誇
り
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

小
林
●
井
上
さ
ん
は
事
務
職
員
と
し
て
関
わ
ら
れ
て
、
感
じ
ら
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

井
上
●
事
務
機
構
に
つ
い
て
は
規
程
の
変
遷
な
ど
、
ど
う
し
て
も
事

実
を
羅
列
す
る
よ
う
な
記
述
に
な
り
が
ち
で
す
。
先
生
方
が
生
徒
さ

ん
の
活
気
あ
る
姿
を
描
か
れ
る
よ
う
に
、
事
務
部
門
で
も
そ
こ
で
実

際
に
働
い
て
い
た
人
々
の
声
を
反
映
さ
せ
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
や

は
り
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

「
各
学
校
と
関
連
団
体
」
が
示
す
同
志
社
の
個
性

小
林
●
そ
う
し
た
ご
苦
労
を
重
ね
て
完
成
し
た
「
各
学
校
と
関
連
団

山崎 敏昭 
中学校・高等学校元校長

41



体
」
を
読
ま
れ
て
、
率
直
な
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
崎
●
よ
う
や
く
ほ
っ
と
し
た
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
と
、「
通

史
Ⅱ
」
に
向
け
て
ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

木
咲
●
非
常
に
立
派
な
本
が
届
き
、
チ
ー
ム
全
員
で
感
慨
に
浸
り
ま

し
た
。
そ
の
圧
倒
的
な
存
在
感
に
も
驚
き
ま
し
た
が
、
何
よ
り
全
体

を
通
し
て
読
む
と
、
法
人
の
各
学
校
や
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
の
個
性
が

際
立
っ
て
い
て
面
白
く
、
こ
れ
こ
そ
同
志
社
ら
し
さ
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
同
じ
学
内
に
い
な
が
ら
知
ら
な
か
っ
た
各
学
部
の
改
組
の
過
程

や
ご
苦
労
、
ま
た
同
志
社
教
会
、
同
志
社
生
協
の
歩
み
な
ど
、
関
連

団
体
の
記
述
も
大
変
興
味
深
く
拝
読
し
ま
し
た
。
他
の
中
・
高
と
共

通
す
る
ル
ー
ツ
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
歴

史
の
中
で
高
め
合
っ
て

き
た
歩
み
に
共
感
し
ま

し
た
。
本
校
は
１
８
７

６
年
の
創
立
以
来
、
女

子
部
の
伝
統
を
大
切
に

受
け
継
い
で
い
ま
す
。

「
各
学
校
と
関
連
団
体
」

や
「
通
史
Ⅱ
」
を
通
じ

て
、そ
う
し
た
女
子
中・

高
の
良
さ
を
皆
様
に
お
伝
え
で
き
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

井
上
●
事
務
部
門
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
た
だ
い
た
の
は
非
常
に

画
期
的
だ
と
思
い
ま
し
た
。
現
在
の
各
部
署
の
業
務
内
容
が
よ
く
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
10
年
後
、
20
年
後
に
、
今
の
状
況
を
知

り
た
い
人
に
と
っ
て
、
大
変
史
料
価
値
の
高
い
一
冊
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
通
史
」
編
纂
へ
の
挑
戦
〜
多
角
的
な
視
点
で
歴
史
を
描
く

小
林
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
こ
か
ら
は
現
在
進
行
中
の「
通

史
」
の
編
纂
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。「
通
史
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、
同
志

社
の
始
ま
り
か
ら
現
在
ま
で
を
扱
い
ま
す
。
ま
ず
「
通
史
Ⅱ
」
の
責

任
者
で
あ
る
山
田
先
生
、
現
在
の
編
纂
方
針
や
見
所
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

山
田
●
私
が
意
識
し
て
い
る
の
は
、評
価
の
高
い
『
同
志
社
百
年
史
』

（
１
９
７
９
年
刊
行
）
で
す
。
そ
の
編
纂
に
携
わ
ら
れ
た
大
学
文
学

部
の
今
中 

寛
司
先
生
は
『
同
志
社
大
学
広
報
』
の
中
で
「『
同
志
社

百
年
史
』
の
成
立
」
と
題
し
て
、
こ
う
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。「『
同

志
社
百
年
史
』
の
編
纂
に
際
し
て
、
最
も
感
銘
を
受
け
た
こ
と
の
一

つ
は
、
同
志
社
に
は
同
志
社
の
事
歴
に
つ
い
て
深
い
見
識
と
広
い
学

識
を
お
持
ち
の
先
生
方
が
非
常
に
多
く
居
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
。

木咲 利枝子 
女子中学校・高等学校教諭
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残
念
な
が
ら
私
の
知
る
範
囲
で
は
、
当
時
ほ
ど
社
史
を
熟
知
さ
れ
た

方
は
、
今
は
非
常
に
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
１
９
５
０
年
代

以
降
の
歴
史
で
あ
れ
ば
、
当
時
を
知
る
教
職
員
や
卒
業
生
、
つ
ま
り

生
き
証
人
が
ま
だ
お
ら
れ
ま
す
。
山
崎
先
生
が
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ

う
し
た
当
事
者
の
記
憶
に
耳
を
傾
け
、
残
さ
れ
た
記
録
や
史
料
を
読

み
込
み
、
単
な
る
学
校
発
展
の
歴
史
で
は
な
く
、
多
様
な
角
度
か
ら

生
き
生
き
と
し
た
学
園
の
歩
み
を
記
述
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
執

筆
を
ご
担
当
の
方
々
に
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
今
中
先
生
は
、『
同

志
社
百
年
史
』
が
「
真
っ
向
か
ら
大
上
段
に
、
同
志
社
の
正
史
を
ね

ら
っ
た
」
と
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
私
が
編
纂
す
る
通
史
は
、
真

っ
向
か
ら
の
正
史
と
い
う
よ
り
は
、
横
か
ら
、
あ
る
い
は
下
か
ら
の

多
角
的
な
視
点
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
、

執
筆
者
の
先
生
方
に
は

趣
旨
を
汲
ん
で
い
た
だ

き
、
意
欲
的
な
原
稿
を

頂
戴
し
つ
つ
あ
り
ま
す

の
で
、
百
年
史
と
は
違

う
も
の
が
で
き
た
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

山
崎
●
山
田
先
生
の
お

っ
し
ゃ
る
正
史
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
違
い
は
、
非
常
に
よ
く
分
か
り
ま
す
。
戦
前
の
同
志
社

普
通
学
校
、
中
学
か
ら
戦
後
の
中
・
高
の
歴
史
に
つ
い
て
『
同
志
社

九
十
年
小
史
』
を
書
か
れ
た
加
藤 

延
雄
先
生
や
『
同
志
社
百
年
史
』

を
書
か
れ
た
久
永 

省
一
先
生
は
、
先
頭
に
立
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
教

育
を
牽
引
さ
れ
た
当
事
者
で
あ
り
、
そ
の
格
調
高
い
文
章
は
、
ま
さ

に
お
二
人
が
歩
ん
で
き
た
正
当
な
歴
史
そ
の
も
の
で
し
た
。
力
不
足

の
私
の
よ
う
な
一
教
員
に
、
そ
の
よ
う
な
社
史
は
と
て
も
書
け
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
史
料
を
発
掘
す
る
中
で
、
私
自
身
に
と
っ
て
の
発
見
の

喜
び
や
驚
き
を
記
述
し
た
い
。
そ
れ
は
真
っ
当
な
歴
史
と
は
少
し
違

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
１
５
０
年
目
の
新
し
い
視
点
と
し
て
意
味

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

井
上
●
「
通
史
Ⅱ
」
の
執
筆
に
つ
い
て
女
子
大
学
で
は
名
誉
教
授
の

先
生
が
担
当
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
女
子
大
史
料
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、
今
ま
で
出
さ
れ
た
書
籍
の
内
容
に
誤
り
が
見

つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
通
史
編
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
内
容
が

さ
ら
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

小
林
●
大
島
先
生
は
、
通
史
編
に
何
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
。

大
島
●
時
代
の
流
れ
、
う
ね
り
の
中
か
ら
同
志
社
の
歩
み
を
と
ら
え

る
こ
と
の
面
白
さ
、
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
内
容
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
巻
が
出
そ
ろ
っ
て
か
ら
の
話

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
巻
を
ま
た
が
っ
て
関
連
項
目
を
相
互
に

山田 史郎 
大学名誉教授
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参
照
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
紙
媒
体
で
は
な
く
デ
ジ
タ
ル
媒
体
な

ら
可
能
か
と
思
い
ま
す
。

未
来
へ
歴
史
を
つ
な
ぐ
〜
百
五
十
年
史
か
ら
二
百
年
史
へ

木
咲
●
「
通
史
Ⅱ
」
で
は
記
述
の
分
量
も
増
え
ま
し
た
の
で
、
女
子

中
・
高
で
は
時
代
ご
と
に
３
名
で
分
担
し
て
い
ま
す
。
私
は
最
も
新

し
い
時
代
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
膨
大
な
史
料
の
取
捨
選
択
に
苦

労
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
古
い
時
代
を
担
当
す
る
先
生
は
、
逆
に

「
史
料
が
少
な
す
ぎ
る
」
と
苦
心
さ
れ
て
お
り
、
別
の
難
し
さ
に
直

面
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
日
本
史
の
教
員
と
し
て
、
戦
後
日
本
の
歩

み
や
世
界
情
勢
な
ど
の
時
代
変
化
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
物
語
と
し

て
構
築
し
よ
う
と
努
め
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
客
観
的
な
記
録
と
個
人
と
し
て
の
解
釈
を
ど
う
折
り
合
わ
せ
る

か
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
や
は
り
森

元
校
長
が
作
ら
れ
た
あ
の
年
表
が
本
当
に
あ
り
が
た
く
、
そ
れ
を
ベ

ー
ス
に
原
典
に
あ
た
り
つ
つ
、
女
子
中
・
高
の
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
過
去
の
年
報
な
ど
の
史
料
と
向
き
合
っ
て
執
筆
に
励
み
ま
し

た
。
平
日
は
校
務
に
追
わ
れ
、
休
日
や
休
暇
を
返
上
し
て
の
作
業
で

す
が
、
学
生
時
代
の
文
化
史
学
専
攻
で
の
学
び
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

歴
史
を
ひ
も
と
く
面
白
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
こ
れ
ら
と

並
行
し
て
、
女
子
中
・

高
の
編
纂
委
員
会
で

『
同
志
社
女
子
中
学
校・

高
等
学
校
の
百
五
十
年

史
』
の
編
纂
も
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
林
●
女
子
大
学
で
も

独
自
の
１
５
０
周
年
事

業
が
進
ん
で
い
る
と
伺

っ
て
い
ま
す
。

井
上
●
女
子
大
学
で
は
２
０
２
６
年
10
月
24
日
の
創
立
１
５
０
周
年

に
向
け
、
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
『
同
志
社
女
子
大
学
の
は
じ
ま

り
』
と
い
う
書
籍
を
編
纂
し
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
・
同
志
社
関

係
科
目
の
授
業
で
も
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
学
生
が
手
に
取
っ

て
読
み
や
す
い
も
の
を
目
指
し
て
お
り
、
創
立
１
２
５
周
年
時
の
記

念
写
真
誌
の
内
容
を
検
証
し
な
が
ら
、
学
生
・
教
職
員
・
卒
業
生
な

ど
が
建
学
の
精
神
や
沿
革
を
理
解
で
き
る
構
成
に
し
て
い
ま
す
。「
通

史
Ⅱ
」
の
女
子
大
学
担
当
の
執
筆
者
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
内
容
を
突
き
合
わ
せ
、
最
新
の
知
見
を
共
有
し
な
が
ら

連
携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
27
年
４
月
に
発
刊
予
定
で
す
。

小
林
●
百
五
十
年
史
の
編
纂
事
業
で
は
、
女
子
大
学
史
料
セ
ン
タ
ー

井上 亮 
女子大学学術研究支援課長
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特
集

に
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
ど
こ

ま
で
協
力
で
き
た
か
は
私
も
案
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
学
社

史
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
要
望
、
期
待
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

大
島
●
社
史
の
研
究
会
や
そ
の
成
果
を
公
表
す
る
刊
行
物
で
も
、
今

回
の
年
史
を
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
立
場
か
ら
批
判
的
に
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
慶
應
義
塾
、
早
稲
田
、
立
教
大
学
等
の

年
史
と
の
比
較
な
ど
も
試
み
て
い
た
だ
け
る
と
、
将
来
の
年
史
編
纂

事
業
の
参
考
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

小
林
●
百
五
十
年
史
の
編
纂
事
業
で
は
数
々
の
課
題
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
本
が
と
き
を
経
て
徐
々
に
評
価
を
得
て
、
価
値
を
持
つ
よ

う
に
な
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
は
引
き
続
き
、
通

史
編
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
最
後
に
、
未
来
へ
歴
史
を
つ

な
ぐ
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
田
●
私
立
学
校
は
独
自
の
理
想
と
理
念
で
成
立
し
て
い
ま
す
。
そ

の
理
念
を
ど
う
追
求
し
、
ど
れ
ほ
ど
達
成
で
き
、
あ
る
い
は
何
が
課

題
と
し
て
残
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
歴
史
と
し
て
確
認
し
続
け
る
こ
と

が
、
私
学
の
未
来
を
展
望
す
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が

苦
労
し
て
こ
の
本
を
作
る
意
味
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
自

分
の
学
校
の
歴
史
を
き
ち
っ
と
語
れ
る
同
志
社
で
あ
り
続
け
て
ほ
し

い
。
通
史
編
が
数
年
後
に
刊
行
さ
れ
て
こ
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
も
、

そ
う
し
た
姿
勢
が
同
志
社
の
中
に
根
付
い
て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま

す
。
次
は
二
百
年
史
、
そ
の
先
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
か

ら
。

大
島
●
本
巻
を
手
に
さ
れ
た
、
ま
だ
見
ぬ
お
そ
る
べ
き
後
生
に
も
、

あ
た
た
か
く
厳
し
く
、
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

紙
媒
体
の
年
史
は
今
回
が
最
後
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
に
言

及
し
ま
し
た
文
体
や
表
記
の
問
題
も
後
生
の
叡
智
に
よ
っ
て
解
決
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
等
と
、
想
像
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

小
林
●
先
生
方
の
多
大
な
る
情
熱
と
ご
尽
力
に
、
改
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ー
ル
ク
ラ
ブ
小
学
部
に
よ
る
カ

レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
に
続
き
、
ス
ペ
シ

ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
壇
さ
れ

た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
石
上 

真
由
子
さ
ん
が
開
会
の
挨
拶
を

さ
れ
た
。
石
上
さ
ん
が
同
志
社
中

学
２
年
生
だ
っ
た
２
０
０
６
年
、

当
時
の
教
頭
か
ら
勧
め
ら
れ
て

「
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い

う
思
い
で
始
め
た
の
が
、
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
あ
る
。
障
が
い
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
と
「
絆
」
を
テ
ー
マ
に
、
同

志
社
内
の
各
学
校
か
ら
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
、
卒
業
生
な
ど
、

多
く
の
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
支
え
ら
れ
て
続
い
て

き
た
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
14
回
開
催
さ
れ
、
合
計
６
０
０
万
円

以
上
が
福
祉
施
設
や
震
災
復
興
支
援
の
寄
付
金
と
し
て
届
け
ら
れ
た
。

石
上
さ
ん
は
、
自
身
の
ア
レ
ン
ジ
に
よ
る”H

appy Birthday 
to You”

を
演
奏
し
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
と
い
う
慶
事
を
祝

っ
た
。
続
い
て
、
法
人
各
校
の
生
徒
や
父
母
の
会
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、

大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
ク
ワ
イ
ア
な
ど
、
多
様
な
個
人
・
団
体
に
よ
る

演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
美
し
い
音
色
で
満
た
し
た
。
当
日
の
募

金
（
１
８
５
，
１
５
７
円
）
は
す
べ
て
京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

へ
寄
付
が
さ
れ
た
。
チ
ャ
ペ
ル
内
で
は
作
業
所
の
手
づ
く
り
品
の
バ

ザ
ー
も
開
催
さ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
理
念
で
あ
る
「
共
に
生
き
る
」

法
人
事
務
部　
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
事
務
室

２
０
２
５
年
11
月
29
日
（
土
）、
同
志
社
中
学
校・高
等
学
校
（
岩

倉
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
会
場
に
、「
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin IW

A
KU

RA

」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
本
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
こ
の
佳
節
を
祝
う
と
と
も
に
、
在
校
生
や
卒
業
生

だ
け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
多
大
な
ご
理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
を
表
す
機
会
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
午

前
10
時
の
開
幕
か
ら
午
後
１
時
30
分
の
閉
幕
ま
で
、
グ
レ
イ
ス
・
チ

ャ
ペ
ル
や
魁
ホ
ー
ル
な
ど
を
舞
台
に
、
音
楽
、
落
語
、
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
、
講
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開

さ
れ
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

第
15
回
同
志
社
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト �

グ
レ
イ
ス
・
チ
ャ
ペ
ル
で
は
「
第
15
回
同
志
社
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
た
。
同
志
社
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ

特 別
寄
稿

「
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin IW

AKU
RA

」
が 

�

開
催
さ
れ
る

チャリティーコンサート
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特別寄稿

と
い
う
精
神
が
、
イ
ベ
ン
ト
全
体
に
温
か
く
浸
透
し
て
い
た
。

落
語
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
人
気
声
優
ク
ロ
ス
ト
ー
ク �

魁
ホ
ー
ル
で
は
、
中
学
か
ら
大

学
ま
で
を
同
志
社
で
過
ご
し
た
落

語
家
・
桂 
笑
金
さ
ん
（
２
０
１

５
年
大
学
経
済
学
部
卒
）
に
よ
る

妖
怪
小
咄
と
創
作
落
語
「
茨
木
童

子
」
が
演
じ
ら
れ
、
会
場
を
笑
い

の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
。

続
い
て
同
ホ
ー
ル
で
は
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
『
二
百
年
の
夢
を
見
た
。』
第
１
章
の
上
映
と
、
出
演
し

た
声
優
お
よ
び
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
経
て
声
優
と
し
て
参
加
し
た

本
学
の
学
生
に
よ
る
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
作
品
は
、
同
志
社
創
設
者
の
新
島 

襄
に
つ
い
て
、
学
園
内

外
の
よ
り
多
く
の
人
に
広
く
、
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
10
分

３
章
立
て
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
は
森
田 

喜
基
准
教
授
（
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
）
が
司
会
を
務
め
、

新
島 

襄
役
の
小
林 

親
弘
さ
ん
、新
島 

八
重
役
の
上
田 

瞳
さ
ん
（
大

学
政
策
学
部
卒
）、
福
士 

卯
之
吉
役
の
池
田 

雄
介
さ
ん
（
大
学
文

化
情
報
学
部
４
年
次
生
）
と
加
納 

格
太
郎
役
の
橋
本 

剛
さ
ん
（
大

学
文
学
部
４
年
次
生
）
が
登
壇
し
た
。

登
壇
者
た
ち
は
、
収
録
を
通
じ
て
感
じ
た
新
島 

襄
の
人
物
像
や

同
志
社
の
精
神
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
新
島 

襄
役
の
小
林 

親
弘

さ
ん
は
、
国
禁
を
犯
し
て
単
身
渡
米
し
、
帰
国
後
に
大
学
設
立
を
目

指
し
た
新
島
の
行
動
力
に
つ
い
て
「
す
ご
い
勇
気
と
諦
め
な
い
心
が

あ
っ
た
と
思
う
」
と
、
そ
の
精
神
力
に
感
銘
を
受
け
た
と
述
べ
ら
れ

た
。
ま
た
「
自
責
の
杖
」
事
件
に
触
れ
、「
自
分
に
対
し
て
あ
そ
こ

ま
で
厳
し
く
で
き
る
人
は
、
今
は
少
な
い
」
と
、
新
島
の
高
潔
な
人

間
性
に
も
言
及
し
た
。
八
重
役
の
上
田 

瞳
さ
ん
は
、新
島 

襄
を
「
聖

書
の
時
間
に
習
う
人
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
改
め
て
人
と
し
て
の

強
さ
を
感
じ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
同
志
社
と
い
う
学
校
の
魅
力
に
つ

い
て
、
声
優
を
務
め
た
学
生
か
ら
は
「
自
由
な
校
風
」
が
挙
げ
ら
れ

た
。
学
生
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持
っ
て
自
己
決
定
で
き
る
校
風
だ

か
ら
こ
そ
、
夢
に
向
か
っ
て
「
の
び
の
び
と
や
っ
て
こ
ら
れ
た
」
と

い
う
感
謝
の
言
葉
も
聞
か
れ
た
。

創
立
１
５
０
周
年
の
記
念
作
品
が
多
く
の
人
々
の
目
に
触
れ
る
こ

と
に
、
出
演
者
た
ち
は
強
い
責
任
と
喜
び
を
感
じ
て
い
る
と
語
っ
た
。

声
優
志
望
の
学
生
た
ち
も
、
こ
の
作
品
に
出
演
で
き
た
こ
と
を
運
命

と
捉
え
、
熱
意
を
も
っ
て
制
作
に
臨
ん
だ
様
子
を
熱
く
語
っ
た
。

な
お
『
二
百
年
の
夢
を
見
た
。』
は
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年

記
念
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
全
編
（
第
1
章
〜
第
3
章
）
が
公
開
さ
れ

て
い
る
。

佐
藤 
優
氏
講
演
会 

「
激
動
す
る
国
際
情
勢
と
同
志
社
の
進
路
」 �

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
に
続
い
て
魁
ホ
ー
ル
で
は
、
作
家
で
あ
り
同
志
社

落語
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教
育
で
は
な
く
、
日
本
語
に
よ
る
高
等
教
育
こ
そ
が
独
自
の
思
考
を

生
み
出
し
、
新
し
い
着
想
を
育
む
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
説
き
、

教
育
に
対
す
る
意
識
改
革
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
教
育
に

お
け
る
「
厳
し
さ
」
の
再
評
価
も
促
し
た
。

講
演
の
終
盤
、
佐
藤
氏
は
同
志
社
が
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
、
創

立
者
新
島 

襄
の
精
神
を
継
承
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
新

島
は
神
学
や
政
界
で
大
き
な
業
績
を
残
す
こ
と
も
で
き
た
人
物
で
あ

り
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
い
て
社
会
の
困
難
な
問
題
や

同
志
社
の
基
盤
作
り
に
奔
走
し
た
と
し
て
、
そ
の
強
い
使
命
感
を
評

価
。
そ
の
上
で
、
新
島
の
精
神
の
継
承
と
は
「
我
々
も
目
立
た
な
く

て
も
い
い
し
、
世
の
中
か
ら
そ
ん
な
に
評
価
さ
れ
な
く
て
も
い
い
が
、

自
分
の
持
つ
使
命
を
貫
い
て
い
く
こ
と
」
で
あ
る
と
語
り
、
良
心
教

育
の
重
要
性
を
改
め
て
強
調
し
て
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

多
彩
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム �

魁
ホ
ー
ル
以
外
で
も
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
多
様
な
企
画
で
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
た
。
体
育
館
（
雄
飛
館
）
な
ど
で
は
、
各
団
体
に
よ

る
お
子
様
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
展
開
さ
れ
た
。

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
や
京
都
の
洋
菓
子
店
、
お
も
ち
ゃ
作
家
、
大
学

か
ら
は
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
ロ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
、
書
道
部
、
雅
楽
会
、
女
子

大
学
か
ら
は
競
技
か
る
た
部
や
草
月
流
お
よ
び
小
原
流
華
道
部
な
ど
、

運
動
、
芸
術
、
学
術
な
ど
に
わ
た
る
17
団
体
が
参
加
。
会
場
内
で
は
、

同
志
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
入
手
で
き
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
開

催
さ
れ
、来
場
者
は
各
ブ
ー
ス
を
巡
り
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
堪
能
し
た
。

大
学
学
長
特
別
顧
問
（
東
京
担
当
）
で
あ
る
佐
藤 

優
氏
（
１
９
８

５
年
神
学
研
究
科
修
了
）
に
よ
る
講
演
会
「
激
動
す
る
国
際
情
勢
と

同
志
社
の
進
路
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
大
盛
況
と
な
っ
た
。

佐
藤
氏
は
ま
ず
、
現
在
の
国
際
情
勢
に
は
、
米
国
の
政
治
思
想
や

軍
事
的
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
が
絡
み
合
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

特
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
思
想
的
背
景
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

に
ア
メ
リ
カ
が
主
導
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
民
主
主
義
な

ど
は
普
遍
的
価
値
で
は
な
い
と
し
、
ア
メ
リ
カ
を
建
国
当
時
の
理
念

に
立
ち
返
ら
せ
よ
う
と
す
る
強
い
意
識
が
あ
る
と
し
た
。
建
国
時
の

理
念
と
は
、
神
と
の
特
別
な
契
約
で
選
ば
れ
た
民
だ
け
が
住
む
「
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
・
オ
ン
リ
ー
の
国
」
と
い
う
強
い
選
民
意
識
と
、
勤

勉
さ
を
重
ん
じ
る
倫
理
観
で
あ
る
と
解
説
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
姿
勢
は
、

国
際
協
力
よ
り
も
自
国
の
利
益
と
生
産
を
最
優
先
す
る
保
護
主
義
路

線
へ
の
回
帰
を
示
唆
し
て
い
る
と
分
析
し
た
。

一
方
、
ロ
シ
ア
や
中
国
の
指
導
者
は
、
ア
メ
リ
カ
が
国
際
秩
序
を

主
導
す
る
一
極
集
中
の
時
代
は
終
わ
り
、
国
際
秩
序
の
棲
み
分
け
、

つ
ま
り
多
極
化
が
進
む
と
考
え
て
い
る
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
複
数
の

大
国
が
国
益
を
基
盤
と
し
た
独
自
の
戦
略
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
影
響
力
を
持
ち
、
国
際
社
会
の
構
造
が
根
本
か
ら
変
化
し
な
が
ら
、

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
現
状
分
析
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
、
日
本
が
国
際
社
会
に
対
し
て
取
る
対
応
の
多
く
に
は
、

法
律
や
官
僚
的
な
手
続
き
、
教
育
の
軽
視
が
影
響
し
て
い
る
と
指
摘
。

大
学
へ
の
国
家
予
算
が
低
す
ぎ
る
こ
と
を
例
に
挙
げ
、
公
的
支
援
体

制
が
国
際
水
準
に
達
し
て
い
な
い
と
述
べ
た
。
ま
た
日
本
で
は
英
語
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特別寄稿

ま
た
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
は
、
職
員
有
志
に
よ
る
「
大
学
職
員
カ
レ

ー
部
」
が
名
物
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
提
供
し
、
来
場
者
に
よ
る
長
蛇
の

列
が
で
き
た
。
京
田
辺
校
地
で
行
わ
れ
る
ク
ロ
ー
バ
ー
祭
で
２
０
１

４
年
か
ら
続
く
活
動
で
、
利
益
を
同
志
社
大
学
の
奨
学
金
に
寄
付
さ

れ
て
い
る
。
中
学
校
・
高
等
学
校
の
調
理
室
を
借
り
て
早
朝
か
ら
仕

込
み
を
行
う
な
ど
、
学
生
の
学
び
を
支
援
す
る
温
か
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
が
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
裏
か
ら
支
え
て
い
た
。

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
音
楽
、
歴
史
、
国
際
情
勢
、
そ
し
て
未

来
を
担
う
学
生
た
ち
の
熱
意
が
交
差
し
、
同
志
社
が
良
心
教
育
の
継

承
と
国
際
主
義
の
深
化
に
向
け
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
半
年
以
上
前
か
ら
計
画
を
重
ね
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
て
何
度
も
打
合
せ
を
行
い
、
当
日
を
迎
え
た
。
同
志
社
未
来

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の

教
職
員
、
同
志
社
内
各
学
校
か
ら
の
協
力
ス
タ
ッ
フ
、
同
志
社
同
窓

会
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
同
志
社
中
高
同
窓
会
の
ス
タ
ッ
フ
、
ア
ト
ツ
ギ

縁
日
関
係
者
、
大
学
・
女
子
大
学
か
ら
の
参
加
団
体
、
同
志
社
大
学

サ
ッ
カ
ー
部
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｓ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
、

障
が
い
者
福
祉
施
設
ス
タ
ッ
フ
、
ま
た
、
株
式
会
社
ロ
ゴ
ス
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
備
品
借
用
の
協
力
な
ど
、
多
く
の
支
援
の
輪
が

広
が
り
、
協
力
者
・
支
援
者
は
総
勢
２
５
５
名
に
の
ぼ
っ
た
。

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
い
た
だ
い
た
関

係
各
位
、
皆
様
の
ご
協

力
と
„
志
＂
が
大
き
な

„
和
＂
と
な
り
、
同
志

社
創
立
１
５
０
周
年
を

多
く
の
皆
様
と
共
に
、

祝
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
深
く
御
礼
申
し
上

げ
る
。
そ
し
て
、
ご
来

場
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
。

大学　書道部

女子大学　競技かるた部

約20分!
地下鉄烏丸線をご利用で

※必ず公共交通
　機関をご利用
　のうえお越し
　ください。

JR京都駅から国際会館駅まで

京都駅

国際会館駅
八幡前駅

同志社中学校・
高等学校  

同志社オリジナル

グッズ が手に入る

スタンプラリー開催！

※イメージ

数に限りがござ
いますので、

無くなり次第終
了となります。（

先着250名）

フェスティバルの
詳細はこちらから 同志社中学校・高等学校

10:00-13:30
※10:00よりチャペルで開会式を行います。

2025.11.29 土

スペシャルゲスト

石上 真由子 さん
バイオリニスト

2006年、当時まだ中学2年生だった石上真
由子さんと有志の皆さんの想いから誕生
し、年々支援の輪を広げてきたこのチャリ
ティーコンサート。本日の寄付金は、社会
福祉施設（団体）へ全額寄付いたします。

●当日14時から国立京都国際会館にて同志社創立150周年記念式を執り行います。ぜひあわせてご出席ください。
●必ず公共交通機関をご利用のうえお越しください。　●プログラムは都合により変更になる場合がありますので予めご了承ください。

主催│学校法人同志社　協賛│同志社同窓会 各イベントの開催時間やお申込みについて、詳しくは裏面をご覧ください。

幕末、命がけで自由を求めてアメリカに渡り、帰国後に日本初
の私立大学設立に挑んだ新島襄を描いたアニメ作品。その出
演者が制作の秘話を語り、アニメの第1部をご覧いただきます。

佐藤 優 氏 
「激動する国際情勢と同志社の進路」

作家
同志社大学特別顧問（東京担当）

入場無料
どなたでも
参加OK！

同志社大学
キャラクター
Ben-K（べんけい）

講演会

チャリティー
コンサート

落語

スポーツ、音楽、工作などワクワク楽しい16の
体験ワークショップ

同志社創立150周年記念アニメーション「二百年の夢を見た。」

人気声優クロストーク
アニメ第1部上映&

新島 襄 役
小林 親弘 さん

新島 八重 役

（政策学部 卒）
上田 瞳 さん

同
志
社
大
学
職
員

    

カ
レ
ー
部
も

　
　
出
店
！

キッチンカー
カフェテリア
人気グルメが集

結!!

&
に

ケヤキ広場にロゴスの
アウトドア用品を

ご用意しています！

桂 笑金 さん

妖怪落語／茨木童子
演目（予定）

（経済学部 卒）

同志社スクエア

雄飛館
ゆう ひ  かん

宿志館
しゅくし   かん

万象館
ばんしょうかん

グッズ販売

ケヤキ広場

さきがけホール

カフェテリア

グレイス・
チャペル

体育館

四ノ坪橋
叡山電鉄
八幡前駅 →

岩
倉
川

受付は
北校地の
入口へ

至 国立京都国際会館

南門

国際会館駅
地下鉄烏丸線2番出口宝ヶ池通

3番出口

国立京都
国際会館は
会場から

徒歩約10分です。

記念式・献茶式
詳細・申込フォーム

14時から
国立京都国際会館にて

同志社創立150周年
記念式・献茶式

こちらでもアニメ上映を行います。

参加無料
要事前申込

さきがけホール

落語
10:00-10:45

出演 ： 桂 笑金 さん
演目 ： 妖怪落語／茨木童子（予定）

人気声優
クロストーク

同志社創立150周年記念アニメーション

「二百年の夢を見た。」
第1部上映

11:00-12:00

出演 ： 小林 親弘 さん （新島 襄 役）
　　    上田 瞳 さん （新島 八重 役）

講演会
12:15-13:30

講師 ： 佐藤 優 氏
「激動する国際情勢と

　　　 同志社の進路」

同志社創立150周年記念フェスティバルの詳細や
お申込みについては、右記ページをご覧ください。
事前お申込みをいただけるとスムーズにご入場い
ただけますので、ぜひこちらよりお申込みください。

お問い合わせ│学校法人同志社創立150周年記念事業事務室
075-251-2710 ji-150th@mail.doshisha.ac.jp

タイムテーブル

会場マップ

フェスティバル
詳細・申込フォーム

同志社ホームカミングデー 開催します！

2025.11.9[SUN]

同志社大学
ホームカミングデー
＆大懇親会

当日参加OKです！
ホームカミングデーの詳細、参加申込は下記ページよりご覧ください。

2025.10.26[SUN]

同志社女子大学
ホームカミングデー

キッチンカー
11:00-13:30

出店一覧

社長のからあげ
媽媽菜館 六花
京都 咲たこ
kitchen car DOZO
mofu kitchen

グレイス・チャペル

チャリティー
コンサート

10:00-13:30

D.M.C.コーラス部／ベルエコーOG合同／清風コーラス
／リリー・エコー／Purple Diamond Choir／DIAmond 
Choir／カタルパ／Drama Club／DIAアンサンブル 
with ミニオーケストラ／DJRC／The Vine 澤井 来実、
矢野 帆夏、藤澤 泉希／奥野 二楓／原田 英和／桂 寿仁
／松本 亞子／子安 麗加／石野 岳人／福田 恵万／田代 
圭／矢野 寛和／大学ハンドベル・クワイア
障がい者福祉施設：社会福祉法人菊鉾会 テンダーハウス
／京都市だいご学園

スペシャルゲスト

出演団体

司会 ： 福山 俊朗
オルガニスト ： 桑山 彩子

ヴァイオリニスト
石上 真由子 さん

開会演奏

カフェテリア

同志社大学
職員カレー部

11:00-13:30

生協食堂

受付

受付

京都の洋菓子店
クッキー

デコレーション

同志社中高同窓会

当日の
お楽しみ！

体育館

体験ワーク
ショップ

10:00-13:30

鳴海餅本店／ビゴーレ・カタ
オカ／佛現寺／京都ハンナ
リーズ／京都の洋菓子店

［同志社大学］DERCロケット
サークル／ART-SOZO／書
道部／雅楽会／サッカー部 
DUSS ［同志社女子大学］競技
かるた部／小原流華道部／
草月流華道部／同志社中高
同窓会／おもちゃ作家 中山
和人／同志社小学校／DIA

参加団体

10:00 10:30 10:45 11:00 11:30 12:00 12:15 12:30 13:00 13:30

開会式 ・ チャリティコンサート

落語 （桂 笑金 さん） 人気声優クロストーク ・ アニメ第1部上映 講演会  （佐藤 優 氏）

体験ワークショップ

受付 ・ スタンプラリー ・ グッズ販売 ・ 学校紹介

キッチンカー ・ 同志社大学職員カレー部 ・ 生協食堂

＜受付＞

＜昼食＞

チャペル

さきがけホール

体育館

キッチンカー ・ カフェテリア ・ ケヤキ広場
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年
記
念
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
献
茶
式 �

桝 

太
一
助
教
（
大
学
ハ
リ
ス

理
化
学
研
究
所
）
の
総
合
司
会
に

よ
り
、
裏
千
家
第
16
代
家
元 

千 

宗
室
氏
に
よ
る
献
茶
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。
家
元
が
献
茶
を
は
じ
め

ら
れ
る
と
会
場
は
静
寂
に
包
ま
れ
、

厳
粛
な
雰
囲
気
が
漂
っ
た
。
献
茶

の
後
、
家
元
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
中
で
「
新
島 

八
重
が
裏
千

家
十
三
世
・
圓
能
斎
鉄
中
直
門
の
茶
道
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
今
回

の
献
茶
に
は
八
重
手
作
り
の
茶
碗
を
使
用
し
て
、
お
茶
を
新
島
先
生

に
捧
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
（
第
1
部
） �

記
念
式
第
1
部
は
礼
拝
形
式
で
行
わ
れ
た
。
佐
川 

淳
中
学
校
・

高
等
学
校
教
諭
に
よ
る
前
奏
の
後
、
中
澤 

圭
中
学
校
・
高
等
学
校

校
長
の
司
会
で
は
じ
ま
り
、
同
志
社
学
生
混
声
合
唱
団
Ｃ
．
Ｃ
．
Ｄ
．

と
同
志
社
内
中
高
聖
歌
隊
に
よ
る
同
志
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
賛
美
歌
「
主

の
道
を
行
こ
う
」
の
合
唱
、村
山 

盛
葦
大
学
神
学
部
長
に
よ
る
祈
祷
、

２
０
２
５
年
11
月
29
日
（
土
）
14
時
、
国
立

京
都
国
際
会
館
に
お
い
て
同
志
社
創
立
１
５

０
周
年
記
念
式
・
献
茶
式
を
執
り
行
い
、
来
賓

や
同
志
社
教
職
員
（
退
職
者
を
含

む
）、
卒
業
生
な
ど
約
１
，
６
０

０
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
遠
方
に

お
住
ま
い
の
方
な
ど
の
た
め
に
、

式
典
の
様
子
を
ラ
イ
ブ
中
継
で
配

信
し
、
延
べ
１
，
２
０
０
件
の
視

聴
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
式
典
で
は

大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力

に
よ
り
、
学
生
に
よ
る
手
話
通
訳
、

パ
ソ
コ
ン
通
訳
を
行
っ
た
。
当
日

の
様
子
は
同
志
社
創
立
１
５
０
周

特 別
寄
稿

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年 

記
念
式
・
献
茶
式
が
開
催
さ
れ
る

法
人
事
務
部　
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
事
務
室

裏千家第16代家元 千 宗室氏 ご挨拶

記念式会場
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川
崎 

清
史
女
子
大
学
長
に

よ
る
設
立
の
始
末
の
朗
読
と

続
い
た
。

八
田 
英
二
総
長
・
理
事

長
は
式
辞
の
中
で
、「
同
志

社
は
創
立
１
５
０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
節
目
の
１
５
０

周
年
で
す
が
、
こ
れ
は
単
な

る
通
過
点
で
は
な
く
、
過
去

を
振
り
返
り
、
現
在
を
見
つ

め
直
し
、
未
来
へ
の
展
望
を

定
め
る
好
機
で
あ
る
。知
育・

徳
育
・
体
育
の
三
位
一
体
の

均
整
の
取
れ
た
人
物
育
成
を

目
指
し
、
と
り
わ
け
キ
リ
ス

ト
教
主
義
を
徳
育
の
基
礎
と

す
る
同
志
社
は
、
こ
れ
か
ら

も
良
心
教
育
に
よ
る
人
物
育

成
に
専
念
す
る
こ
と
を
高
ら

か
に
宣
言
す
る
。」と
述
べ
た
。

次
に
、
小
原 

克
博
大
学

長
は
挨
拶
の
中
で
、「
新
島

の
掲
げ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ

く
教
育
、
あ
る
い
は
自
治
自
立
、

智
徳
併
行
、
自
由
と
い
っ
た
理

念
は
決
し
て
古
び
る
こ
と
な
く
、

社
会
の
様
々
な
場
で
活
躍
し
、

社
会
に
変
化
を
も
た
ら
す
人
々

を
生
み
出
し
て
き
た
。
同
志
社

１
５
０
年
の
歴
史
は
、
先
達
が

遺
し
た
多
く
の
も
の
に
よ
っ
て

築
か
れ
、
世
代
を
超
え
て
語
り

継
が
れ
、
引
き
継
が
れ
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
も
ま
た
、

そ
の
営
み
を
引
き
継
ぎ
、
未
来

を
切
り
拓
く
、
志
高
い
人
物
を

育
て
続
け
る
こ
と
を
誓
う
。」

と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
文
部
科
学
大
臣 

松
本 

洋
平
氏
代
理
の
文
部
科

学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
長 

小
林 
万
里
子
氏
、
日
本
私
立

大
学
連
盟
会
長
・
早
稲
田
大
学
総
長
の
田
中 

愛
治
氏
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
理
事
長
・
立
教
大
学
総
長
の
西
原 

廉
太
氏
、
ア

キリスト教学校教育同盟理事長・ 
立教大学総長　西原 廉太氏 ご祝辞

小原大学長 挨拶

同志社学生混声合唱団C.C.D.、 
同志社内中高聖歌隊による合唱

八田総長・理事長 式辞
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の
新
島 

襄
役
の
小
林 

親
弘
さ
ん
、

新
島 

八
重
役
の
上
田 

瞳
さ
ん
（
大

学
政
策
学
部
卒
）、
公
募
に
よ
り
選

ば
れ
た
福
士 

卯
之
吉
役
の
池
田 

雄

介
さ
ん
（
大
学
文
化
情
報
学
部
４
年

次
生
）
と
加
納 

格
太
郎
役
の
橋
本 

剛
さ
ん
（
大
学
文
学
部
４
年
次
生
）

に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
続
い
て

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
『
二
百
年
の
夢
を

見
た
。』
第
１
章
の
上
映
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
八
田 

英
二
総
長
・
理
事
長
が
「
創
立
２
０
０
周
年
に

向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、「
同
志
社
の
教
育

の
特
徴
は
「
知
育
・
徳
育
・
体
育
」
の
三
位
一
体
に
基
づ
く
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
人
材
育
成
に
あ
り
、
こ
れ
を
象
徴
す
る
同
志
社
の
徽
章

や
小
学
校
の
校
歌
に
そ
の
根
幹
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
幼

稚
園
か
ら
大
学
・
大
学
院
に
至
る
一
貫
教
育
の
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た

好
循
環
の
中
で
良
心
教
育
を
受
け
た
学
生
が
社
会
で
「
地
の
塩
、
世

の
光
」
と
し
て
活
躍
し
、
次
世
代
に
も
同
志
社
教
育
を
望
む
環
境
を

構
築
す
る
こ
と
が
同
志
社
の
未
来
像
で
あ
る
。」と
述
べ
た
。
続
い
て
、

小
原 
克
博
大
学
長
が
「
同
志
社
１
５
０
年
の
歴
史
と
精
神
を
語
り

継
ぐ
」
と
い
う
演
題
で
話
を
し
た
。
そ
の
中
で
、「
大
学
設
立
の
旨

意
で
は
同
志
社
の
過
去
・
現
在
・
未
来
が
物
語
ら
れ
て
い
た
。
設
立

ー
モ
ス
ト
大
学
長 

マ
イ
ケ
ル
・
Ａ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
氏
代
理
の
学
長

補
佐
の
サ
ム
エ
ル
・
Ｃ
・
モ
ー
ス
氏
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
来
賓
と
し
て
、
同
志
社
内
各
学
校
の
所
在
す
る
自
治
体
の

首
長
で
あ
る
、
西
脇 

隆
俊
京
都
府
知
事
、
松
井 

孝
治
京
都
市
長
、

上
村 

崇
京
田
辺
市
長
、
谷
口 

雄
一
木
津
川
市
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
海
外
関
係
の
来
賓
と
し
て
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
カ
ル

ラ
・
ポ
ル
マ
ン
学
長
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
同
志
社
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
ラ
イ
ナ

ス
・
ヤ
マ
ネ
所
長
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
同
志
社
日
本
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ヴ
ァ
フ
ト
ゥ
カ
所
長
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
日

本
セ
ン
タ
ー
の
マ
イ
ケ
ル
・
ヒ
ュ
ー
所
長
、
京
都
ア
メ
リ
カ
大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
コ
ー
デ
ィ
・
ポ
ー
ル
ト
ン
所
長
、
ヌ
エ
バ
校
元
教

諭
の
シ
ン
シ
ア
・
コ
ス
ー
ト
氏
、
ア
ル
フ
ィ
ー
ア
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー

夫
妻
6
代
目
子
孫
の
シ
ョ
ー
ン
・
ハ
ー
ク
ネ
ス
氏
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・

Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
4
代
目
子
孫
の
エ
レ
ノ
ア
・
ラ
ネ
イ
氏
、
ウ

イ
リ
ア
ム
・
Ｔ
・
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
氏
5
代
目
子
孫
の
ア
ー
サ
ー
・
ブ

リ
ガ
ム
氏
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

次
に
、
会
衆
一
同
で
カ
レ
ッ
ジ
・
ソ
ン
グ
と
頌
栄
を
合
唱
し
、
山

下 

智
子
女
子
大
学
宗
教
部
長
の
祝
祷
、
オ
ル
ガ
ン
の
後
奏
で
第
1

部
を
終
え
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
（
第
2
部
） �

第
2
部
で
は
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

アニメーション上映
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の
旨
意
が
投
げ
か
け
た
挑
戦
を
受
け
と
め
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
本

学
が
歩
む
べ
き
道
筋
と
し
て
新
た
な
中
核
的
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
共

に
知
る
、
共
に
変
わ
る　

W
ith a G

ood C
onscience

」
を
と

り
ま
と
め
た
。
こ
れ
か
ら
新
し
い
物
語
を
紡
ぎ
上
げ
、
次
の
時
代
を

切
り
拓
く
、
新
た
な
同
志
社
オ
リ
ジ
ン
を
生
み
出
す
決
意
を
新
た
に

し
た
い
。」
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
川
崎 
清
史
女
子
大
学
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、

「
創
立
以
来
、
同
志
社
は
新
島 

襄
の
建
学
の
精
神
の
も
と
、「
良
心

を
手
腕
に
運
用
す
る
人
物
の
育
成
」
を
礎
と
し
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
志
は
、
時
代
を
超
え
て
私
た
ち
の
中
に
脈
々
と
息
づ
き
、

次
の
時
代
、
そ
し
て
創
立
二
百
周
年
へ
と
確
か
に
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
、参
加
者
へ
の
謝
辞
が
あ
り
、

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
の
幕
を
閉
じ
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
祝
賀
会
が 

開
催
さ
れ
る �

２
０
２
５
年
11
月
29
日
（
土
）
17
時
30
分
、
ザ
・
プ
リ
ン
ス
京
都

宝
ヶ
池
に
お
い
て
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
祝
賀
会
を
執
り
行

い
、
来
賓
や
同
志
社
教
職
員
（
退
職
者
を
含
む
）
約
１
，
０
０
０
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
と
し
て
、
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
ダ
ン

ス
部
に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
華
や
か
に
祝
賀
会
の
幕
が
開

い
た
。
目
の
前
で
展
開
さ
れ
る
迫
力
の
あ
る
ダ
ン
ス
に
圧
倒
さ
れ
た
。

ダ
ン
ス
の
後
に
は
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
・
献
茶
式
の

総
合
司
会
に
続
い
て
司
会
を
い
た
だ
い
た
、
桝 

太
一
助
教
（
大
学
ハ

リ
ス
理
化
学
研
究
所
）
か
ら
八
津

川 

ひ
な
の
副
部
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
う
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。

次
に
、
八
田 

英
二
総
長
・
理

事
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
テ
ュ
ー

ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
カ
ル
ラ
・
ポ
ル

マ
ン
学
長
と
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式

会
社
の
井
上 

礼
之
名
誉
会
長
に

ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
ポ
ル
マ

テュービンゲン大学 カルラ・ポルマン学長 
ご祝辞

ダイキン工業㈱ 井上 礼之名誉会長 ご祝辞 桝助教から八津川副部長へのインタビュー
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ス
氏
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
Ｄ
・
デ

イ
ヴ
ィ
ス
先
生
4
代
目
子
孫
の

エ
レ
ノ
ア
・
ラ
ネ
イ
氏
、
ウ
イ

リ
ア
ム
・
Ｔ
・
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー

氏
5
代
目
子
孫
の
ア
ー
サ
ー
・

ブ
リ
ガ
ム
氏
を
取
り
囲
み
、
多

く
の
方
が
記
念
撮
影
を
す
る
姿

も
見
ら
れ
た
。

途
中
で
は
、
米
国
ラ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
グ
レ
イ
ス
教
会
の
テ
リ

ー
・
ハ
ン
リ
ー
牧
師
に
よ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
続

い
て
、
プ
ロ
の
ギ
タ
リ
ス
ト
で
あ
る
シ
ョ
ー
ン
・
ハ
ー
ク
ネ
ス
氏
に

よ
る
カ
レ
ッ
ジ
・
ソ
ン
グ
の
演
奏
が
あ
り
会
場
は
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。

最
後
に
、
大
学
應
援
團
に
よ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ
、
次
に
瀧 

英

次
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
（
学
校
法
人
同
志
社
常
務
理
事
）

か
ら
謝
辞
を
述
べ
て
、
賑
や
か
な
祝
賀
会
が
幕
を
閉
じ
た
。

ン
学
長
は
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
写
真

を
示
し
な
が
ら
、
両
校
の
緊
密

な
関
係
性
に
つ
い
て
熱
く
語

っ
た
。

続
い
て
、
来
賓
紹
介
の
後
、

和
田 

喜
彦
大
学
キ
リ
ス
ト
教

文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
に
よ
る

食
前
の
祈
祷
、
野
田 

遊
小
学

校
校
長
に
よ
る
乾
杯
に
よ
り

祝
宴
が
始
ま
っ
た
。
会
場
で
は

楽
し
く
歓
談
を
す
る
姿

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見

ら
れ
、
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
た
。
ま
た
、
新

島
先
生
が
お
世
話
に
な

っ
た
方
の
ご
子
孫
3
名

に
来
賓
と
し
て
お
越
し

い
た
だ
い
た
。
ア
ル
フ

ィ
ー
ア
ス
・
ハ
ー
デ
ィ

ー
夫
妻
6
代
目
子
孫
の

シ
ョ
ー
ン
・
ハ
ー
ク
ネ

ウイリアム・Ｔ・セイヴォリー氏5代目子孫アー
サー・ブリガム氏、ご息女ブリガム芽生氏（大学

グローバル地域文化学部3年次生）を囲んで

アルフィーアス・ハーディー夫妻6代目子孫 
ショーン・ハークネス氏

祝賀会会場
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特別寄稿

未
来
を
描
く
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

～
『
二
百
年
の
夢
を
見
た
。』
に
込
め
た
志
～

法
人
事
務
部　
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
事
務
室

同
志
社
創
設
者
の
新
島 

襄
先
生
に
つ
い
て
、
学
園
内
外
の
よ
り

多
く
の
人
に
広
く
、
深
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
想
い
を
受

け
止
め
２
年
半
の
期
間
を
か
け
、
10
分
3
章
立
て
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
『
二
百
年
の
夢
を
見
た
。』
を
制
作
し
ま
し
た
。

新
島 

襄
の
生
涯
と
い
う
歴
史
を
描
き
な
が
ら
も
、
人
々
の
心
を

つ
か
め
る
作
品
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
始
め
た
の
は
、

「
普
遍
性
」
と
「
現
代
性
」
を
合
わ
せ
持
つ
デ
ザ
イ
ン
づ
く
り
で
す
。

両
方
を
備
え
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
生
み
出
す
た
め
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
ペ
を
開
き
ま
し
た
。
18
人
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

の
中
か
ら
最
終
的
に
選
ば
れ
た
の
は
、
佐
藤 

る
な
氏
の
デ
ザ
イ
ン
。

現
代
の
視
聴
者
が
積
極
的
に
興
味
を
持
つ
よ
う
な
新
島 

襄
と
八
重

の
姿
が
描
き
出
せ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

全
体
の
構
成
と
演
出
に
関
し
て
も
、
新
島 

襄
の
生
涯
を
ひ
と
つ

の
ド
ラ
マ
と
し
て
楽
し
め
る
よ
う
、
苦
心
を
重
ね
ま
し
た
。
史
実
に

従
い
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
に
も
わ
か
る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
。

多
く
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
触
れ
て
い
る
世
代
が
関
心
を
持
つ
内
容

で
あ
る
こ
と
。
様
々
な
こ
と
に
気
を
配
り
な
が
ら
制
作
を
進
め
て
い

特 別
寄
稿

～
あ
ら
す
じ
～

新
島 

襄
は
幕
末
、
命
が
け
で
自

由
を
求
め
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
ま

し
た
。
幸
い
に
も
こ
の
地
で
は
、

多
く
の
善
意
の
方
々
の
支
援
を
得

て
、
三
つ
の
学
校
で
民
主
的
で
先

進
的
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

留
学
中
、
新
島
は
日
本
が
近
代

国
家
と
な
る
た
め
に
は
自
治
、
自

由
や
良
心
の
充
満
し
た
人
物
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
が
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
、
日
本
に
帰
国
す
る
や
、
ア
メ
リ
カ
流
の
学
校
を
日
本
に
移

植
す
る
こ
と
に
尽
力
し
、
日
本
初
の
私
立
大
学
の
設
立
に
挑
み
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
大
学
設
立
と
い
う
彼
の
志
と
夢
は
存
命
中
に
は
叶
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
夢
は
現
在
の
同
志
社
で
学
ぶ
学
生
や
卒
業
生
、
教
職

員
に
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

同志社創立150周年記念式での声優挨拶

同志社創立150周年記念フェスティバルでの 
声優クロストーク
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き
ま
し
た
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
、
声
優
陣
の
選
択

に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
新
島 

襄
役
に
小
林 

親
弘
さ
ん
。
新
島 

八

重
役
に
上
田 

瞳
さ
ん
（
大
学
政
策
学
部
卒
業
）。
実
績
も
素
晴
ら
し

い
方
を
お
迎
え
し
、
そ
の
演
技
に
よ
っ
て
、
新
島 

襄
の
物
語
に
よ

り
厚
み
を
出
せ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
内
に
登
場
す
る
「
福
士 

卯
之
吉
」「
加
納 

格

太
郎
」
に
つ
い
て
は
学
生
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
選
考

の
結
果
、
池
田 

雄
介
さ
ん
（
大
学
文
化
情
報
学
部
4
年
次
生
）
と

橋
本 

剛
さ
ん
（
大
学
文
学
部
4
年
次
生
）
の
2
名
に
決
定
。
2
人

の
夢
は
声
優
と
の
こ
と
で
、
プ
ロ
の
声
優
陣
と
の
収
録
は
こ
れ
か
ら

声
優
の
道
を
歩
む
上
で
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

2
年
半
の
制
作
期
間
、
ス
タ
ッ
フ
と
真
剣
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

精
一
杯
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
30
分
と
い
う
短
い
時
間

の
中
に
デ
ザ
イ
ン
や
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
作
画
、
音
楽
な
ど
様
々
な

要
素
が
絡
む
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
総
合
芸
術
と
し
て
、
新
島 

襄
先
生
の
物
語
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
観
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

河
北 

学
氏
）

（
声
優
の
コ
メ
ン
ト
）

新
島 

襄
役
の
小
林 

親
弘
さ
ん　

新
島 

襄
は
あ
の
時
代
の
中
で
自
分
の
志
を
貫
き
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
行
動
し

た
人
だ
と
思
い
ま
す
。
国
禁
を
犯
し
て
単
身
渡
米
し
、
帰
国
後
に
大
学
設
立
を

目
指
し
た
新
島
の
行
動
力
と
精
神
力
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
見
た
人
が
い
つ
か
何
か
に
悩
ん
だ
時
に
「
彼
も
数
々
の
苦
難
を
乗
り

越
え
て
こ
の
大
学
を
つ
く
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
自
ら
の

夢
を
叶
え
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
れ
ば
素
敵
だ
な
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
島 

八
重
役
の
上
田 

瞳
さ
ん
（
大
学
政
策
学
部
卒
業
）

同
志
社
大
学
の
卒
業
生
と
し
て
、
こ
の
作
品
に
参
加
で
き
た
こ
と
大
変
光

栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
八
重
は
と
て
も
芯
の
あ
る
女
性
で
、
演
じ
る
な
か
で

私
自
身
も
た
く
さ
ん
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
先
も
ず
っ
と
、
２
０
０

周
年
の
際
も
、
同
志
社
に
関
わ
る
皆
様
が
楽
し
ん
で
こ
の
作
品
を
見
て
く
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
士 

卯
之
吉
役
の
池
田 

雄
介
さ
ん
（
大
学
文
化
情
報
学
部
4
年
次
生
）

福
士
は
、
発
覚
す
れ
ば
死
罪
に
な
っ
て
し
ま
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
島

の
密
出
国
を
手
助
け
し
た
人
物
で
す
。
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
だ
け
の
勇
気
と
、

新
島
へ
の
信
頼
、
そ
し
て
こ
の
国
の
未
来
を
想
う
福
士
の
熱
意
を
、
意
識
し

な
が
ら
収
録
に
臨
み
ま
し
た
。
現
場
で
は
共
演
者
の
皆
様
が
暖
か
く
迎
え
て

く
だ
さ
り
、
思
い
切
り
演
技
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
声
優
志
望
で
、

今
回
の
経
験
は
、
間
違
い
な
く
人
生
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

加
納 

格
太
郎
役
の
橋
本 

剛
さ
ん
（
大
学
文
学
部
4
年
次
生
）

加
納
は
私
よ
り
も
年
上
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
描

か
れ
て
い
て
自
分
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め
て
い
く
か
に
悩
み
ま
し
た
。
声

優
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
中
で
こ
の
作
品
が
沢
山
の
方
々
の
協
力
で

実
現
し
た
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
作
品
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
私
は
声
優
志
望
で
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア

の
始
ま
り
が
同
志
社
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
は
一
生
の
財
産
で
す
。
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大学/女子大学/中学校・高等学校 /香里中学校・高等学校 /女子中学校・高等学校 /国際中学校・高等学校 /小学校 /国際学院 初等部・国際部/幼稚園
学 校 法 人同志社

アニメの詳細はこちら
150周年特設サイト
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さ
れ
た
新
島
は
、
ボ
ス
ト
ン
到
着
後
、
船
主
の
Ａ
・
ハ
ー
デ
ィ
に
庇

護
さ
れ
、
ジ
ョ
ゼ
フ
（Joseph

）
と
改
称
し
た
。
ジ
ョ
ー
は
ジ
ョ
ゼ

フ
の
愛
称
で
あ
る
。
以
後
、
新
島
は
留
学
中
、Joseph N

eesim
a

と
名
乗
っ
た
。

私
た
ち
は
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
新
島
が
「
ア
メ
リ
カ
の
父
」
と
呼
ぶ

ハ
ー
デ
ィ
縁ゆ
か
りの
三
ヶ
所
、
す
な
わ
ち
オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
教
会
、
ビ

ー
コ
ン
ヒ
ル
（
写
真
①
）
の
旧
宅
、
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ

ウ
ス
（
会
衆
派

会
館
）
を
巡
っ

た
。
た
だ
、
新

島
が
按
手
礼

（
牧
師
任
職
）

を
受
け
た
マ
ウ

ン
ト
・
バ
ー
ノ

ン
教
会
は
、
時
間
不
足
で
見
学
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
教
会
は
、
新
島
死
後
の
１
８
９
２
年
に
市
内
中
心
部

（A
shburton Place

）
か
ら
現
在
地
（Back Bay

）
に
移
転
し
、

さ
ら
に
１
９
７
０
年
に
は
全
教
会
員
が
オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
教
会
に

転
会
し
た
。
そ
の
後
、
火
災
の
た
め
に
１
９
８
３
年
に
会
堂
は
正
面

（
フ
ァ
サ
ー
ド
）
だ
け
を
残
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
（C

hurch C
ourt 

C
ondom

inium
s

）
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。

私
は
そ
う
し
た
経
緯
を
知
ら
ず
に
新
島
と
は
直
接
の
関
係
が
な
く

ハ
ー
デ
ィ
ゆ
か
り
の「
聖
地
」三
か
所（
ボ
ス
ト
ン
）

２
０
２
５
年
８
月
、
創
立
１
５
０
年
記
念
事
業
と
し
て
同
志
社
ア

メ
リ
カ
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、
約
五
十
人
が
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

各
地
を
歴
訪
し
た
。
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
ツ
ア
ー
の
概
略
を
報
告

す
る
。

幕
末
に
函
館
か
ら
密
出
国
し
た
新
島
は
、
Ｗ
・
Ｔ
・
セ
イ
ボ
リ
ー

船
長
（
ベ
ル
リ
ン
号
）
の
斡
旋
で
、
上
海
に
停
泊
中
の
貿
易
船
、
ワ

イ
ル
ド
・
ロ
ー
バ
ー
号
（
ボ
ス
ト
ン
の
ハ
ー
デ
ィ
商
会
）
に
乗
り
継

ぎ
、
大
西
洋
を
経
て
１
８
６
５
年
に
渡
米
に
成
功
し
た
。

上
海
で
Ｈ
・
Ｓ
・
テ
イ
ラ
ー
船
長
か
ら
ジ
ョ
ー
（Joe

）
と
命
名

特
別
寄
稿

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

お
け
る
新
島
襄
の
聖
地
巡
礼

～
同
志
社
創
立
１
５
０
年
記
念　

 

　
ア
メ
リ
カ
ツ
ア
ー
二
〇
二
五
～

元
大
学
神
学
部
教
授　

本も
と
井い　
康や
す
博ひ
ろ

【写真①】ビーコンヒル。ボス
ト ン 高 級 住 宅 街 の こ の 一 画

（Joy St. 4）にアメリカにおけ
る新島の実家とも言うべきハー
ディ家がある（本井康博『ビー
コンヒルの小径』表紙）
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特別寄稿

な
っ
た
フ
ァ
サ
ー
ド
だ
け
の
教
会
跡
地
を
案
内
す
る
と
い
う
ミ
ス
を

三
度
も
犯
し
た
。元
の
場
所
に
は
今
は
州
の
合
同
庁
舎（M

cC
orm

ick 
State O

ffi
ce

）
が
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
教
会
（
ボ
ス
ト
ン
）

オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
教
会
は
ボ
ス
ト
ン
の
コ
ー
プ
リ
ー
広
場
の
角

に
屹き
つ
り
つ立
す
る
。
ボ
ス
ト
ン
で
名
士
の
ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
は
こ
の
教
会
の

有
力
会
員
で
あ
っ
た
が
、
新
島
自
身
は
受
洗
や
入
会
は
し
て
い
な
い
。

彼
の
按
手
礼
も
折
か
ら
の
教
会
移
転
事
業
の
た
め
に
、
近
く
の
会
衆

派
教
会
（
マ
ウ
ン
ト
・
バ
ー
ノ
ン
教
会
）
が
臨
時
の
会
場
と
な
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
島
は
ハ
ー
デ
ィ
家
で
養
子
同
然
に
扱
わ
れ

た
関
係
か
ら
、
教
会
で
も
会
員
以
上
の
扱
い
を
受
け
た
。
前
回
の
訪

問
で
頂
戴
し
た
教
会
創
立
３
５
０
年
記
念
メ
ダ
ル
（
２
０
１
９
年
）

は
そ
の
好
例
で
、
新
島
は
メ
ダ
ル
に
名
前
を
刻
印
さ
れ
た
三
人
の
ひ

と
り
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
（
写
真
②
）。
ハ
ー
デ
ィ
を
越
え
る
異
例

の
扱
い
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
今
回
も
実
感

で
き
た
。
２
０
１
３
年
の
大

河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
を

記
念
し
て
、
新
島
夫
妻
の
大

き
な
写
真
が
、
八
重
役
の
綾

瀬
は
る
か
さ
ん
と
一
緒
に
、

今
も
ラ
ウ
ン
ジ
に
飾
ら
れ
て
い

る
（
写
真
③
）。

ほ
か
に
も
会
堂
内
に
は
、
二

十
四
の
関
係
団
体
名
が
葉
ご
と

に
記
さ
れ
た
「
メ
モ
リ
ア
ル
・

ツ
リ
ー
」（
樹
形
図
）
が
展
示

さ
れ
て
い
る
が
、
最
上
部
の
葉

は
な
ん
と
同
志
社
大
学
で
あ
る

（
写
真
④
、
⑤
）。

近
年
で
は
安
中
の
新
島

学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

（
大
学
神
学
研
究
科
出
身

の
小
栗 

仁
志
校
長
が
今

回
の
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ

た
）
が
、
こ
の
教
会
と
の

交
流
に
意
欲
的
で
あ
る
の
で
、

樹
形
図
に
新
島
学
園
の
一
葉
が

加
わ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

樹
形
図
は
堂
内
の
遺
灰
安
置

室
（C

olum
barium

）
の
壁

に
も
あ
り
、
永
眠
者
の
氏
名
が

葉
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

【写真②】オールド・サウス教
会創立 350 年記念メダル。Jo-
seph Hardy Neesima（新島襄）
の名前が彫られている。

【写真③】オールド・サウス教会のラウ
ンジ内に飾られた新島襄・八重、綾瀬
はるかの写真（田島繁氏提供）。

【写真④】【写真⑤】オールド・サウス教会のサンクチャリー（礼
拝堂）内に展示されている樹形図。最上部の葉（ ⇦）が同志社
大学である（吉井千鶴氏提供）。
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て
新
島
を
入
寮

で
は
な
く
近
所

の
民
家
（
ヒ
ド

ォ
ン
家
）
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
さ

せ
た
。

同
家
に
は
ア

ン
ド
ー
バ
ー
神
学
校
（
大
学
院
。
当
時
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ

ミ
ー
と
同
じ
校
地
）
の
院
生
と
妻
が
下
宿
し
、
新
島
の
家
庭
教
師
と

し
て
キ
リ
ス
ト
教
や
聖
書
の
手
ほ
ど
き
ば
か
り
か
英
語
や
学
業
の
手

助
け
も
し
た
。

新
島
は
こ
の
学
校
で
「
二
年
間
を
過
ご
し
た
」
と
記
す
が
（『
新

島
襄
全
集
』
六
、
一
三
八
頁
。
以
下
、
⑥
一
三
八
）、
実
は
1
年
8

ヶ
月
（
１
８
６
５
年
11
月
～
１
８
６
７
年
６
月
）
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
「
や
る
べ
き
こ
と
を
立
派
に
や
り
と
お
し
た
」
と
校
長
に
認
め
ら

れ
て
（
⑩
五
八
）、
三
年
制
の
高
校
を
特
例
的
に
修
了
し
、
ア
ー
モ

ス
ト
大
学
、
つ
い
で
ア
ン
ド
ー
バ
ー
神
学
校
に
進
学
し
た
。
大
学
入

学
は
「
選
科
生
」
扱
い
で
あ
っ
た
（
⑩
八
一
）。

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
校
訓
は
ラ
テ
ン
語
で“N

on Sibi”

と
い
う
。

N
ot for oneself.

と
英
訳
さ
れ
る
が
、but for others

と
続
け

る
と
意
味
は
よ
り
鮮
明
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
自
分
の
た
め
で
は
な

く
、
他ひ

人と

の
た
め
に
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。

最
近
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
の
が
新
島
で
あ
る
（
写
真
⑥
、
⑦
）。

事
前
に
記
名
の
相
談
を
受
け
た
際
、
日
本
名
（N

IIJIM
A

 JO

）

と
英
語
名
（JO

SEPH
 H

A
RD

Y N
EESIM

A

）
の
併
記
を
勧
め

た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
て
い
た
の
で
安
心
し
た
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
と 

旧
ア
ン
ド
ー
バ
ー
神
学
校
（
ア
ン
ド
ー
バ
ー
）

渡
米
し
た
新
島
が
最
初
に
入
学
し
た
の
が
、
ボ
ス
ト
ン
北
方
の
全

寮
制
高
校
で
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
に
よ
り
人
物
養
成
に

努
め
る
一
方
で
、
進
学
校
と
し
て
も
超
難
関
校
で
あ
る
。

英
語
力
不
足
の
新
島
の
入
学
は
、
理
事
（
後
に
理
事
長
）
で
あ
る

ハ
ー
デ
ィ
の
推
薦
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
校
内
に
は
冠
か
ん
む
り

校
舎

の
ハ
ー
デ
ィ
・
ハ
ウ
ス
（
写
真
⑧
）
が
あ
る
。

彼
は
昵じ
っ
こ
ん懇
の
Ｓ
・
Ｈ
・
テ
イ
ラ
ー
校
長
と
協
議
し
て
、
特
例
と
し

【写真⑧】ハーディ・ハウス（右）。
左はランドマークのメモリア
ル・ベル・タワー（フィリップ
ス・アカデミーのキャンパス・
マップから）。

【写真⑥】【写真⑦】オールド・サウス
教会納骨堂に飾られた樹形図。新島襄
の名前（ ⇦）が最近加わった（筆者撮影）。

60



特別寄稿

か
つ
て
同
校
卒
業
式
に

参
列
し
た
時
、
い
き
な
り

「N
on Sibi

賞
」
の
表
彰

か
ら
始
ま
っ
た
の
に
は
驚

嘆
し
た
。
理
想
と
す
る
生

徒
は
秀
才
や
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
で
は
な
く
、
校
訓
の
忠

実
な
実
践
者
、
す
な
わ
ち

奉
仕
と
隣
人
愛
の
体
現
者

な
の
で
あ
る
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
図
書
館
、
良
心
碑
（
写
真
⑨
）、
ピ
ア
ソ
ン・

ホ
ー
ル
（
写
真
⑩
）、チ
ャ
ペ
ル
を
廻
っ
た
。
最
初
の
二
棟
は
、元
々

ア
ン
ド
ー
バ
ー
神
学
校
の
旧
校
舎
。
良
心
碑
は
同
志
社
か
ら
の
寄
贈
、

そ
し
て
チ
ャ
ペ
ル
は
新
島
死
後
に
建
設
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
。

新
島
の
高
校
時
代
、
神
学
校
は
ピ
ア
ソ
ン
・
ホ
ー
ル
一
階
の
大
部
屋

で
礼
拝
を
守
っ
た
。
日
曜
は
そ
こ
が
学
園
教
会
の
会
堂
と
な
っ
た
。
高

校
入
学
一
年
後
（
１
８
６
６
年
末
）
に
新
島
が
受
洗
し
た
の
は
、
こ
の

会
堂
で
あ
っ
た
。
神
学
校
の
卒
業
式
も
こ
こ
で
行
な
わ
れ
、
牧
師
と
し

て
任
職
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
島
は
、
選
ば
れ
て
卒
業
演
説
を
披
露
し
た
。

こ
こ
は
新
島
に
は
信
徒
、
な
ら
び
に
牧
師
と
な
っ
た
記
念
す
べ
き

部
屋
（
写
真
⑩
）
な
の
で
あ
る
。
新
島
が
学
ん
だ
ア
ン
ド
ー
バ
ー
神

学
校
は
、
今
は
転
出
し
て
エ
ー
ル
大
学
神
学
校
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
の
で
、
ア
ン
ド
ー
バ
ー

に
残
る
神
学
校
旧
校
舎
と

し
て
は
ピ
ア
ソ
ン
・
ホ
ー

ル
は
貴
重
で
あ
る
。

内
村
鑑
三
は
、
神
を
発

見
し
受
洗
し
た
札
幌
を

「
私
に
と
り
聖
地
」
と
断

定
す
る
（『
内
村
鑑
三
全

集
』
三
一
、
二
五
九
頁
）。

な
ら
ば
、
新
島
の
聖
地
は

ア
ン
ド
ー
バ
ー
で
あ
る
。

こ
の
地
で
信
徒
と
な
っ
た
新
島
は
、
受
洗
以
後
、
帰
国
す
る
ま
で

の
七
年
間
（
１
８
６
７
年
～
１
８
７
４
年
）
一
貫
し
て
ア
ン
ド
ー
バ

ー
神
学
校
教
会
の
会
員
で
あ
っ
た
（
⑥
一
三
七
）。

帰
国
後
の
新
島
は
同
教
会
か
ら
、
自
身
で
創
立
し
た
同
志
社
教
会

へ
と
信
徒
籍
を
移
し
て
い
る
。

紛
ら
わ
し
い
こ
と
に
、
オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
と
い
う
同
名
の
教
会

（
教
派
も
同
じ
会
衆
派
）
が
ア
ン
ド
ー
バ
ー
に
も
あ
る
。

家
主
の
ヒ
ド
ォ
ン
家
が
通
う
教
会
で
、
同
家
の
大
き
な
墓
石
が
教

会
裏
の
霊
園
入
り
口
に
立
つ
。
新
島
は
高
校
時
代
、
こ
の
教
会
の
教

会
学
校
に
通
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
受
洗
し
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
。

【写真⑨】良心碑（中央）とツアー参加者一同（田
島繁氏提供）。

【写真⑩】ピアソン・ホール 1 階の旧アンドー
バー神学校教会（現在はフィリップス・アカデ
ミーの教室）。新島はこの部屋（会堂）で洗礼
を受けた（『新島襄　その時代と生涯』から）。
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在
学
中
の
新
島
は
、
多
く
の
友
人
に
好
印
象
を
与
え
た
。
あ
る
寮

生
は
「
大
学
で
最
良
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」
と
ま
で
絶
賛
す
る
（
⑧
五

一
）。
卒
業
二
十
年
後
に
死
去
し
た
新
島
を
悼
ん
だ
同
期
生
た
ち（
１

８
７
０
年
ク
ラ
ス
）
は
、
同
志
社
へ
追
悼
文
を
送
る
と
い
う
異
例
の

行
動
に
及
ぶ
（
Ｏ
・
ケ
ー
リ
「
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
１
８
７
０
年
ク
ラ

ス
の
新
島
先
生
追
悼
文
に
つ
い
て
」
十
八
頁
、『
新
島
研
究
』
七
、

１
９
５
５
年
）。
さ
ら
に
こ
の
ク
ラ
ス
は
、
卒
業
三
十
年
後
に
同
期

か
ら
ひ
と
り
を
選
ん
で
肖
像
画
に
す
る
と
い
う
学
園
の
習な
ら
わ
し
に
従

う
が
、
早
く
か
ら
新
島
を
推
す
こ
と
を
決
め
て
い
た
と
い
う
。

出
来
上
が
っ
た
肖
像
画
は
今
も
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
チ
ャ
ペ
ル
の
正
面

の
壁
、
そ
れ
も
「
名
誉
あ
る
場
所
」
と
呼
ば
れ
る
右
側
下
に
掛
け
ら

れ
て
い
る
。
当
初
は
対つ
い
に

な
る
左
側
の
肖
像
画
と
二

枚
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
近

年
徐
々
に
増
え
、
現
在
は

正
面
の
壁
い
っ
ぱ
い
に
八

枚
が
並
ぶ
（
写
真
⑪
）。

と
こ
ろ
で
、
今
度
の
ツ

ア
ー
の
主
要
イ
ベ
ン
ト
は

こ
の
チ
ャ
ペ
ル
で
の
同
志

社
記
念
集
会
で
あ
っ
た
。

ア
ー
モ
ス
ト
の
関
係
者
や

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
（
ア
ー
モ
ス
ト
）

つ
い
で
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
あ
る
。
新
島
が
学
ん
だ
三
つ
の
学
校

中
も
っ
と
も
母
校
の
名
に
相
応
し
い
。
在
学
三
年
間
ば
か
り
か
、
卒

業
後
、
い
や
死
後
も
学
園
と
の
繋
が
り
は
段
違
い
に
深
い
。
こ
の
大

学
に
進
む
こ
と
は
、
大
学
の
理
事
で
あ
り
千
ド
ル
の
寄
附
を
し
た
こ

と
も
あ
る
ハ
ー
デ
ィ
（
⑧
八
）
に
よ
る
既
定
路
線
と
思
わ
れ
る
。

最
近
発
表
さ
れ
た
全
米
大
学
学
費
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
ア
ー
モ
ス

ト
は
六
位
で
あ
る
。
諸
費
用
や
住
居
費
、
食
費
を
含
め
る
と
年
間
で

九
万
ド
ル
（
約
千
三
百
万
円
）
を
超
え
る
（『
朝
日
新
聞
』
２
０
２

５
年
10
月
４
日
）。
ハ
ー
デ
ィ
の
当
時
の
負
担
の
大
き
さ
が
窺
え
る
。

大
学
の
校
訓
は“Terras Irradient”
（
ラ
テ
ン
語
）。 “Let 

them
 enlighten the lands”

と
か”Let them

 give light 
to the w

orld.”

と
英
訳
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
は
「
自
分
で
は
な
く

て
世
を
照
ら
せ
」
で
あ
る
。

新
島
は
三
年
間
、
丘
の
上
に
聳そ
び
え
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
チ
ャ
ペ
ル
に

隣
接
す
る
北
寮
（N

orth C
ollege

）
に
住
み
、
こ
の
校
訓
の
も
と

で
友
人
と
の
交
わ
り
や
人
間
形
成
に
励
ん
だ
。
住
ん
だ
寮
室
は
二
階

の
八
号
室
（
１
８
６
７
年
～
６
８
年
）
と
四
階
の
十
三
号
室
（
１
８

６
８
年
～
７
０
年
）
で
あ
る
（
ダ
リ
ア
・
ダ
リ
エ
ン
ゾ
著
・
北
垣
宗

治
訳
「
ア
ー
モ
ス
ト
の
輝
か
し
い
息
子
：
新
島
襄
の
ア
ー
モ
ス
ト
大

学
時
代
」
三
四
七
頁
、『
新
島
研
究
』
九
八
、
２
０
０
７
年
2
月
）。

【写真⑪】ジョンソン・チャペル内の正面。肖像
画は 2 枚から８枚に増大した（北川貞大氏提供）。
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来
賓
の
外
交
官
、
さ
ら
に
は
ボ
ス
ト
ン
で
英
語
研
修
中
の
同
志
社
小

学
校
と
同
志
社
国
際
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
も
駆
け
つ
け
、
総
計
百

人
ほ
ど
が
集
っ
た
。

東あ
ず
ま

良
彰
教
授
（
大
学
経
済
学
部
。
同
志
社
に
お
け
る
ア
ー
モ
ス

ト
代
表
）
の
司
会
の
も
と
、
集
会
一
部
で
は
、
八
田 

英
二
同
志
社

総
長
・
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
Ｓ
・
Ｃ
・
モ

ー
ス
教
授
が
日
本

語
で
作
成
し
た
資

料
を
も
と
に
大
学

の
紹
介
を
行
っ
た
。

ボ
ス
ト
ン
日
本

総
領
事
館
の
箕み
の
谷や 

優す
ぐ
る主
席
領
事
の
挨

拶
に
つ
い
で
、
私
が
記
念
講
演
を
行
っ
た
（
写
真
⑫
）。

集
会
の
二
部
で
は
、
同
志
社
の
四
中
学
校
の
生
徒
四
人
（
澤
嶋 

興
志
郎
、
北
田 

楓か

の乃
、
奥
田 

恵え

麻ま

、
田
尻 

美み

さ咲
希き

）
が
、
各
自
の

志
を
英
語
で
発
表
し
た
。
英
語
力
の
高
さ
や
話
の
内
容
は
好
評
を
博

し
た
。
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
中
高
生
た
ち
は
、
五
十
年
後
の
同
志
社

創
立
２
０
０
年
の
記
念
集
会
で
も
今
回
、
披
瀝
し
た
各
自
の
夢
や
体

験
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。

午
後
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
学
内
ツ
ア
ー
で
、
当
地
に
留
学

中
の
新
島
ス
カ
ラ
ー
（
本
学
学
生
）
二
名
も
ガ
イ
ド
に
加
わ
っ
た
。

そ
の
後
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
ー
モ
ス
ト
・

カ
レ
ッ
ジ
・
ス
ト
ア
で
大
学
グ
ッ
ズ
な
ど
の
買
い
物
を
し
て
か
ら
、

一
行
は
バ
ー
モ
ン
ト
州
へ
向
か
っ
た
。

グ
レ
イ
ス
教
会
（
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）

向
か
っ
た
先
は
、
新
島
が
帰
国
後
の
学
校
設
立
の
た
め
の
募
金
を

涙
な
が
ら
に
訴
え
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
年
会
が
開
か
れ
た
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
グ
レ
イ
ス
会
衆
派
教
会
。
昨
年
も
同
志
社
は
ア
メ
リ
カ
ツ
ア
ー
二

〇
二
四
（
参
加
者
二
十
七
名
）
を
企
画
し
、
こ
の
教
会
で
記
念
集
会

を
開
い
た
。
そ
の
折
、
同
志
社
所
蔵
の
「
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
集
会
想
像

図
」（
伊
谷 

賢
蔵
筆
の
油
彩
画
）
を
陶
板
に
し
て
教
会
に
贈
呈
し
た

（
森
田
喜
基
「
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業　
新
島
襄
の
ラ

ッ
ト
ラ
ン
ド・ア
ピ
ー
ル
１
５
０
周
年
記
念
ツ
ア
ー
」『
同
志
社
時
報
』

一
五
九
、
２
０
２
５
年
４
月
）。

今
回
も
昨
年
同
様
に
日
曜
礼
拝
に
参
加
し
た
後
、
同
志
社
記
念
集

会
を
持
ち
、
同
志
社
の
四
高
校
の
生
徒
（
坂ば
ん
の野 

紫ゆ
か
り、
高た
か
え永 

晃あ
き

広ひ
ろ
、

福
田 

香か

帆ほ

、
金き
む 

示じ

殷う
ん
）
が
英
語
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
見
事
な
プ
レ
ゼ
ン
で
あ
っ
た
。
私
に
は
同
志
社
が
贈
っ
た
陶
板
と

の
再
会
が
密
か
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
教
会
前
の
芝
生
に
も
置
け
る

よ
う
に
と
陶
板
を
贈
っ
た
も
の
の
、
展
示
は
堂
内
の
一
室
で
あ
っ
た
。

こ
の
教
会
か
ら
は
か
つ
て
新
島
の
石
版
画
（
写
真
⑬
）
が
本
学
に

贈
呈
さ
れ
た
。
現
在
、
有
終
館
の
総
長
室
に
飾
ら
れ
て
い
る
が
、
ア

【写真⑫】新島の肖像画の前で記
念講演をする本井ガイド（田島
繁氏提供）。
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も
ハ
ー
デ
ィ
ら
数
名
の
功
労
者

の
名
を
刻
む
石
板
が
掛
け
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
二
階
の
会
衆

派
図
書
館
で
は
、
ふ
た
つ
の
胸

像
が
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
る
。

新
島
に
授
洗
し
た
パ
ー
ク
と
ア

メ
リ
カ
の
養
父
・
ハ
ー
デ
ィ
（
写
真
⑭
）
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
新
島
の
恵
ま
れ
た
出
会
い
が
、「
見
え
る
化
」
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

新
島
が
経
験
し
た
外
国
人
初
の
宣
教
師
任
命
や
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド

集
会
で
の
学
校
設
立
の
た
め
の
献
金
ア
ピ
ー
ル
、
さ
ら
に
は
自
身
の

英
語
名
（
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ハ
ー
デ
ィ
・
ニ
イ
シ
マ
）
な
ど
、
い
ず
れ
も

ハ
ー
デ
ィ
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
に
よ

る
日
本
伝
道
は
他
教
派
よ
り
十
年
ほ
ど
遅
れ
た
が
、
日
本
伝
道
の
緊

急
性
を
ハ
ー
デ
ィ
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
幹
部
に
訴
え
て
実
現
に
至
ら
し
め

た
の
は
新
島
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
１
８
６
９
年
に
よ
う
や
く
最
初

の
宣
教
師
（
Ｄ
・
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
）
が
横
浜
に
派
遣
さ
れ
た
。

日
本
人
初
の
新
島
の
派
遣
は
、
そ
れ
よ
り
五
年
後
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
は
ツ
ア
ー
最
終
日
、
ボ
ス
ト
ン
市
内
三
か
所
（
先
述
）
を

見
学
し
て
か
ら
午
後
は
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
・
ツ
ア
ー
と
し
て
、
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
、
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
を
見

学
し
た
。
夕
食
に
は
ロ
ブ
ス
タ
ー
と
ク
ラ
ム
・
チ
ャ
ウ
ダ
ー
を
賞
味

し
て
身
も
心
も
満
た
さ
れ
て
、
ツ
ア
ー
を
締
め
く
く
っ
た
。

ー
モ
ス
ト
の
肖
像
画
の
や

つ
れ
た
悲
し
げ
な
新
島
像

と
は
違
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど

凛り

り々

し
く
て
端
正
な
新
島

の
画
は
ほ
か
に
は
な
い
。

会
衆
派
会
館
（
ボ
ス
ト
ン
）

新
島
が
敬
慕
す
る
ハ
ー
デ
ィ
は
、
実
業
の
傍
ら
慈
善
や
教
育
、
宗

教
の
分
野
で
も
献
身
的
な
働
き
を
し
た
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は

教
育
面
で
、
新
島
が
学
ん
だ
会
衆
派
系
の
三
つ
の
学
校
で
理
事
、
あ

る
い
は
理
事
長
を
務
め
た
。

宗
教
活
動
で
も
、
オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
教
会
の
ほ
か
に
海
外
伝
道

事
業
へ
の
献
身
的
な
働
き
が
目
立
つ
。
元
々
会
衆
派
は
教
育
だ
け
で

な
く
、
海
外
伝
道
（
宣
教
師
派
遣
）
に
も
関
心
が
高
く
、
１
８
１
０

年
に
他
教
派
に
先
立
っ
て
ア
メ
リ
カ
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
メ
リ
カ

ン
・
ボ
ー
ド
（A
BC

FM

）
を
発
足
さ
せ
た
。

新
島
の
留
学
当
時
、
ハ
ー
デ
ィ
が
理
事
長
格
の
指
導
者
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
新
島
に
は
大
き
な
幸
い
と
な
っ
た
。

か
つ
て
同
志
社
に
も
多
数
の
宣
教
師
を
派
遣
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
は
、
１
９
６
１
年
に
発
展
的
解
消
を
遂
げ
た
の
で
、
そ
れ
ま

で
の
本
部
（
ボ
ス
ト
ン
）
は
会
衆
派
会
館
に
転
じ
た
。
玄
関
に
は
今

【写真⑭】A・ハーディの
胸像（片山三喜子氏提供）。

【写真⑬】新島の石版画
（『新島襄　その時代と生
涯』から）。
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新心館 2015 年 9 月
（女子大学）

建物案内no.52

２
０
１
５
年
9
月
に
竣
工
し
た
新
心
館
（
し
ん

し
ん
か
ん
）
は
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
北
側
に
位

置
す
る
食
物
栄
養
科
学
科
関
連
の
教
育
研
究
棟
で

す
。
地
上
3
階
、
地
下
1
階
の
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
で
、
食
物
栄
養
科
学
科
教
員
の
研
究
室
、

品
質
管
理
・
衛
生
管
理
を
実
現
す
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

対
応
機
器
を
設
置
し
た
実
習
室
を
は
じ
め
、
充
実

し
た
実
習
・
実
験
設
備
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
景
観
調
和
を
図
り
、
外
壁
は
レ

ン
ガ
や
レ
ン
ガ
調
タ
イ
ル
・
水
平
ボ
ー
ダ
ー
を
基

調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
は
吹
き
抜
け
を
設
け
、
伸
び
や
か
で
明
る
い

イ
ン
テ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吹
き
抜

け
の
壁
に
施
さ
れ
て
い
る
ス
ミ
レ
の
装
飾
は
、現・

新
心
館
の
前
身
で
あ
る
旧
新
心
館
や
最
後
の
学
内

寮
で
あ
っ
た
新
心
寮
よ
り
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
り
、

こ
の
場
所
が
同
志
社
女
子
部
の
母 

ミ
ス
・
デ
ン

ト
ン
の
居
住
地
「
デ
ン
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
」
の
立
地

で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
施
さ
れ
ま
し
た
。

館
名
の
由
来
は
、
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
12

章
2
節
（
新
約
聖
書
）
の
「
心
を
新
た
に
し
て
」

に
あ
り
、
大
切
に
継
承
さ
れ
て
き
た
伝
統
の
館
名

を
受
け
継
ぐ
こ
と
で
、
日
々
の
大
学
生
活
が
、
心

身
と
も
に
日
々
新
た
に
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
こ

と
が
願
わ
れ
て
い
ま
す
。

旧新心館から移設された 
モニュメントプレート

エントランスに施された 
スミレの装飾



中・高 岩倉キャンパス
（中学校・高等学校）

建物案内 no.53

「
空
間
は
人
を
育
む
」
―
学
び
の
世
界
に
引
き
込
む
学
校
建
築
―

２
０
１
０
年
、
同
志
社
大
学
の
あ
る
今
出
川
か
ら
、
同
志
社
中
学

校
は
岩
倉
へ
移
転
し
、
同
志
社
高
校
と
統
合
し
、
同
志
社
中
学
校
・

高
等
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新
し
く
創
る
学
校
は
、
ど
ん
な
建
物

と
す
べ
き
か
…
？
ど
ん
なV

ISIO
N

、
ど
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
学

校
を
創
る
べ
き
か
…
？
中
高
合
同
委
員
会
を
１
０
０
回
以
上
開
催
す

る
中
、日
本
の
学
校
建
築
計
画
の
第
一
人
者
で
あ
る
長
澤
悟
先
生（
教

育
環
境
研
究
所
所
長
）
が
、
監
修
者
と
し
て
、
我
々
に
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
頂
き
、
徐
々
に
形
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
学
び

た
く
な
る
環
境
、
人
が
育
っ
て
い
く
環
境
と
い
う
の
は
、
ど
の
様
な

環
境
な
の
か
…
？
」
全
教
職
員
が
、
全
国
の
特
徴
あ
る
学
校
を
、
延

べ
１
０
０
校
以
上
視
察
し
、
日
々
考
察
を
繰
り
返
し
、
岩
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
の
建
築
計
画
が
で
き
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
結
果
、
香
山
壽
夫
建
築
研
究
所
（
所
長
：
香
山
壽
夫
先
生
・
東
京

大
学
名
誉
教
授
）
が
選
ば
れ
た
事
も
、
我
々
に
と
っ
て
、
最
高
の
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
10
万
㎡
の
広
大
な
敷
地
、
比
叡
山

を
の
ぞ
み
、
豊
か
な
緑
に
包
ま
れ
た
レ
ン
ガ
造
り
の
校
舎
、
木
の
ぬ

く
も
り
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
校
舎
内
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
、
自
分
た
ち
の
居
心
地
の
良
い
場
所
、
お
気
に
入
り
の
場
所
を
持

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
中
学
校
校
舎
棟
（
立
志
舘
）
で
は
、
関
西
初
、
こ
の
規

模
の
学
校
建
築
で
は
全
国
初
の
『
教
化
セ
ン
タ
ー
方
式
』
を
採
用
し
、

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
、
イ
キ
イ
キ
す
る
事
の
で
き
る
校
舎
で
あ
り
、

生
徒
た
ち
の
「
学
び
た
く
な
る
世
界
」
を
創
造
す
る
空
間
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
高
校
校
舎
棟
で
は
、
勉
強
に
集
中
で
き
る
教
室
空
間

計
画
を
採
用
し
、
中
・
高
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
即
し
た
校
舎
計
画
を

実
現
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
移
転
統
合
後
、
２
０
２
０
年
に
は
、

高
校
体
育
館
（
翼
翔
館
）
が
完
成
し
、
岩
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
て
の

校
舎
棟
が
新
し
く
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
は
、
一
人

の
建
築
家
に
よ
り
統
一
し
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
緑
に
包
ま
れ
た
環

境
の
中
、
赤
い
レ
ン
ガ
の
校
舎
棟
が
生
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ラ
ー
で
統
一
さ
れ
て
い
る
中
・
高 

岩
倉
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
生
徒
、
教
職
員
を
育
む
、
最
高
の
建
築
空
間
で
す
。



こ
の
復
元
衣
装
は
、
清
水
久
美
子
女
子
大
学
名
誉

教
授
に
よ
っ
て
、
１
９
９
６
年
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
製
作
に
当
た
っ
て
は
、
１
８
８
９
年
同
志
社

女
学
校
卒
業
式
写
真
を
は
じ
め
、
複
数
の
女
性
宣
教

師
写
真
を
参
考
に
、
当
時
の
服
装
を
時
代
考
証
さ
れ
た
。

明
治
期
同
志
社
に
お
け
る
女
性
宣
教
師
の
服
装
は
、

欧
米
の
流
行
を
反
映
し
つ
つ
、
日
本
で
の
衣
服
調
達
の

困
難
や
経
済
的
事
情
に
よ
り
、
流
行
期
よ
り
遅
れ
て

長
く
着
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
１
８
７
０
～
１
８

８
０
年
代
は
前
期
バ
ッ
ス
ル
ス
タ
イ
ル
が
主
流
で
、
ウ

エ
ス
ト
を
絞
り
後
腰
部
を
膨
ら
ま
せ
た
ツ
ー
ピ
ー
ス

ド
レ
ス
に
ス
タ
ン
ド
カ
ラ
ー
、
レ
ー
ス
や
ジ
ャ
ボ
＊
１
、

ボ
ウ
＊
２
な
ど
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
。
１
８
８
９

年
頃
に
は
後
期
バ
ッ
ス
ル
ス
タ
イ
ル
へ
移
行
し
、
キ
モ

ノ
風
打
ち
合
わ
せ
や
東
洋
風
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
取
り

入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
前
述

の
同
志
社
女
学
校
卒
業
式
写
真
と
同
年
の
撮
影
と
さ

れ
る
写
真
で
は
、「
草
花
文
様
の
上
下
共
布
の
ツ
ー
ピ

ー
ス
の
バ
ッ
ス
ル
ス
タ
イ
ル
ド
レ
ス
」を
着
用
し
た
Ｍ・

Ｆ
・
デ
ン
ト
ン
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
清
水
久

美
子
著
『
明
治
期
同
志
社
に
お
け
る
外
国
婦
人
宣
教

─　c o l l e c t i o n   2 3　─

女性宣教師の服装（復元）

同志社の逸品

女性宣教師の服装（復元）



師
の
服
装
』（
１
９
９
９

年
）
よ
り
抜
粋
）。

こ
の
復
元
衣
装
は
、
１

８
８
０
～
１
８
9
０
年
代

に
西
欧
お
よ
び
東
部
ア
メ

リ
カ
で
流
行
し
た
バ
ッ
ス

ル
ス
タ
イ
ル
の
ド
レ
ス
で
、

コ
ル
セ
ッ
ト
着
用
に
よ
る

胸
の
豊
か
さ
と
ウ
エ
ス
ト

の
細
さ
を
強
調
し
、
ふ
っ

く
ら
し
た
袖
山
と
立
襟
を
も
つ
ボ
デ
ィ
ス
（
胴
衣
）、
後
腰
を

大
き
く
膨
ら
ま
せ
た
裾
広
が
り
の
ス
カ
ー
ト
か
ら
な
る
上
下

二
部
式
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
特
徴
で
あ
る
。
特
に
ス
カ
ー
ト
は
、

一
番
下
に
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
ス
カ
ー
ト
、
前
か
ら
脇
に
か
け

て
の
ド
レ
ー
パ
リ
ー
ス
カ
ー
ト
（
巻
き
ス
カ
ー
ト
）、
後
部
の

み
に
つ
け
る
ド
レ
ー
パ
リ
ー
ス
カ
ー
ト
（
飾
り
ス
カ
ー
ト
）
の

三
種
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
衣
服
構
成
パ
タ
ー
ン
や
縫

製
技
法
は
、
主
にJanet A

rnold

著
『P

a
ttern

s o
f 

F
a
sh

io
n

』
の
１
８
８
７
～
１
８
８
9
年
ビ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル

バ
ー
ト
博
物
館
所
蔵
の
デ
イ
・
ド
レ
ス
を
参
照
し
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
で
、
紺
地
花
柄
ブ
ロ
ケ
ー
ド

（
ト
リ
ア
セ
テ
ー
ト
80
％
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
20
％
）
製
で
あ
る
。

１
９
９
６
年
11
月
22
日
〜
１
９
９
７
年
7
月
31
日
ま
で
の

間
、
本
学
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
キ
リ
ス
ト
教
女
子
教
育

と
オ
ル
ガ
ン
―
明
治
期
の
同
志
社
女
学
校
―
」
の
際
に
、
こ

の
復
元
衣
装
は
初
め
て
展
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
企
画
展

初
日
に
開
催
さ
れ
た
演
奏
会
「
明
治
の
音
を
き
く
」
で
は
、

鴛
淵
紹
子
本
学
名
誉
教
授
が
こ
の
復
元
ド
レ
ス
を
着
用
し
て
、

解
説
と
演
奏
を
担
当
さ
れ
た
。
現
在
は
、
女
子
大
学
史
料
セ

ン
タ
ー
展
示
室
に
て
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。

＊
１  jabot  

レ
ー
ス
や
薄
布
に
襞
を
寄
せ
た
も
の

＊
２ bow

  
蝶
形
結
び

（
女
子
大
学
史
料
セ
ン
タ
ー
）

同志社の逸品

同志社女学校卒業式（1889年）

バッスルドレス姿のデントン（右）
（1889年頃）

（大学社史資料センター所蔵）



私の研究・私の授業

大
学変

形
型
月
面
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ 

―
そ
の
先
に

生
命
医
科
学
部
教
授 

渡わ
た
辺な
べ

　
公き
み
貴た
か

は
じ
め
に

２
０
２
４
年
1
月
25
日
、
世
界
初
と
な
る
月
面
へ
の
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
着
陸
に
成
功
し
た
小
型
月
着
陸
実
証
機
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
の
月
面
着
陸
姿

勢
を
捉
え
た
写
真
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
的
な
一
枚
を
撮

影
し
た
の
が
、
変
形
型
月
面
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｌ
Ｅ
Ｖ-

２
（
愛
称：

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
）」（
写
真
①
）

で
す
。
本
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
、
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
、
ソ
ニ

ー
グ
ル
ー
プ
、
同
志
社
大
学
に

よ
る
共
同
開
発
の
成
果
で
す
。

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
は
野
球
ボ
ー
ル

ほ
ど
の
サ
イ
ズ
で
あ
り
な
が

ら
、
月
面
探
査
と
い
う
重
要
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
世
界
で
初
め
て
完
全
自
律
に
よ
る
月
面
探
査
を
成
功

さ
せ
た
ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
の
開
発
経
緯

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
の
開
発
は
、
私
が
玩
具
メ
ー
カ
ー
の
タ
カ
ラ
ト
ミ

ー
に
所
属
し
て
い
た
２
０
１
６
年
、
同
社
が
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
探
査
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
の
公
募
テ
ー
マ
「
昆
虫
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発

／
広
域
未
踏
峰
探
査
技
術
」
に
応
募
し
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
端
を

発
し
ま
す
。「
昆
虫
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
玩
具
メ
ー
カ

ー
が
長
年
培
っ
て
き
た
小
型
機
構
設
計
や
変
形
技
術
と
親
和
性
が
高

い
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
１
９
年
に
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
、
２

０
２
１
年
に
同
志
社
大
学
が
参
画
し
、
４
者
に
よ
る
本
格
的
な
共
同

開
発
体
制
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
各
機
関
の
主
な
役
割
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

・�

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
：
宇
宙
仕
様
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
か
ら
の
分

離
機
構

私の研究・私の授業
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・�

タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
／
大
学
：
ロ
ボ
ッ
ト
の
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
設
計

お
よ
び
動
作
検
証

・�
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
：
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
お
よ
び
画
像
処
理
系
の
開
発

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
は
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
の
着
陸
直
前
、
高
さ
約
５
ｍ
か
ら
月

面
に
向
け
て
放
出
さ
れ
ま
し
た
。
放
出
時
は
球
形
（
直
径
78
㎜
）、

質
量
２
２
８
ｇ
で
あ
り
、
部
品
点
数
を
約
60
点
に
抑
え
る
こ
と
で
軽

量
化
と
故
障
リ
ス
ク
の
低
減
を
図
り
ま
し
た
。

月
面
着
陸
後
、
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
は
球
体
外
殻
を
変
形
さ
せ
て
車
輪

を
形
成
し
、
自
律
走
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
前
後
に
搭
載
し
た
カ
メ

ラ
に
よ
り
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
お
よ
び
周
囲
環
境
を
撮
影
し
、
最
も
適
切
な
画

像
を
自
動
選
択
。
走
行
デ
ー
タ
と
と
も
に
、
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
Ｌ
Ｅ

Ｖ-

１
を
介
し
て
地
球
へ
送
信
し
ま
し
た
。（
写
真
②
）

２
．
開
発
に
お
け
る
技
術
的
課
題
と
克
服

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
の
開
発
で
は
、
20
回
を
超
え
る
試
作
と
30
回
以
上

の
設
計
改
定
を
経
て
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
搭
載
用
フ
ラ
イ
ト
モ
デ
ル
が
完
成

し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
主
に
以
下
の
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。

２
・
１　
月
面
地
形
へ
の
対
応

月
面
は
「
レ
ゴ
リ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
微
細
な
砂
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
の
よ
う
な
２
輪
ロ
ボ
ッ
ト
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い

環
境
で
す
。
特
に
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
の
着
陸
予
定
地
は
約
15
度
の
傾
斜
地
で

あ
り
、
条
件
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
の
斜
面
を
登
坂
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
度
の
共
同
研
究
で
は
、
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
通
常
の
車

輪
構
造
で
は
約
５
度
程
度
が
登
坂
限
界
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
し
た
。
一
方
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ

搭
載
条
件
と
し
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ-

Ｑ
の
質
量
は
３
０
０
ｇ

以
下
、
サ
イ
ズ
は
野
球
ボ
ー

ル
程
度
に
制
限
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
砂
漠
や
干
潟
に

生
息
す
る
生
物
の
移
動
様
式

に
着
目
し
ま
し
た
。
ウ
ミ
ガ

メ
の
幼
体
が
砂
の
急
斜
面
を

登
る
動
き
や
、
有
明
海
の
ム

ツ
ゴ
ロ
ウ
の
運
動
様
式
か
ら

着
想
を
得
て
、
車
輪
中
心
軸
を
意
図
的
に
偏
心
さ
せ
る
構
造
を
採
用

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
最
大
約
30
度
の
傾
斜
登
坂
を
可
能
に
し

ま
し
た
。

２
・
２　
格
納
と
展
開
の
両
立

Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
搭
載
時
に
は
球
体
形
状
で
あ
る
一
方
、
月
面
で
は
安
定

走
行
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
相
反
す
る
要
件
を
満
た
す
た
め
、

変
形
玩
具
や
生
物
模
倣
技
術
を
応
用
し
、
球
体
外
殻
を
展
開
し
て
車

輪
と
し
て
機
能
さ
せ
る
構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。

２
・
３　
横
転
時
の
復
帰
機
構

月
面
の
起
伏
に
よ
り
横
転
す
る
可
能
性
を
考
慮
し
、
転
倒
後
に
自

力
で
走
行
姿
勢
へ
復
帰
で
き
る
構
造
が
必
要
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
（
尾
部
）
に
折
り
畳
み
式
突
起
を
設
け
、
レ
ゴ
リ

ス
に
引
っ
か
け
て
起
き
上
が
る
機
構
を
導
入
し
ま
し
た
。

【写真②】SLIMの月面写真
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２
・
４　
月
面
環
境
下
で
の
試
験
と
課
題

振
動
試
験
、
熱
真
空
試
験
、
放
射
線
試
験
、
着
陸
環
境
下
で
の
撮

影
試
験
、
レ
ゴ
リ
ス
模
擬
砂
に
よ
る
走
行
試
験
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
検
証
を
実
施
し
ま
し
た
。

３
．
月
面
探
査
の
成
功
と
意
義

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-
Ｑ
は
数
度
の
打
ち
上
げ
延
期
を
経
て
、
２
０
２
３
年

9
月
7
日
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
らH

-IIA

ロ
ケ
ッ
ト
47
号

機
に
よ
り
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
打
ち
上
げ
の
瞬
間
、
私
は
「
Ｓ

Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
、
元
気
に
行
っ
て
こ
い
よ
」
と
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で

見
送
っ
て
い
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
1
月
20
日
0
時
20
分
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ

Ｍ
は
月
面
ク
レ
ー
タ
ー
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
」
へ
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着

陸
に
成
功
し
、
日
本
初
、
世
界
で
5
カ
国
目
と
な
る
月
面
着
陸
を
達

成
し
ま
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｖ-

２（
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
）は
以
下
の
成
果
を
達
成
し
ま
し
た
。

・
日
本
初
の
月
面
探
査
ロ
ボ
ッ
ト

・
世
界
初
の
完
全
自
律
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
月
面
探
査

・
世
界
初
の
複
数
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
同
時
月
面
探
査

・
世
界
初
の
月
面
ロ
ボ
ッ
ト
間
通
信

さ
ら
に
、「
世
界
最
小
・
最
軽
量
の
月
面
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
い

う
称
号
も
得
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
の
成
功
は
、
今
後
の
宇
宙

探
査
技
術
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
多
数
の

小
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
広
域
探
査
や
、
崖
や
竪
穴
と
い
っ
た
通
常

の
ロ
ー
バ
ー
が
近
づ
け
な
い
領
域
の
調
査
に
も
応
用
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。

Ｌ
Ｅ
Ｖ-

２
が
レ
ゴ
リ
ス
に
埋
も
れ
る
ま
で
に
は
約
２
０
０
０
万

年
か
か
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
月
を
見
上
げ
る
た
び
に
、
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ-

Ｑ
が
「
月
の
ウ
サ
ギ
の
耳
」
の
近
く
で
存
在
し
続
け
る
こ
と
を

想
像
し
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

４
．
そ
の
先
に

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
極
限
ま
で
小
型
化
さ
れ
た
自
律
ロ
ボ
ッ
ト

で
あ
っ
て
も
、
月
面
と
い
う
過
酷
な
環
境
に
お
い
て
実
用
的
な
探
査

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。
将
来
の
月
面
探
査
で
は
、

大
型
ロ
ー
バ
ー
単
独
に
よ
る
探
査
か
ら
、
多
数
の
小
型
・
軽
量
ロ
ボ

ッ
ト
を
分
散
投
入
す
る
群
探
査
の
移
行
が
加
速
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
で
確
立
さ
れ
た
変
形
機
構
、
自
律
走
行
、
ロ
ボ

ッ
ト
間
通
信
、
極
低
消
費
電
力
設
計
は
、
こ
う
し
た
群
探
査
の
中
核

技
術
と
な
り
得
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
の
設
計
思
想
は
月

面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
小
惑
星
探
査
、
火
星
衛
星
探
査
、
さ
ら
に
は
将

来
の
深
宇
宙
探
査
へ
の
応
用
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
低
重
力
天
体
に
お

い
て
、転
倒
を
前
提
と
し
た
運
動
設
計
や
変
形
構
造
は
、従
来
の
「
転

倒
＝
ミ
ッ
シ
ョ
ン
失
敗
」
と
い
う
常
識
を
覆
す
も
の
で
す
。
柔
軟
な

発
想
と
、
宇
宙
工
学
の
厳
格
な
要
求
条
件
を
融
合
さ
せ
た
本
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
新
た
な
宇
宙
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
る
で
し
ょ
う
。
学
生
と
共
に
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
に
続
く
月
・
惑
星
探

査
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
小
さ
な
一
粒
が
、
日
本
の
宇
宙
開
発
の
未
来
に
貢

献
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
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「
労
働
」
と
は
何
な
の
か

育
っ
た
時
代
や
地
域
、
家
庭
に
よ
っ
て
も
「
働
く
」
イ
メ
ー
ジ
は

様
々
で
し
ょ
う
が
、
現
代
を
生
き
る
人
の
多
く
が
「
働
く
」
イ
コ
ー

ル
「
賃
労
働
」、
つ
ま
り
「
有
償
労
働
」
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。「
労
働
」
と
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
有
償
の
「
生
産

労
働
」
に
限
定
さ
れ
ず
、
育
児
・
家
事
・
介
護
と
い
っ
た
、
従
来
は

無
償
な
い
し
低
賃
金
で
担
わ
れ
て
き
た
「
ケ
ア
労
働
」
を
中
心
と
す

る
「
再
生
産
労
働
」
も
存
在
し
ま
す
。
こ
う
し
た
「
労
働
」
を
め
ぐ

り
私
た
ち
が
抱
く
一
面
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
工
業
化
と
資
本
主
義
経
済

化
が
い
ち
早
く
進
展
し
た
西
欧
近
代
の
刻
印
を
強
く
受
け
て
い
る
こ

と
が
、
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
で
理
解
で
き
ま
す
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
で
「
苦
役
」
と
し
て
蔑
ま
れ
て
い
た
「
労
働
」
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
の
中
で
共
同
体
へ
の
奉
仕
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
中
世
の
修
道
院
に
お
い
て
手
を
使
う
「
労

働
」
は
、
修
養
と
し
て
も
尊
ば
れ
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
社

会
で
「
労
働
」
は
た
ん
な
る
生
計
手
段
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、財
産・

富
・
文
明
の
源
泉
と
な
り
、
だ
か
ら
こ
そ
人
間
の
存
在
意
義
や
自
己

実
現
と
も
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、「
労
働
」

を
懲
罰
や
再
教
育
の
手
段
と
す
る
考
え
方
も
、
キ
リ
ス
ト
教
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
伝
統
で
す
。
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
支
配
・
併
合
し

た
地
域
の
住
民
や
戦
争
捕
虜
に
は
強
制
労
働
な
い
し
奴
隷
労
働
が
課

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
雇
用
主
と
被
雇
用
者
の
非
対
称
的
な
力
関
係
が
、

「
労
働
」
を
誰
に
割
り
振
る
か
の
判
断
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
あ
る
人
に
と
っ
て
は
自
己
実
現
や
幸
福
の
源
泉
で
あ
り
、

あ
る
人
に
と
っ
て
は
苦
労
と
不
幸
の
種
で
も
あ
る
「
労
働
」
の
両
義

性
に
着
目
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
ド
イ
ツ
と
隣
接
地
域
に
お
け

る
女
性
の
「
労
働
」
に
つ
い
て
現
在
は
研
究
し
て
い
ま
す
。

私の研究・私の授業

大
学

「
労
働
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
歴
史
か
ら 

現
代
社
会
を
理
解
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
教
授 

石い
し
井い

　
香か

江え
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「
労
働
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ

史
料
を
通
し
て
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
現
代
社
会
で
「
あ
た
り
ま

え
」
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
過
去
に
は
必
ず
し
も
そ
う
で
な

か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
社
会
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史

を
専
門
と
す
る
私
に
と
っ
て
は
、「
労
働
」
の
意
味
は
も
ち
ろ
ん
「
労

働
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
関
係
も
、
そ
の
数
多
い
事
例
の
一
つ
で
す
。

「
労
働
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
、
社
会
学
的
な
視
点

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
社
会
史
研
究
で
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
そ
の
線
引
き
の
方
法
に
加
え
、
時
代

背
景
や
経
済
的
事
情
に
よ
っ
て
、
こ
の
線
引
き
の
仕
方
が
変
化
す
る

こ
と
、
つ
ま
り
普
遍
的
で
は
な
い
と
い
う
事
実
に
注
目
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
代
表
的
な
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
紹
介
し
ま
す
。
一
つ

目
は
、
ツ
ン
フ
ト
（
同
職
組
合
）
や
職
場
か
ら
女
性
が
排
除
さ
れ
る

過
程
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
工
業
化
以
前
、
ツ
ン
フ
ト
の

形
成
過
程
で
女
性
の
製
織
労
働
従
事
者
な
ど
が
周
縁
化
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
工
業
化
を
背
景
に
増
加
し
た
女
性
労
働
者
は
安
価
な
競
争

相
手
と
み
な
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
男
性
労
働
者
が
市
民
的
な
価
値
規

範
（「
男
性
稼
ぎ
主
モ
デ
ル
」）
を
受
け
入
れ
る
過
程
で
女
性
労
働
者

は
排
除
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
母
性
保
護
の
名
の
も
と
に
、

炭
鉱
労
働
な
ど
の
危
険
業
種
で
女
性
労
働
を
規
制
す
る
工
場
法
も
、

女
性
労
働
を
特
殊
化
し
、
排
除
す
る
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
観
点
か

ら
再
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
女
性
を
労
働
か
ら
排
除
す

る
の
で
は
な
く
包
摂
し
つ
つ
、
性
別
の
「
適
性
」
に
応
じ
て
「
女
の

仕
事
」
を
「
男
の
仕
事
」
か
ら
区
別
す
る
過
程
や
、
こ
の
線
引
き
が

変
化
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
社
会
的
背
景
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、

私
自
身
は
こ
れ
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。
三
つ
目
は
、
男
女
の
仕
事

を
分
け
る
従
来
の
線
引
き
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
戦
時
期
に
注
目
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
で
、
私
が
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
と
も
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
戦
時
に
女
性
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
平
時
に
「
女
の

仕
事
」
と
さ
れ
た
家
事
・
育
児
・
看
護
・
介
護
な
ど
に
加
え
、
召
集

さ
れ
た
男
性
に
代
わ
っ
て
「
男
の
仕
事
」
も
担
う
こ
と
で
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
下
の
女
性
た
ち
の
「
労
働
」
の
諸
相

私
が
所
属
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
は
、
専
門
と
す
る
デ

ィ
シ
プ
リ
ン
も
地
域
も
多
様
な
研
究
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
日
常
的
な
交
流
の
中
で
は
も
ち
ろ
ん
、
複
数
の
教
員
が
担
当

す
る
オ
ム
ニ
バ
ス
の
授
業
の
中
で
、
自
分
の
拠
っ
て
立
つ
土
台
が
揺

ら
ぐ
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
以
前
で
あ
れ
ば
分
析
の
単
位
が
国
民

国
家
で
あ
る
こ
と
に
強
い
問
題
意
識
を
覚
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
最
近
で
は
ド
イ
ツ
と
隣
接
す
る
地
域
（
フ
ラ
ン
ス
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
に
も
目
を
向
け
、
戦
時
期
の
地
域
間
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の
人
の
「
移
動
」
と
「
労
働
」
の
実
態
、
そ
こ
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。
例
え
ば
女
性
は
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
も
、
銃
後
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
銃
後
と
前
線
に
お
い
て

を
問
わ
ず
、「
男
の
仕
事
」
を
担
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
１

９
３
５
年
の
国
家
労
働
奉
仕
法
に
よ
り
20
歳
以
上
の
す
べ
て
の
若
者

に
労
働
奉
仕
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
特
に
１
９
４
０
年
の
夏
以
降
、
ド

イ
ツ
国
内
と
併
合
・
占
領
地
域
の
女
性
た
ち
が
組
織
的
に
動
員
・
徴

用
さ
れ
、
ド
イ
ツ
国
防
軍
（
陸
軍・海
軍・空
軍
の
総
体
）、
ナ
チ
ス・

ド
イ
ツ
の
治
安
組
織
で
あ
る
親
衛
隊
、
秘
密
警
察
部
門
で
あ
る
ゲ
シ

ュ
タ
ポ
、
ド
イ
ツ
国
防
軍
防
空
協
会
、
ド
イ
ツ
赤
十
字
社
に
「
軍
補

助
員
」
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

女
性
た
ち
に
課
さ
れ
た
仕
事
の
内
容
や
重
さ
は
、
出
身
地
域
と
女

性
の
社
会
階
層
や
配
偶
関
係
、
人
種
で
異
な
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、

そ
の
背
後
に
戦
争
の
強
制
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

工
場
に
動
員
さ
れ
た
の
は
主
に
労
働
者
層
の
女
性
で
あ
り
、
彼
女
た

ち
の
子
ど
も
の
面
倒
は
、
市
民
層
の
女
性
が
担
い
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
層
の
女
性
が
過
酷
な
高
射
砲
業
務
を
避
け
た
た
め
、
こ
の
任
務

に
就
い
た
女
性
に
は
農
村
出
身
者
が
多
く
な
っ
た
た
め
、「
劣
等
人

種
」
と
さ
れ
た
「
東
方
労
働
者
」（
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
人
な
ど
）
の
女
性
も
が
徴
用
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
た
ち

は
性
別
の
あ
る
人
間
で
は
な
く
「
労
働
力
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
ド
イ

ツ
人
女
性
で
あ
れ
ば
適
用
さ
れ
う
る
母
性
保
護
も
考
慮
さ
れ
な
い
厳

し
い
労
働
環
境
で
妊
娠
の
末
に
死
産
し
た
り
、
優
生
学
的
・
人
種
主

義
的
な
理
由
か
ら
中
絶
を
強
い
ら
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

歴
史
か
ら
見
る
「
労
働
」
の
現
在

「
労
働
」
に
注
目
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
は
、
労
働
力
が
不
足
す
る

戦
時
期
や
、
安
価
な
労
働
力
が
必
要
な
工
業
化
の
時
代
の
社
会
的
・

経
済
的
事
情
で
、
線
引
き
が
変
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま

し
た
。「
女
の
仕
事
」
と
「
男
の
仕
事
」
の
線
引
き
は
、
女
性
や
社

会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
や
尊
厳
を
守
る
こ
と
と
は
無
関
係
に
変

化
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。
女
性
活
躍
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進

が
果
た
し
て
、
国
際
労
働
機
関
が
提
唱
す
る
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ

ー
ク
」（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
）
を
目
指
す
も
の
な

の
か
ど
う
か
、
賃
金
や
労
働
条
件
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
有
無
な
ど
の

「
労
働
」
実
態
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
取
り
組
み
の
背
後
に
あ
る
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
大
き
な
文
脈
に
目
を
向
け
る

こ
と
が
必
須
で
す
。
変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
を
複
眼
的
な
見
方
で

冷
静
に
捉
え
る
に
は
、
過
去
や
他
地
域
の
参
照
軸
が
必
要
で
す
。
そ

こ
で
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
歴
史
・
地
域
研
究
の
方
法
と
知
見
を
身

に
つ
け
て
か
ら
、
社
会
に
飛
び
立
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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私の研究・私の授業

女
子
大
学

国
際
保
健
の
視
点
で 

在
留
外
国
人
の
健
康
を
支
援

看
護
学
部
准
教
授 

橋は
し
本も
と

　
秀ひ
で
実み

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
経
験
が
研
究
の
出
発
点
に

私
の
研
究
活
動
の
出
発
点
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
、
保

健
師
と
し
て
ア
フ
リ
カ
で
活
動
し
た
約
30
年
前
に
遡
り
ま
す
。

私
が
暮
ら
し
た
セ
ネ
ガ
ル
の
地
域
で
は
、
州
都
で
も
蛇
口
を
ひ
ね

る
と
茶
色
の
水
が
出
て
、
何
度
も
ろ
過
し
て
煮
沸
し
な
い
と
飲
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
農
村
で
は
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
手
洗
い
や
う
が
い
の
習
慣
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
訪
問
看
護

で
は
、
雨
季
の
初
め
に
た
く
さ
ん
の
乳
児
が
マ
ラ
リ
ア
等
の
感
染
症

で
亡
く
な
る
場
面
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
は
病
院
に
連
れ

て
行
き
た
く
て
も
、
お
父
さ
ん
が
行
く
必
要
は
な
い
、
ど
う
せ
治
ら

な
い
の
だ
か
ら
お
金
の
無
駄
だ
と
言
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
次

に
赴
任
し
た
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
も
同
じ
で
、
当
時
、
妊
婦
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
陽
性
率
は
39
％
と
非
常
に
高
か
っ
た
の
で
す
が
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
男
性
か
ら
い
わ
れ
の
な
い
偏
見
や
差
別
を
受
け
、
子

ど
も
を
抱
え
て
働
く
こ
と
も
で
き
ず
に
一
人
で
苦
し
む
女
性
を
数
多

く
見
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
も
日
本
を
離
れ
、
一
時
的
に
移
民
、
つ
ま
り
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
と
し
て
活
動
す
る
中
で
、
言
葉
も
通
じ
ず
、
病
気
に
な
っ
て
も
医

療
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
さ
え
難
し
い
。
異
文
化
社
会
で
健
康
を
維

持
す
る
こ
と
が

ど
れ
だ
け
大
変

な
の
か
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
ジ
ェ
ン
ダ

ー
不
平
等
や
貧

困
な
ど
、
健
康

を
決
定
す
る
社
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会
的
要
因
は
様
々
で
す
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
一
つ
（
す
べ
て
の

人
に
健
康
と
福
祉
を
）
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
ヘ
ル
ス
の
視
点
で
社
会
的
弱
者
の
健
康
問
題
を
考
え
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
ア
フ
リ
カ
で
の
経
験
と
思
い
か
ら
、
異
文
化

背
景
を
持
つ
在
留
外
国
人
、
特
に
女
性
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康

に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
社
会
と
の
懸
け
橋
に
な
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

２
０
２
５
年
6
月
末
現
在
、
在
留
外
国
人
の
数
は
３
９
５
万
６
，

６
１
９
人
（
出
入
国
在
留
管
理
庁
）。
子
ど
も
が
指
を
切
っ
た
の
で

病
院
に
行
っ
た
が
、
そ
こ
は
歯
医
者
だ
っ
た
…
、（
保
健
師
な
ど
が

無
料
で
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
指
導
等
を
行
う
）
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
の
制
度

を
知
ら
ず
、
区
役
所
か
ら
頻
繁
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
怖
か
っ
た

…
。
冗
談
の
よ
う
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
健
康
の
「
読
み
書

き
そ
ろ
ば
ん
」
で
あ
る

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の

背
景
に
は
、
言
葉
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
サ
ポ
ー
ト

や
健
康
・
保
健
知
識
の

不
足
な
ど
様
々
な
要
因

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

私
は
10
年
以
上
前
か
ら
、
東
海
地
域
の
研
究
者
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
等

と
共
同
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ブ
リ
ッ
ジ
・
ワ
ー
カ
ー
」
の
仕
組
み

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
在
留
外
国
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
集

住
地
域
）
で
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も
つ
親
と
子
ど
も
が
集
い
、
一
緒

に
遊
ん
だ
り
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
お
祭
り
で

は
ピ
ニ
ャ
ー
タ
（
お
菓
子
な
ど
を
詰
め
る
く
す
玉
）
を
一
緒
に
壊
し

た
り
、
日
本
の
料
理
や
風
習
も
紹
介
し
た
り
し
ま
す
。
こ
う
し
た
地

域
協
働
の
取
組
の
中
か
ら
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
さ
れ
た
外
国
人
の
リ
ー

ダ
ー
が
育
ち
、
例
え
ば
一
人
で
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
に
「
こ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
や
る
け
ど
参
加
し
な
い
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
…
、

そ
ん
な
日
本
社
会
と
の
懸
け
橋
に
な
っ
て
く
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ブ
リ
ッ
ジ
・
ワ
ー
カ
ー
が
、
ま
ち
の
そ
こ
こ
こ
に
存
在
す
れ
ば
、
お

互
い
に
異
文
化
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
在
留
外
国
人
の
ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
の
課
題
も
解
決
に
導
け
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

異
文
化
・
多
文
化
共
生
社
会
の
看
護
ケ
ア
を
考
え
る

異
文
化
看
護
、
多
文
化
看
護
と
い
う
概
念
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

英
語
で
会
話
で
き
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、甘
い
も
の
を
好
む
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
で
育
っ
た
在
留
外
国
人
に「
糖

分
の
摂
り
過
ぎ
は
か
ら
だ
に
良
く
な
い
」
と
言
っ
て
も
な
か
な
か
受
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け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
。
異
文
化
・
多
文
化
看
護
と
は
、

言
い
換
え
れ
ば
調
整
す
る
看
護
ケ
ア
。
特
に
保
健
師
の
仕
事
は
、
地

域
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心
と
な
り
ま

す
。
自
分
た
ち
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ

け
分
か
り
や
す
く
端
的
な
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
相
手

の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

異
文
化
・
多
文
化
看
護
に
求
め
ら
れ
る
保
健
師
の
ス
キ
ル
は
、
ど

う
す
れ
ば
身
に
つ
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
実
際
に

在
留
外
国
人
を
担
当
し
た
経
験
が
あ
る
保
健
師
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
困
っ
た
こ
と
や
驚
い
た
こ
と
な
ど
、
具
体
的
な
問
題
や
状
況

を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
元
に
、
学
会
な
ど

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
「
こ
う
い
う
事
例
で
は
、
皆
さ
ん
は
ど
う

対
応
し
ま
す
か
？
」
と
問
い
か
け
る
こ
と
で
、
保
健
師
さ
ん
た
ち
が

い
ろ
ん
な
知
恵
や
工
夫
を
出
し
合
い
、
相
互
に
議
論
し
学
び
な
が
ら
、

看
護
能
力
を
高
め
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

技
能
実
習
生
の
性
に
関
す
る
健
康
問
題

も
う
一
つ
、
技
能
実
習
生
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
つ

ま
り
性
や
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
健
康
問
題
に
つ
い
て
も
研
究
を

始
め
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
若
い
世
代
の
思
春
期
ヘ
ル
ス
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
習
で
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
、
な
か
で
も
女

性
に
特
化
し
た
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
の
機
会
は
ほ
と
ん

ど
与
え
ら
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

性
被
害
に
遭
っ
た
り
、

望
ま
な
い
妊
娠
を
し

て
し
ま
っ
た
り
、
も
し
か
す
る
と
月
経
困
難
症
で
苦
し
ん
で
い
る
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
ベ
ト
ナ
ム
や
ネ
パ
ー
ル
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
な
ど
の
技
能
実
習
生
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
、
性
や
妊

娠
に
対
す
る
悩
み
に
耳
を
傾
け
、
正
し
い
知
識
・
行
動
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引

き
起
こ
し
た
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
身
の
回
り
だ
け
で
な
く
、
今
や

世
界
的
な
視
点
で
公
衆
衛
生
（
国
際
保
健
）
を
考
え
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
や
さ
し
い
社
会
は
、
み
ん
な
に

と
っ
て
住
み
よ
い
社
会
と
な
る
は
ず
で
す
。
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人

へ
の
健
康
支
援
を
通
し
て
、
豊
か
で
幸
せ
な
多
文
化
共
生
の
在
り
方

を
提
案
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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香
里
中
学
校
・
高
等
学
校

香
里
高
校
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

社
会
科
教
諭
・
探
究
科
委
員
会
委
員
長 

虫む
し
本も
と

　
隆
り
ゅ
う
い
ち一

高
３
卒
業
時
に
卒
業
論
文　
１
万
字

拙
稿
は
「
私
の
研
究
・
私
の
授
業
」
の
一
端
で
す
が
、
紹
介
し
た

い
の
は
「
私
た・

ち・

の
授
業
」
で
す
。
多
く
の
教
員
で
担
当
す
る
同
志

社
香
里
高
校
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以
下
「
探
究
」）
に
つ

い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

・�

ラ
ブ
ソ
ン
グ
内
の
や
り
と
り
に
お
け
る
„
も
ど
か
し
さ
＂
と
通

信
手
段
の
変
化
の
関
係

・
オ
ー
プ
ン
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
の
構
成
と
依
存
度
の
関
係

・「
か
わ
い
い
」
と
い
う
感
情
と
は
何
か

・
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
判
断
の
是
非

・�

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
が
世
界
で
愛
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
？
～
„
Ｋ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｉ
Ｉ
＂
ア
イ
コ
ン
、
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
魅
力
に
せ
ま
る
～

右
に
挙
げ
た
の
は
、
昨
春
、
香
里
高
校
を
巣
立
っ
た
３
年
生
が
書

い
た
卒
業
論
文
タ
イ
ト
ル
の
例
で
す
。「
自
主（
自
治
）自
立
」や「
倜

儻
不
羈
」
は
同
志
社
教
育
の
根
本
精
神
で
す
。
い
や
し
く
も
同
志
社

香
里
の
卒
業
生
た
る
者
、
教
員
か
ら
テ
ー
マ
や
課
題
を
与
え
ら
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
自
ら
の
関
心
や
生
き
方
と
社
会
的
意
義
に
照
ら
し

て
、
正
解
で
は
な
く
最
適
解
や
納
得
解
を
必
要
と
す
る
問
い
を
た
て
、

相
応
し
い
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
そ
の
解
を
導
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
卒
業
を
控
え
た
冬
休
み
に
そ
れ
ぞ
れ
が
１
万
字
の
卒
業
論
文

を
書
き
、
年
明
け
に
そ
の
成
果
を
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
報
告
し
ま
す
。
こ
れ
が
同
志
社
香
里
高
校
に
お
け

る
３
年
間
の
「
探
究
」
の
総
仕
上
げ
で
す
。

「
探
究
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
員

高
校
３
年
次
の
「
探
究
」
の
授
業
は
週
に
２
時
間
で
す
。
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
が
設
定
し
た
問
い
を
分
類
し
、
比
較
的
似
た
テ
ー
マ
を
持
つ
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生
徒
で
ゼ
ミ
を
構
成
し
ま
す
。
一
つ
の
ゼ
ミ
は
20
名
ほ
ど
の
生
徒
に

対
し
、
テ
ー
マ
に
相
応
し
い
チ
ュ
ー
タ
ー
役
の
指
導
教
員
が
割
り
当

て
ら
れ
ま
す
。
授
業
で
は
、
各
自
が
設
定
し
た
問
い
に
つ
い
て
、
相

応
し
い
解
決
方
法
を
模
索
し
、
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。
進
捗
状

況
の
報
告
や
相
談
を
し
て
指
導
教
員
の
助
言
を
も
ら
い
、
ゼ
ミ
内
で

発
表
を
繰
り
返
し
て
、
卒
業
論
文
の
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

卒
業
論
文
を
目
標
と
し
た
高
校
１
・
２
年
次
の
「
探
究
」
は
そ
れ

ぞ
れ
週
１
時
間
で

す
。
高
校
２
年
次

の
後
半
は
、
卒
業

論
文
に
向
け
て
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の

あ
る
問
い
の
設
定

を
目
標
と
し
ま
す
。

半
年
を
か
け
、
自

分
事
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
、

か
つ
社
会
的
に
意

義
の
あ
る
問
い
を

設
定
し
ま
す
。
各

自
に
と
っ
て
可
能

な
方
法
で
、
１
年
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
内
に
、
最
適
解
や
納
得
解

を
得
ら
れ
る
問
い
の
設
定
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
関
連
資
料
を
収
集
し
、

解
が
未
知
で
あ
っ
た
り
、
既
存
の
解
に
見
直
し
が
必
要
で
あ
っ
た
り

す
る
問
い
を
見
出
し
ま
す
。

高
校
２
年
次
の
前
半
と
１
年
次
の
授
業
は
、
テ
ー
マ
と
問
い
を
定

め
、
最
適
解
や
納
得
解
を
導
く
た
め
の
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
時
間
と

し
て
い
ま
す
。
問
い
の
種
類
や
立
て
方
、
物
事
を
分
析
す
る
た
め
の

思
考
方
法
、
仮
説
と
検
証
の
方
法
、
デ
ー
タ
の
収
集
と
分
析
、
ネ
ッ

ト
や
図
書
館
を
用
い
た
資
料
検
索
の
方
法
な
ど
が
代
表
的
な
授
業
コ

ン
テ
ン
ツ
と
な
り
ま
す
。
生
徒
数
名
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
協
働
学
習

を
多
く
取
り
入
れ
、
試
行
的
に
問
い
を
た
て
、
習
得
し
た
方
法
を
用

い
て
解
を
導
き
、
成
果
を
発
表
す
る
と
い
う
こ
と
を
実
践
的
に
繰
り

返
し
ま
す
。
高
校
１
・
２
年
次
は
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
単
位
の
授
業
で
、

学
年
の
担
任
や
司
書
教
諭
な
ど
が
指
導
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
探
究
」
の
ね
ら
い

香
里
高
校
の
「
探
究
」
は
、
２
０
１
８
年
に
告
示
さ
れ
た
現
行
の

学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
度
卒

業
生
が
「
探
究
」
を
経
験
し
た
最
初
の
学
年
で
す
。

香
里
高
校
は
基
礎
学
力
の
定
着
を
重
視
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
採

っ
て
き
ま
し
た
。
定
期
考
査
に
加
え
、
各
教
科
の
実
力
テ
ス
ト
や
英

卒論発表会のプレゼンテーション風景
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検
・
数
検
な
ど
の
検
定
の
取
得
級
を
加
味
し
て
法
人
内
推
薦
制
度
で

進
学
先
を
決
め
る
生
徒
が
大
部
分
を
占
め
ま
す
。
ま
た
、
現
行
の
学

習
指
導
要
領
の
も
と
で
は
各
教
科
に
「
○
○
探
究
」
と
い
う
名
称
の

科
目
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
香
里
高
校
で
は
単
位
数
の
関
係
か
ら

学
校
設
置
科
目
が
多
く
、
科
目
名
と
し
て
の
「
○
○
探
究
」
は
少
な

い
も
の
の
、
理
科
・
社
会
科
系
を
中
心
に
実
質
的
に
「
○
○
探
究
」

と
な
っ
て
い
る
科
目
は
多
く
あ
り
ま
す
。
各
教
科
の
学
習
内
容
に
即

し
た
知
識
・
理
解
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
背
景
に
あ
る
学
問
に
固
有

の
問
い
や
見
方
・
考
え
方
を
重
視
し
、
内
容
を
掘
り
下
げ
、
協
働
学

習
も
含
め
て
教
科
の
学
び
の
枠
内
で
応
用
可
能
性
を
探
る
こ
と
は
、

以
前
か
ら
香
里
高
校
の
授
業
を
特
徴
づ
け
て
き
ま
し
た
。

現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
す
る
段
階
で
、
前
段
に
述
べ
た
学
習

の
み
で
は
足
り
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
探

究
」
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
シ
ラ
バ
ス
の
緒
言
に
「
変
化
の
激
し

い
世
の
中
に
あ
っ
て
、
今
あ
る
職
業
の
多
く
は
機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ａ
Ｉ
に
置
き
換
え
が
進
む
と
考
え
ら
れ
て
い
る
し
、
今
は
な
い
多
く

の
職
業
が
生
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
…
師
匠
と
同
じ
知
識
や

技
術
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
時
代
遅
れ
に
な
る
。
…
変
化
の
激
し

い
時
代
に
生
き
て
い
る
私
た
ち
や
諸
君
は
、
自
分
の
テ
ー
マ
が
何
で

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
現
在
ま
で
の
到
達
点
が
何
か
を
把
握
し
、
到

達
点
の
隙
間
を
探
し
て
未
解
決
の
課
題
に
挑
む
と
い
う
こ
と
を
、
そ

の
時
々
の
社
会
の
変
化
や
科
学
技
術
の
発
展
に
応
じ
て
、
一
生
続
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
書
き
ま
し
た
。
社
会
人
が
み
な
日
々
の
営

み
の
中
で
当
た
り
前
に
や
っ
て
い
る
こ
と
を
、
早
く
か
ら
生
徒
た
ち

に
も
習
慣
的
に
実
践
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

課
題
と
展
望

課
題
は
山
積
み
で
す
。
他
者
と
よ
く
似
て
は
い
て
も
、
ど
こ
か
が

ち
が
う
固
有
の
問
題
意
識
を
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
は
本
来
持
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
言
語
化
し
、
他
者
と
の
ち
が
い
を
明
確
に

す
る
こ
と
は
、
高
校
生
に
と
っ
て
難
題
で
す
。
問
い
の
た
て
方
に
よ

り
、
解
を
得
る
の
に
必
要
な
ス
キ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
ど

こ
ま
で
一
般
化
し
共
通
に
学
習
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
各
自
の
課

題
探
究
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
実
践
し
て
も
ら
う
こ
と
を
早
い
段
階

か
ら
優
先
す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
変
厚
か
ま
し
く
は
あ
り
ま

す
が
、
法
人
内
の
大
学
、
女
子
大
学
の
先
生
方
や
校
友
諸
賢
の
お
力

を
お
貸
し
頂
け
る
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
節
は
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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私の研究・私の授業

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
で
考
え
る
地
理
授
業

地
理
歴
史
科
教
諭 

田た

中な
か

　
岳た
け
人ひ
と

地
理
総
合
の
必
修
化
と
シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ

２
０
２
２
年
度
か
ら
歴
史
総
合
と
と
も
に
「
地
理
総
合
」
が
必
修

化
さ
れ
ま
し
た
。
地
理
総
合
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
地
理
教
育
の
指
針
で
あ
る
ル
ツ
ェ
ル
ン
宣
言

と
い
っ
た
国
際
的
な
動
向
の
ほ
か
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
な
ど
を

背
景
と
し
て
必
修
化
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
理

総
合
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
（
国
際
理

解
と
国
際
協
力
）、Education for Sustainable D

evelopm
ent

（
以
下
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）、
防
災
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
グ
ロ
ー

バ
ル
や
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
シ
ス
テ
ム
ア
プ

ロ
ー
チ
と
い
う
手
法
で
す
。
本
稿
で
は
、
私
が
高
校
２
年
生
を
対
象

に
地
理
総
合
で
実
践
し
た
「
シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
で
考
え
る
熱
帯

林
の
破
壊
問
題
」
を
紹
介
し
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
シ
ス
テ
ム
の
見
方
・
考
え
方
に
基

づ
き
、
複
雑
な
物
事
を
理
解
し
対
処
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
す
な

わ
ち
、「
①
相
互
関
係
か
ら
成
り
立
つ
構
造
を
把
握
し
、
②
そ
の
構

造
が
生
み
出
す
全
体
的
な
挙
動
を
捉
え
る
方
法
」
で
す
。
①
は
事
象

間
の
つ
な
が
り
（
関
係
と
構
造
）
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
り
、
シ
ス

テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
い
ま
す
。
②
は
各
事
象
の
相
互

関
係
が
過
去
、現
在
、未
来
と
い
う
時
間
軸
の
中
で
ど
の
よ
う
な
「
振

る
舞
い
（behavier

）」
を
見
せ
る
か
を
理
解
し
、
予
測
す
る
こ
と

で
あ
り
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
い
ま
す
。
地
理
学
習

に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
授
業
で
は
、
一
般
的
に
関
係
構

造
図
や
ル
ー
プ
図
な
ど
の
思
考
ツ
ー
ル
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

本
実
践
で
は
、
①
関
係
構
造
図
を
活
用
し
、
熱
帯
林
の
破
壊
に
関

す
る
地
理
的
事
象
に
つ
い
て
因
果
関
係
を
も
と
に
線
で
結
ぶ
（
シ
ス

テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
）、
②
問
題
の
構
造
を
踏
ま
え
、
そ
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れ
を
改
善
す
る
た
め
に
ど
こ
に
介
入
す
る
か
を
検
討
し
、
も
し
そ
の

事
象
を
変
化
さ
せ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
う
か
を
予
測
し
つ
つ
、

１
つ
の
改
善
策
を
ま
と
め
る
（
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
）
と

い
う
２
段
階
を
想
定
し
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
で
考
え
る
熱
帯
林
の
破
壊

帝
国
書
院
発
行
の
地
理
総
合
の
教
科
書
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
含
む

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
歴
史
に
着
目
し
て
取
扱
わ
れ
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
植
民
地
支
配
を
受
け
て
き
た
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

農
業
や
鉱
産
資
源
に
依
存
し
た
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
経
済
に
陥
っ
た
こ

と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
中
心
に
、
自
然

環
境
を
含
め
て
２
時
間
程
度
で
取
扱
っ
た
後
、
熱
帯
林
の
破
壊
問
題

に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
で
考
え
る
授
業
を
、
計
３
時
間
で

実
践
し
ま
し
た
。

◆
第
１
時
：
課
題
の
提
示
と
シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ

授
業
の
冒
頭
で
、
熱
帯
林
の
破
壊
に
つ
い
て
の
改
善
策
を
考
え
て

も
ら
う
こ
と
、
そ
れ
を
本
実
践
の
最
後
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と

し
て
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
て
も
ら
う
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
際
、

G
oogle Form

s

を
用
い
て
、
現
段
階
で
考
え
ら
れ
る
改
善
策
を

尋
ね
た
結
果
、
多
く
の
生
徒
が
「
植
林
」
と
答
え
た
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明

し
、YouTube

に
あ
る
「
ボ
ル
ネ
オ
の
猫
」
と
い
う
映
像
を
視
聴

し
ま
し
た
。
こ
の
映
像
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
考
え
る
視
点
の
必

要
性
を
考
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
物
事
の
改
善
策
に
必
殺
技
的
な
も

の
は
な
く
、「
昨
日
の
解
決
策
が
今
日
の
問
題
を
生
ま
な
い
」
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
共
有
し
ま
し
た
。

◆
第
２
時
：
関
係
構
造
図
の
作
成

本
時
で
は
、
ま
ず
生
徒
を
４
～
５
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た

上
で
、
あ
ら
か
じ
め
事
象
を
枠
組
み
に
位
置
づ
け
た
関
係
構
造
図
を

G
oogle C

lassroom

で
配
布
し
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
、
教
科
書

や
資
料
集
、
熱
帯
林
の
破
壊
問
題
を
取
扱
っ
た
資
料
を
読
み
解
き
、

各
事
象
間
の
関
係
性
を

主
に
因
果
関
係
で
捉
え
、

矢
印
で
結
ん
で
い
き
ま

す
（
図
）。
こ
の
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
、
熱
帯
林
の
破

壊
と
い
う
現
象
が
、
直
接

的
に
は
、
違
法
伐
採
や
大

豆
栽
培
、
過
度
な
焼
畑
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で

起
き
て
い
る
こ
と
を
捉

え
さ
せ
ま
す
。
で
は
、
熱

 
図　生徒の作成した関係構造図の例
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帯
林
の
破
壊
に
つ
な
が
る
要
因
が
な
ぜ
生
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
関
係
構
造
図
を
作
成
す
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
東
西

の
経
済
格
差
や
貧
困
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
可
視
化
さ
れ
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
植
民
地
支
配
以
降
に
生
じ
た
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
経
済
や
経

済
格
差
、
貧
困
を
脱
却
す
る
た
め
に
、
熱
帯
林
を
切
り
開
い
て
き
た

と
い
う
構
造
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ

う
な
構
造
が
維
持
さ
れ
る
限
り
、
植
林
だ
け
を
続
け
て
も
効
果
的
な

改
善
策
と
い
え
な
い
の
は
明
白
で
す
。

◆
第
３
時
：
改
善
策
の
検
討

本
時
で
は
、
関
係
構
造
図
を
踏
ま
え
て
、
問
題
の
構
造
お
よ
び
本

質
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
各
グ
ル
ー
プ
で
介
入
点
や
改
善
策
を
検

討
さ
せ
ま
し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
作
成
し
た
関
係
構
造
図

上
で
、「
も
し
事
象
を
×
×
に
変
え
た
ら
ど
う
な
る
か
？
」
す
な
わ
ち
、

If-then

で
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
生
徒
に
は
、「
ボ
ル
ネ

オ
の
猫
」
の
事
例
を
踏
ま
え
て
、
必
殺
技
的
な
も
の
で
は
な
く
、
小

さ
な
改
善
策
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
考
え
る
よ
う
助
言
を
し
ま
し
た
。

関
係
構
造
図
を
も
と
に
改
善
策
を
考
え
る
と
、「
問
題
は
つ
な
が
っ

て
い
る
か
ら
、
改
善
策
も
つ
な
が
っ
て
い
る
」
こ
と
を
実
感
で
き
る

は
ず
で
す
。
授
業
後
、
生
徒
に
は
改
善
策
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
を

G
oogle

ス
ラ
イ
ド
で
提
出
さ
せ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

最
後
に
、
生
徒
の
感
想
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

・�

熱
帯
林
の
減
少
は
森
林
の
伐
採
、
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

奥
に
あ
る
も
の
を
解
決
す
る
こ
と
が
本
当
に
問
題
を
解
決
す
る
方

法
で
あ
り
、
表
面
的
に
捉
え
て
も
、
問
題
は
解
決
し
な
い
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
た
。
大
切
な
こ
と
は
、
問
題
を
で
き
る
だ
け
深
掘
り

し
て
本
質
を
正
し
く
見
極
め
る
こ
と
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
起
こ

る
多
く
の
問
題
に
共
通
す
る
こ
と
な
の
で
、
本
質
を
理
解
す
る
能

力
を
習
得
し
た
い
。

・�

授
業
前
は
熱
帯
林
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
植
林
す
る
と
い
う
直
接
的

な
方
法
を
述
べ
て
い
た
が
授
業
後
は
公
共
事
業
を
増
や
す
と
い
う

間
接
的
な
解
決
策
に
な
っ
た
。
地
理
の
授
業
を
通
し
て
色
々
な
視

点
か
ら
物
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
物
事
を
解
決
す
る
方
法
は
直
接
的
な
方
法
だ
け
で
な
く
間
接

的
な
方
法
で
も
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
知
り
と
て
も
面
白
い

と
思
っ
た
し
今
起
こ
っ
て
い
る
問
題
を
見
る
視
点
が
変
わ
り
ま
し

た
。地

球
環
境
問
題
が
例
示
す
る
よ
う
に
、
表
面
上
に
見
え
て
い
る
こ

と
の
多
く
は
本
質
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。「
見
え
な
い
も
の
に
目

を
注
ぐ
」
視
点
の
大
切
さ
を
、
地
理
を
通
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

83



私の研究・私の授業

幼
稚
園

生
活
を　
生
活
で　
生
活
へ 

～
子
ど
も
の
さ
な
が
ら
の
生
活
を
大
切
に
～

園
長 

矢や

田た

　
貴き

美み

代よ

10
年
ぶ
り
に
保
育
現
場
に
戻
り
、
今
、
改
め
て
思
う
こ
と

私
は
、
２
０
２
５
年
４
月
よ
り
同
志
社
幼
稚
園
の
園
長
を
拝
命
し

ま
し
た
。
昨
年
ま
で
の
約
10
年
間
は
、
伊
丹
市
教
育
委
員
会
事
務
局

で
市
全
体
の
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
様
々
な
施
策
展

開
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
公
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
、
公

立
認
定
こ
ど
も
園
の
設
立
、
市
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
市
幼

児
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
手
引
書
な
ど
の
作
成
な
ど
を

し
、
教
員
対
象
に
研
修
を
し
た
り
、
時
に
は
市
民
の
方
へ
説
明
を
し

た
り
、
市
議
会
答
弁
の
作
成
な
ど
も
し
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

常
々
思
っ
た
こ
と
は
、
幼
児
教
育
関
係
者
以
外
の
方
に
、
幼
児
教
育

を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

併
せ
て
、
幼
児
教
育
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
る
こ
と
も
痛
感
し
ま

し
た
。
前
任
で
、
私
は
担
当
課
長
と
し
て
公
私
立
の
幼
稚
園
や
保
育

所
等
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
乳
児
か
ら
英
語
を
教
え

て
い
る
園
、
学
校
の
よ
う
に
机
に
座
っ
て
ド
リ
ル
を
し
て
い
る
園
、

か
た
や
園
庭
で
自
然
に
触
れ
な
が
ら
の
び
の
び
遊
ん
で
い
る
園
な
ど
、

同
じ
乳
幼
児
期
の
保
育
で
あ
り
な
が
ら
施
設
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も

が
経
験
す
る
内
容
は
様
々
で
す
。
幼
稚
園
教
育
要
領
や
保
育
所
保
育

指
針
で
は
、
幼
児
の
読
み
書
き
に
対
す
る
内
容
と
し
て
「
数
量
や
文

字
な
ど
に
関
す
る
興
味
や
関
心
、
感
覚
が
養
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
」
と
い
っ
た
記
載
が
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
「
遊
び
を
通
し
て
」
が

枕
詞
と
し
て
必
ず
つ
い
て
く
る
は
ず
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
幼
児
期
は

体
験
を
も
と
に
意
味
や
概
念
と
出
会
い
学
ん
で
い
く
発
達
段
階
に
あ

る
か
ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
幼
児
教
育
の
世
界
で
は
、
残
念
な

が
ら
、
子
ど
も
の
学
び
よ
り
保
護
者
ニ
ー
ズ
が
重
ん
じ
ら
れ
る
現
状

が
あ
り
、
や
は
り
義
務
教
育
で
な
い
が
ゆ
え
に
保
護
者
サ
ー
ビ
ス
と

い
っ
た
認
識
を
も
つ
幼
児
教
育
関
係
者
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
、
保
育
現
場
に
戻
り
、
毎

日
子
ど
も
と
生
活
を
し
て
い
る
中
で
、
タ
イ
ト
ル
の
文
言
の
意
味
を

改
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。

84



私の研究・私の授業

倉
橋
惣
三
「
幼
稚
園
真
諦
」
に
帰
る
べ
き

フ
レ
ー
ベ
ル
の
精
神
を
忘
れ
て
、
そ
の
方
法
の
末
の
み
を
伝

統
化
し
た
幼
稚
園
を
疑
う
。
定
型
と
機
械
化
と
に
よ
っ
て
、
幼

児
の
い
き
い
き
し
さ
を
奪
う
幼
稚
園
を
慨
く
。
幼
児
を
無
理
に

自
分
の
方
へ
捕
ま
え
て
、
幼
児
の
方
へ
赴
き
即
こ
う
と
す
る
こ

ま
や
か
さ
の
な
い
幼
稚
園
を
忌
む
。
つ
ま
り
は
、
幼
児
を
教
育

す
る
と
称
し
て
、
幼
児
を
先
ず
生
活
さ
せ
る
こ
と
を
し
な
い
幼

稚
園
に
反
対
す
る
。「

幼
稚
園
真
諦
」
序
章
よ
り　
著　
倉
橋
惣
三

倉
橋
惣
三
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
を
し
た
児
童
心
理

学
者
で
す
。
日
本
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
理
論
を
集
大

成
し
、
そ
の
基
本
的
な
方
向
を
示
し
な
が
ら
、
現
場
の
実
践
に
対
し

て
熱
心
に
指
導
と
啓
蒙
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
幼
稚
園
真
諦
」
は
、
昭
和
９
年
東
洋
図
書
よ
り
「
幼
稚
園

保
育
法
真
諦
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
か
ら
、
昭
和
28
年
、
内
容

を
筆
者
に
よ
り
加
筆
整
理
さ
れ
た
の
ち
、「
幼
稚
園
真
諦
」
と
改
題
し
、

フ
レ
ー
ベ
ル
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。
倉
橋
は
、
当
時
か
ら
、

こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
で
あ
り
、
日
本
の
幼
児
教
育
に
対
し
て
、
序
章

で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
様
々
懸
念
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

倉
橋
が
長
く
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
（
現
在
の
お
茶
の
水
女
子
大

学
の
前
身
）
附
属
幼
稚
園
の
主
事
を
務
め
、
子
ど
も
と
共
に
生
活
を

し
た
か
ら
こ
そ
抱
く
思
い
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

究
極
な
こ
と
を
言
い
ま
す
と
、
倉
橋
は
、「
幼
稚
園
へ
子
ど
も
を

来
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ
っ
ち
か
ら
子
ど
も
の
遊
ん
で
い
る
と
こ

ろ
へ
出
向
い
て
い
く
こ
と
に
し
た
ら
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
と
。」

と
本
著
書
で
示
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
の
生
活
し
て
い
る

と
こ
ろ
へ
教
育
を
持
っ
て
出
か
け
る
と
、
随
所
で
子
ど
も
の
あ
り
の

ま
ま
の
生
活
形
態
で
教
育
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
語
っ
て
い
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
の
言
葉
の
意
味
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
、
幼

児
期
の
子
ど
も
の
さ
な
が
ら
の
生
活
は
大
切
で
、
幼
稚
園
は
子
ど
も

を
型
に
は
め
て
発
達
段
階
以
上
の
こ
と
を
さ
せ
、
無
理
を
さ
せ
て
い

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
倉
橋
は
何
度
も
書
き
記
し
て
い
ま
す
。

同
志
社
幼
稚
園
の
生
活

本
園
の
子
ど
も
達
は
、
登
園
を
す
る
と
、
自
分
の
荷
物
を
ロ
ッ
カ

ー
に
片
づ
け
た
ら
一
目
散
に
園
庭
に
駆
け
出
し
て
行
き
ま
す
。
ツ
リ

ー
ハ
ウ
ス
に
よ
じ
登
っ
た
り
、
砂
場
で
ご
馳
走
づ
く
り
を
し
た
り
、

草
花
を
摘
ん
だ
り
、
虫
を
見
つ
け
た
り
、
各
々
が
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
し
始
め
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
子
ど
も
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
が
見

ら
れ
、
こ
の
時
間
に
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
興
味
や
関
心
が
見
て
取

れ
、
子
ど
も
の
理
解
に
役
立
ち
ま
す
。
教
師
は
子
ど
も
の
遊
ん
で
い

る
場
所
に
行
き
、
子
ど
も
の
発
信
に
共
感
を
し
た
り
、
時
に
仲
間
の

一
員
と
し
て
一
緒
に
遊
び
、
遊
び
な
が
ら
子
ど
も
同
士
の
気
持
ち
を

橋
渡
し
し
た
り
、
遊
び
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
り
し
ま
す
。
子
ど
も
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の
し
よ
う
と
す
る
活
動
に
、
で

き
る
だ
け
自
然
に
教
育
を
浸
透

さ
せ
て
い
く
と
い
っ
た
感
じ
で

す
。
私
は
、
時
々
子
ど
も
の
中

に
混
じ
っ
て
一
緒
に
遊
ぶ
の
で

す
が
、
子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き
、

息
遣
い
、
ま
な
ざ
し
を
真
近
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

こ
に
は
子
ど
も
の
あ
り
の
ま
ま

の
姿
が
あ
り
ま
す
の
で
、
教
師

は
口
を
挟
む
タ
イ
ミ
ン
グ
、
言

葉
の
セ
レ
ク
ト
に
実
に
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

子
ど
も
の
世
界
観
が
あ
っ
と
い
う
ま
に
大
人
の
価
値
観
に
変
わ
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
の
好
き
な
こ
と
を
存
分
に
す
る
時
間

が
園
生
活
の
全
て
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
に
面
白
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
倉
橋
が
言
う
よ
う
に
そ
こ
に
教
育
を
も
た
ら
す
、
そ
れ
が
実

現
で
き
れ
ば
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
よ
さ
を
も
っ
と
大
切
に
で
き

る
の
で
は
と
も
思
い
ま
す
。

年
中
組
の
Ａ
児
は
、
毎
朝
ふ
て
く
さ
れ
た
よ
う
な
表
情
で
登
園
し

ま
す
。
機
嫌
が
よ
い
時
は
鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
来
ま
す
が
、「
〇
〇

さ
ん
、
お
は
よ
う
。」
と
い
う
園
長
の
声
掛
け
に
目
を
合
わ
せ
ず
、

園
舎
に
入
っ
て
い
く
の
で
す
。
ク
ラ
ス
活
動
の
時
も
友
達
と
離
れ
て

座
り
、
活
動
に
参
加
し
な
い
日
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

Ａ
児
で
す
が
、
自
由
に
活
動
を
す
る
時
間
は
生
き
生
き
と
園
庭
に
飛

び
出
し
、
花
や
草
を
大
事
そ
う
に
摘
ん
で
、
自
分
の
見
つ
け
た
も
の

を
見
せ
て
く
れ
た
り
、
目
を
丸
く
し
、
息
を
弾
ま
せ
発
見
し
た
こ
と

を
話
し
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
Ａ
児
を
見
て
、
Ａ

児
の
よ
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
は
同
年
齢
の
子
ど
も
が
集
団
生
活
を
営
む
場
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
生
活
は
倉
橋
が
何
度
も
言
う
よ
う
に
、
子
ど
も
に

と
っ
て
自
然
な
生
活
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。
子
ど
も

が
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
出
せ
る
自
由
に
活
動
す
る
時
間

は
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
由
な
時
間
に
加
え
、
よ
り
多
様
な
個

性
や
価
値
観
に
出
会
わ
せ
る
た
め
、
ク
ラ
ス
活
動
を
設
定
し
、
新
た

な
刺
激
と
学
び
が
経
験
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

あ
る
子
ど
も
が
降
園
前
に
「
も
う
、

帰
る
時
間
？
」
と
言
い
ま
し
た
。

そ
の
子
に
と
っ
て
、
幼
稚
園
の
生

活
は
無
理
が
な
く
自
然
な
流
れ
の

１
日
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
毎
日

が
そ
う
あ
る
べ
き
で
す
。
子
ど
も

の
さ
な
が
ら
の
生
活
に
、
教
育
を

織
り
込
ん
で
い
く
、
そ
の
よ
う
な

保
育
を
今
後
も
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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私
た
ち
の
身
の
回
り
で
船
や
鉄
道
、
ト
ラ
ッ
ク
に
運
ば
れ
て
い
る

「
コ
ン
テ
ナ
」
は
、
日
常
に
溶
け
込
み
、
そ
の
存
在
を
意
識
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
後
、
世
界
中
と
自
由
に
取
引
で
き

る
時
代
が
広
が
り
ま
し
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
「
コ
ン
テ
ナ
化
」
と

い
う
静
か
な
革
命
が
あ
り
ま
し
た
。

１
９
５
６
年
に
就
航
し
た
最
初
の
コ
ン
テ
ナ
船
は
、
実
は
タ
ン
カ

ー
を
改
造
し
た
も
の
で
、
積
載
で
き
た
コ
ン
テ
ナ
は
わ
ず
か
58
個
で

し
た
。
い
ま
日
本
の
港
に
入
っ
て
く
る
超
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
は
、
一

度
に
2
万
個
以
上
の
コ
ン
テ
ナ
を
積
載
し
ま
す
。
こ
の
巨
大
化
の
大

部
分
は
、
過
去
25
年
ほ
ど
の
間
に
進
ん
だ
も
の
で
す
。
背
景
に
は
単

純
な
経
済
原
理
が
あ
り
、
船
が
大
き
い
ほ
ど
コ
ン
テ
ナ
1
個
あ
た
り

の
輸
送
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
の
で
す
。

た
と
え
る
な
ら
、
倉
庫
か
ら
毎
日
少
量
の
荷
物
を
複
数
回
に
分
け

て
出
荷
す
る
の
か
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
1
台
に
ま
と
め
て
一
度
で
出
荷

す
る
の
か
と
い
う
違
い
に
似
て
い
ま
す
。
企
業
側
に
と
っ
て
は
、
大

型
ト
ラ
ッ
ク
1
台
で
ま
と
め
て
運
ぶ
方
が
効
率
的
で
す
。
こ
の
モ
デ

ル
は
長
年
に
わ
た
り
海
運
業
界
で
は
う
ま
く
機
能
し
、
私
た
ち
が
幅

広
い
商
品
を
手
頃
な
価
格
で
入
手
で
き
る
環
境
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
過
去
25
年
の
大
型
化
に
よ
っ
て
、
一
般
の
人
々
が
気
づ
き

に
く
い
限
界
が
徐
々
に
露
わ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
超
大
型
船
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
港
は
限
ら
れ
て
お
り
、
船
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
れ
ば
、

狭
い
運
河
や
曲
が
り
角
で
は
操
船
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
２
０
２
１

年
3
月
に
ス
エ
ズ
運
河
を
塞
い
だEV

ER G
IV

EN

の
事
故
は
そ

の
典
型
で
、
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
テ
ナ
船
が
座
礁
し
、
世
界
中

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
混
乱
が
広
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
巨
大
化
で
得
ら
れ
る
コ
ス
ト
削
減
効
果
は
頭
打
ち
と
な

り
、
一
方
で
リ
ス
ク
と
イ
ン
フ
ラ
負
担
は
着
実
に
増
大
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
船
の
大
型
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
港
や
運
河
の
再
構

築
が
必
要
で
す
。
し
か
も
、
航
路
が
1
本
塞
が
れ
た
だ
け
で
供
給
不

足
が
起
き
る
今
で
は
、「
よ
り
大
き
な
船
を
作
り
続
け
れ
ば
安
定
す

る
」
と
い
う
前
提
そ
の
も
の
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
代
の
生
活
は
、
最
大
限
の
効
率
を
追
求
し
た
貿
易
シ
ス
テ
ム
に

依
存
し
て
い
ま
す
が
、
効
率
を
極
端
ま
で
追
い
込
み
す
ぎ
れ
ば
脆
さ

が
生
ま
れ
ま
す
。
超
大
型
船
は
世
界
を
便
利
に
し
ま
し
た
が
、
そ
の

限
界
は
私
た
ち
に
問
い
を
突
き
つ
け
て
い
ま
す
―
―
物
理
的
な
拡
大

が
ほ
ぼ
限
界
に
達
し
た
シ
ス
テ
ム
の
上
に
、
い
ま
の
世
界
貿
易
は
ど

こ
ま
で
依
存
し
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
と
い
う
問
い
で
す
。

「
大
き
く
す
れ
ば
安
く
な
る
」
は
ど
こ
ま
で

通
用
す
る
の
か
―
―
コ
ン
テ
ナ
船
巨
大
化

の
行
き
着
く
先商

学
部
助
教 
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セ
リ
ョ
フ
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私
が
初
め
て
海
外
旅
行
を
し
た
の
は
、
大
学
２
年
生
の
時
で
し
た
。

日
本
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
い
っ
た
韓
国
人
に
人
気
の
地
域
で
は
な

く
、
シ
リ
ア
や
イ
ラ
ン
な
ど
観
光
地
と
し
て
は
馴
染
み
の
な
い
ユ
ー

ラ
シ
ア
の
7
カ
国
を
、
約
３
ヶ
月
か
け
て
巡
る
ま
さ
に
冒
険
心
を
抱

き
な
が
ら
の
旅
で
し
た
。

今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
壮
大
な
自
然
や
世
界
遺
産
で
は

な
く
、
人
々
か
ら
受
け
た
「
歓
待
」
の
経
験
で
す
。
ト
ル
コ
か
ら
シ

リ
ア
へ
向
か
う
途
中
、
国
境
近
く
の
小
さ
な
町
に
到
着
し
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
宿
泊
施
設
も
飲
食
店
も
ほ
と
ん
ど
な
い
小
さ
な
町
で
し

た
が
、
バ
ス
を
降
り
る
と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
子
ど
も
た
ち
が
集
ま

っ
て
き
て
、
私
た
ち
を
取
り
囲
み
ま
し
た
。
外
国
人
が
珍
し
い
の
か
、

初
め
て
見
る
私
た
ち
に
「
家
に
来
て
」
と
手
を
引
っ
張
る
の
で
す
。

そ
の
中
で
、
赤
ん
坊
を
抱
い
た
若
い
夫
婦
の
家
に
泊
め
て
も
ら
い
ま

し
た
。
た
ど
た
ど
し
い
英
語
と
身
振
り
手
振
り
で
会
話
す
る
な
か
、

夫
婦
は
次
々
と
料
理
を
出
し
て
も
て
な
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
腹
い

っ
ぱ
い
だ
と
伝
え
て
も
止
め
ず
、
最
後
に
は
家
に
あ
る
様
々
な
物
ま

で
お
土
産
に
持
た
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
私
は
、
旅
と
は
旅
行
者
だ
け
が
つ
く
る
も
の
で
は

な
く
、
旅
行
者
を
迎
え
る
人
々
の
存
在
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
も

の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と
、
あ
の
場
で
一

番
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
た
の
は
、
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
た
あ
の
夫

婦
や
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
観
光
人
類

学
で
い
う
ホ
ス
ト
・
ゲ
ス
ト
の
関
係
を
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
形
で
体
感

し
た
瞬
間
で
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
大
学
大
学
院
で
観
光
学
を
学
ぶ
中
で
、「
長
崎

さ
る
く
」
と
い
う
長
崎
市
の
ま
ち
歩
き
事
業
に
出
会
い
ま
し
た
。
現

地
調
査
で
住
民
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内
さ
れ
、
商
店
街
を
歩
く
中
で
カ

ス
テ
ラ
屋
さ
ん
や
ザ
ボ
ン
漬
け
屋
さ
ん
に
立
ち
寄
り
、
店
主
の
方
々

が
自
分
た
ち
の
歴
史
や
商
品
を
、
本
当
に
楽
し
そ
う
に
紹
介
し
て
く

れ
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。「
私
た
ち
の
町
は
こ
ん
な
に
面

白
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
誇
り
が
伝
わ
り
、
私
自
身
も
長
崎
と
い
う
ま

ち
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
長
崎
さ
る

く
に
魅
了
さ
れ
、
私
は
長
崎
で
暮
ら
し
な
が
ら
博
士
研
究
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
日
本
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
社
会
問
題
と
な
り
、

外
国
人
観
光
客
へ
の
疲
労
感
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

制
度
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、「
旅
行
者
を
迎
え
る
こ
と

の
楽
し
さ
」
や
「
自
分
の
地
域
を
紹
介
す
る
喜
び
」
と
い
っ
た
、
観

光
の
根
源
的
な
価
値
が
見
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
観
光
は
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
が
共
に
紡
ぐ
も
の
で
あ
り
、
ホ
ス
ト

が
楽
し
め
る
観
光
の
あ
り
方
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
を
考
え
る
う

え
で
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

旅
を
形
づ
く
る
の
は
誰
か

現
代
社
会
学
部
助
教 

金き
む

　
明
み
ょ
ん
じ
ゅ
柱

女
子
大
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近
年
、
児
童
の
学
力
低
下
が
全
国
的
に
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る

中
、
そ
の
背
景
の
一
因
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
過
度
な
利
用
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
現
場
に
お
い
て
も
、
授
業
中
の
集
中

力
の
低
下
や
語
彙
量
の
減
少
、
思
考
の
持
続
が
困
難
な
児
童
が
増
加

し
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
単
な
る
個
人
差
で

は
な
く
、
生
活
習
慣
の
変
化
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
特
に
低
年

齢
か
ら
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
が
学
力
形
成
に
与
え
る
影
響
は
看

過
で
き
ま
せ
ん
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
情
報
へ
の
即
時
的
ア
ク
セ
ス
と
視
覚
的
刺

激
を
特
徴
と
す
る
便
利
な
道
具
で
す
が
、
そ
の
利
便
性
こ
そ
が
児
童

の
学
習
過
程
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
は
困
難
な

課
題
に
直
面
し
た
際
、検
索
や
動
画
視
聴
を
通
じ
て
容
易
に
「
答
え
」

に
た
ど
り
着
け
る
た
め
、
試
行
錯
誤
を
通
し
て
理
解
を
深
め
る
機
会

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
学
び
の
過
程
で
不
可
欠
な「
考
え
る
」「
待
つ
」

「
諦
め
ず
に
取
り
組
む
」
と
い
っ
た
認
知
的
努
力
が
育
た
ず
、
結
果

と
し
て
思
考
の
持
続
力
や
問
題
解
決
力
が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
時
間
が
長
い
児
童
ほ
ど
読
書
量
が
減
り
、
語

彙
や
文
脈
理
解
力
の
発
達
が
阻
害
さ
れ
る
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
影
響
は
、
特
に
言
語
活
動
が
基
盤
と
な
る
国
語
や
英
語
の
学

力
に
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
常
時
接
続
型
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、

通
知
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
っ
て
注
意
を
細
分
化
し
ま
す
。
脳
科
学
的

に
も
、
頻
繁
な
情
報
切
り
替
え
は
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
容
量
を
圧

迫
し
、
深
い
思
考
の
持
続
を
妨
げ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
習
に
お
い
て
最
も
重
要
な
「
集
中
し
て
考
え
る
時
間
」
が
奪
わ
れ
、

表
面
的
な
理
解
や
暗
記
に
偏
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
そ
の
構
造
的
特
性
に
よ
っ
て
、
児
童
の
学
力
形

成
に
負
の
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

教
育
現
場
と
し
て
重
要
な
の
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
一
律
に
排

除
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
学
齢
に
応
じ
た
使
用
の
制
限
と
家
庭
教
育

の
在
り
方
を
再
考
す
る
こ
と
で
す
。
学
校
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
す

る
中
で
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ
う
な
受
動
的
メ
デ
ィ
ア
と
の
明

確
な
線
引
き
を
行
い
、「
使
う
技
術
」
よ
り
も
「
使
い
こ
な
す
意
志
」

を
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
学
力
の
根
幹
は
、
機
器
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
情
報
量
で
は
な
く
、
自
ら
の
思
考
に
よ
っ
て
理
解
を
構
築

す
る
力
に
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
便
利
さ
の
裏
に
潜
む
学

力
低
下
の
構
造
を
直
視
し
、
学
校
と
家
庭
が
協
働
し
て
そ
の
利
用
の

在
り
方
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
初
等
教
育
に
お
け
る
重
要

課
題
で
あ
る
で
し
ょ
う
。

便
利
さ
の
陰
に
潜
む
代
償

―
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
と
児
童
の
学
力
低
下
―

初
等
部
教
諭 

石い
し
川か
わ

　
翼つ
ば
さ

国
際
学
院
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ロ
バ
ー
ト
・
ト
レ
ン
ズ
と 

国
際
貿
易

リ
カ
ー
ド
か
ら
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
へ
の
架
橋

久ひ
さ

松ま
つ 

太た

郎ろ
う

（
大
学
商
学
部
教
授
）
著

ロ
バ
ー
ト
・
ト
レ
ン
ズ
（
１
７
８
０
？
～
１
８
６
４
）。
経
済
思
想
家
で
も
な
け

れ
ば
、
そ
の
名
を
知
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
国
際
貿
易
理
論
の

歴
史
に
お
け
る
彼
の
足
跡
は
無
視
し
え
な
い
。
標
準
的
な
教
科
書
に
見
ら
れ
る
リ
カ

ー
ド
・
モ
デ
ル
（
比
較
優
位
の
貿
易
理
論
）
は
、
Ｄ
・
リ
カ
ー
ド
（
１
７
７
２
～
１

８
２
３
）
を
出
所
と
し
て
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
（
１
８
０
６
～
７
３
）
が
完
成
さ
せ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
変
遷
過
程
に
お
い
て
一
役
買
い
、
同
時
に
リ
カ
ー

ド
・
モ
デ
ル
を
リ
カ
ー
ド
の
創
造
物
た
ら
し
め
る
べ
く
後
世
の
人
び
と
を
誘
っ
た
の

は
ト
レ
ン
ズ
で
あ
る
。
ま
た
、
昨
今
世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
相
互
関
税
や
報
復
関
税

と
い
っ
た
貿
易
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
１
９
世
紀
前
半
の
互
恵
主
義
論
争
に
そ
の

起
源
を
も
つ
が
、
こ
の
論
争
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の
も
彼
で
あ
る
。

本
書
は
、
職
業
軍
人
で
あ
り
、
国
会
議
員
で
あ
り
、
新
聞
社
の
経
営
者
兼
論
説
委

員
で
あ
り
、
小
説
家
で
あ
っ
た
、
異
色
の
経
済
学
者
ト
レ
ン
ズ
に
光
を
あ
て
、
古
典

派
経
済
学
（
研
究
）
に
お
け
る
彼
の
功
罪
を
描
き
出
す
と
と
も
に
、
国
際
経
済
学
の

歴
史
に
埋
も
れ
た
そ
の
仕
事
を
再
考
す
る
試
み
で
あ
る
。
各
章
は
研
究
論
文
の
形
式

を
と
っ
て
お
ら
ず
、
経
済
学
の
研
究
や
学
習
に
必
要
な
数
学
的
説
明
も
で
き
る
だ
け

初
歩
的
な
水
準
に
と
ど
め
て
い
る
。
専
門
書
で
あ
り
な
が
ら
も
平
易
な
読
み
物
と
し

て
の
性
格
を
も
た
せ
て
あ
る
本
書
を
、
経
済
学
史
の
参
考
書
と
し
て
使
っ
て
も
ら
え

る
な
ら
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
貿
易
に
関
す
る
議
論
を
か
き
集
め
る
と
、
そ
れ
ら
を

国
際
経
済
学
の
参
考
資
料
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
も
工
夫
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

�

著
者
よ
り

権
利
の
名
の
も
と
に

保や
す

井い 

啓ひ
ろ

志し

（�
大
学
研
究
開
発
推
進
機
構　
学
術
研
究
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
間
文
化
研
究
機
構
人
間
文
化
研
究
創
発
セ
ン
タ
ー　
研
究
員
）
著

本
書
の
舞
台
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
震
源
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
。

２
０
２
３
年
以
降
イ
ス
ラ
エ
ル
の
侵
攻
に
よ
っ
て
、
ガ
ザ
で
の
人
道
危
機
が
連
日
日

本
で
も
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
書
で
は
、
そ
ん
な
イ
ス
ラ
エ
ル
で
展

開
さ
れ
る
、
性
的
少
数
者
の
権
利
や
動
物
の
権
利
運
動
と
い
う
現
代
的
な
ト
ピ
ッ
ク

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
権
利
運
動
と
言
え
ば
、
本
来
は
社
会
的
弱
者
の
声
に
耳
を

傾
け
、
解
放
や
平
等
を
求
め
る
は
ず
の
も
の
で
す
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、

こ
の
権
利
運
動
の
成
果
が
、「
民
主
主
義
」
や
「
先
進
性
」
を
国
際
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
す
る
戦
争
を
正
当
化
す
る
た
め
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
右
派
政
治

に
接
続
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
矛
盾
は
い
か
に
し
て
起
こ
る
の
か
。

こ
の
問
い
を
経
済
・
政
治
・
思
想
の
三
点
か
ら
追
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
の
理
論
的
業
績
を
応
用
し
な
が
ら
、
本
書
で
は
新
た

に
分
析
概
念
と
し
て
「
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
導
入
し
、

批
判
的
動
物
研
究
と
い
う
新
し
い
学
問
領
域
の
理
論
的
発
展
に
寄
与
す
べ
く
執
筆
し

ま
し
た
。
本
書
は
、
こ
れ
ら
の
ト
ピ
ッ
ク
を
通
じ
て
、
と
て
も
複
雑
で
ユ
ニ
ー
ク
な

歴
史
を
持
つ
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
の
一
端
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま

す
。
な
の
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
心
の
あ
る
読
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
イ
ス

ラ
エ
ル
社
会
に
関
心
の
あ
る
方
、
ま
た
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」
や
動
物
倫
理
な
ど
、
社
会

正
義
に
関
心
が
あ
る
方
な
ど
に
も
、
本
書
を
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

�

著
者
よ
り

東京大学出版会
6,380円（税込）

刊行日 2025年3月27日

ミネルヴァ書房
4,180円（税込）

刊行日 2025年5月30日
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※著者の所属・職名は執筆時のものです。

広
告
の
昭
和

―
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
や
っ
て
く
る
！

竹た
け

内う
ち 

幸ゆ
き

絵え

（
大
学
社
会
学
部
教
授
）
著

昭
和
生
ま
れ
の
私
は
紛
れ
も
な
い
「
テ
レ
ビ
世
代
」。
昭
和
に
は
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
令
和
の
大
学
生
た
ち
の
想
像
を
超
え
る
、
時
代
を
象
徴
し
記
憶
に
残
る
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
数
多
く
あ
る
。
広
告
史
研
究
者
で
あ
る
か
ら
に
は
そ
の
歴
史
を
書
き
た

い
。
同
志
社
に
着
任
し
た
10
年
前
か
ら
そ
う
思
い
続
け
て
き
た
。
し
か
し
困
難
は
大

き
か
っ
た
。
一
つ
の
理
由
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
は
お
ろ
か
「
テ
レ
ビ
史
」
の
確
た
る
先
行

研
究
さ
え
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
カ
ラ
ー
化
の
波
が
い
つ
到
来
し
た
の
か
を

言
明
し
た
研
究
さ
え
も
な
か
っ
た
（
カ
ラ
ー
放
送
開
始
と
同
時
に
「
波
」
が
来
た
わ

け
は
な
い
）。
そ
し
て
膨
大
な
量
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
。
こ
れ
を
貫
く
研
究
視
点
に
何
が

あ
り
得
る
の
か
。
手
探
り
の
状
況
が
続
い
た
。

本
書
で
は
多
く
の
資
料
調
査
に
基
づ
き
、
テ
レ
ビ
カ
ラ
ー
化
の
画
期
を
１
９
６
７

年
と
断
定
し
た
。
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
そ
の
画
期
を
牽
引
し
た
の
は
「
レ
ナ
ウ
ン
・
イ
エ

イ
エ
」
だ
。
な
ぜ
あ
の
モ
ダ
ン
で
ポ
ッ
プ
な
Ｃ
Ｍ
が
作
り
得
た
の
か
。
テ
レ
ビ
放
送

開
始
翌
年
の
１
９
５
４
年
に
オ
ン
エ
ア
さ
れ
た
「
ワ
・
ワ
・
ワ
輪
が
三
つ
」
の
ミ
ツ

ワ
石
鹸
の
人
形
ア
ニ
メ
の
人
形
の
モ
デ
ル
が
黒
柳
徹
子
だ
っ
た
こ
と
も
発
掘
し
た
。

し
か
し
あ
の
Ｃ
Ｍ
は
な
ぜ
突
出
し
て
目
を
引
く
創
作
だ
っ
た
の
か
。
映
画
監
督
の
大

林
宣
彦
が
２
０
０
０
を
超
え
る
Ｃ
Ｍ
を
作
っ
た
と
い
う
が
そ
れ
は
い
っ
た
ど
れ
な
の

か
・
・
・
。
突
出
し
て
美
し
く
面
白
い
Ｃ
Ｍ
の
制
作
の
謎
を
探
る
う
ち
に
、
気
が
付

け
ば
研
究
視
点
は
「
Ｃ
Ｍ
に
引
用
さ
れ
た
芸
術
史
」
に
定
ま
っ
て
い
た
。
ま
だ
幼
か

っ
た
私
の
心
に
残
っ
た
Ｃ
Ｍ
に
は
最
新
の
芸
術
潮
流
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
の
だ
。

研
究
書
で
す
が
図
版
満
載
で
す
。
一
般
の
方
も
、
懐
か
し
い
Ｃ
Ｍ
を
思
い
出
し
つ

つ
読
み
進
め
る
う
ち
に
、
芸
術
史
に
も
理
解
が
深
ま
る
。
そ
ん
な
読
後
感
を
お
持
ち

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

著
者
よ
り

外
国
人
と
日
本
国
憲
法

C

コ

リ

ン

olin P.A. J

ジ
ョ
ー
ン
ズ

ones 
�

（
大
学
司
法
研
究
科
教
授
）
著

日
本
国
憲
法
第
三
章
の
タ
イ
ト
ル
は
「
国
民
の
権
利
及
び
義
務
」
で
あ
る
。
憲
法

第
97
条
に
は
、「
こ
の
憲
法
が
日
本
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
」
と
い
う
文
言

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

国
民
の
み
に
保
障
さ
れ
る
人
権
は
果
た
し
て
「
人
権
」
と
言
え
る
の
か
。
日
本
国

民
で
な
い
私
の
基
本
的
人
権
は
保
障
さ
れ
な
い
の
か
。
こ
の
関
連
で
１
９
７
８
年
の

最
高
裁
の
著
名
判
例
が
あ
る
。
そ
の
要
旨
の
や
や
平
た
い
説
明
を
す
れ
ば
、「
在
日

外
国
人
の
人
権
は
、
入
管
法
の
枠
内
の
み
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
（
か

も
し
れ
な
い
）」
に
な
る
。

こ
の
判
例
が
外
国
人
と
憲
法
の
関
係
の
長
年
の
通
説
的
解
釈
の
基
盤
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
外
国
人
の
法
律
家
と
し
て
、
私
は
「
憲
法
上
の
保
障
」
を
ほ
と
ん
ど
感
じ

取
れ
な
い
判
例
と
通
説
で
あ
る
。
も
っ
ぱ
ら
日
本
人
の
法
律
家
と
法
学
者
が
研
究
・

議
論
し
て
き
た
た
め
、
外
国
人
の
視
点
か
ら
「
外
国
人
と
日
本
国
憲
法
」
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
、
本
書
執
筆
の
理
由
で
あ
る
。

外
国
人
は
入
管
法
が
許
す
限
り
の
日
本
在
留
し
か
で
き
な
い
の
で
、
彼
ら
が
日
本

で
構
築
し
て
き
た
生
活
は
、
無
条
件
に
日
本
に
在
留
で
き
る
日
本
人
と
比
べ
て
脆
い
。

そ
の
た
め
、
憲
法
を
含
む
日
本
の
法
律
と
裁
判
所
が
ど
こ
ま
で
当
て
に
で
き
る
か
が
、

外
国
人
に
と
っ
て
極
め
て
具
体
的
な
課
題
で
あ
る
。

日
本
で
生
活
を
営
む
外
国
人
が
急
増
す
る
昨
今
、
外
国
人
と
日
本
国
憲
法
の
関
係

を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
日
本
国
籍
を
有
し
た
人
々
が
ど

の
よ
う
に
「
外
国
人
」
に
な
っ
た
か
、
憲
法
各
条
文
の
権
利
と
自
由
が
実
際
に
外
国

人
に
ど
こ
ま
で
保
障
さ
れ
て
き
た
の
か
、
日
本
の
裁
判
所
が
ど
こ
ま
で
外
国
人
の
在

留
資
格
と
人
権
を
担
保
し
て
き
た
か
を
検
証
す
る
内
容
の
一
冊
で
あ
る
。

�

著
者
よ
り

青土社
4,950円（税込）

刊行日 2025年7月1日

現代人文社
2,860円（税込）

刊行日 2025年6月25日
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
障
害
者
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ス
制
度

鈴す
ず

木き 

良り
ょ
う（

大
学
社
会
学
部
教
授
）
著

パ
ー
ソ
ナ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ス(

以
下
、
Ｐ
Ａ)

と
は
、
障
害
当
事
者
が
彼
ら
の
支

援
者
を
雇
用
し
、
支
援
の
内
容
を
決
め
る
こ
と
の
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
れ
は
、

支
援
者
と
い
う
存
在
を
障
害
当
事
者
が
選
択
・
決
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
障
害
当
事
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
組
織
や
社
会
の
あ
り
方
を

根
本
的
に
問
い
直
す
契
機
を
も
た
ら
し
ま
す
。
当
制
度
は
、
福
祉
先
進
国
で
は
１
９

７
０
年
代
以
降
に
開
始
・
展
開
し
て
い
て
、
障
害
者
権
利
条
約
の
中
で
も
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
書
籍
は
、
Ｐ
Ａ
と
い
う
用
語
が
生
ま
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
当
制

度
の
歴
史
や
現
状
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
近
年
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

政
府
に
よ
る
Ｐ
Ａ
費
を
抑
制
す
る
政
策
に
対
し
て
、
運
動
団
体
が
ど
の
よ
う
な
主
張

や
活
動
を
展
開
さ
せ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
述
し
て
い
る

点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
研
究
方
法
と
し
て
は
主
に
、
２
０
１
７
年
か
ら
２
０
１
８

年
に
か
け
て
行
っ
た
Ｐ
Ａ
利
用
者
及
び
家
族
、
支
援
機
関
や
行
政
の
関
係
者
な
ど
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
生
活
及
び
活
動
の
参
与
観
察
と
い
っ
た
質
的
調
査
の
結
果
を
エ

ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
っ
て
記
述
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
近
年

の
状
況
を
含
め
た
Ｐ
Ａ
制
度
の
研
究
は
、
日
本
で
は
未
だ
発
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
書
籍
を
通
し
て
、
障
害
者
が
他
の
人
た
ち
と
平
等
に
生
き
る
社
会
は
ど
の
よ

う
に
実
現
で
き
る
の
か
、
日
本
社
会
に
お
い
て
当
制
度
を
ど
の
よ
う
に
成
立
さ
せ
、

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
読
者
と
共
に
考
え
た
い
で

す
。

�

著
者
よ
り

明石書店
5,500円（税込）

刊行日 2025年7月25日

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
・
暗
号
ト
ー

ク
ン
の
法
分
析

高た
か

橋は
し 

宏こ
う

司じ

（
大
学
司
法
研
究
科
教
授
）
著

暗
号
資
産
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
誕
生
さ
せ
た
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
の
多
数
の
端
末
に
置
か
れ
た
取
引
履
歴(

分
散
台
帳)

の
同
期
を
実
現
す

る
技
術
だ
。
従
来
型
の
中
央
サ
ー
バ
に
記
録
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
資
産
が
サ
ー
バ
管
理

者
の
存
在
に
依
存
し
て
い
る
の
と
対
照
的
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
、
中
央
管
理

者
の
介
在
を
要
せ
ず
に
保
有
し
、
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
で
あ
た
か
も

有
体
物
の
よ
う
に
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
資
産(

暗
号
ト
ー
ク
ン)

を

生
み
出
し
た
。
暗
号
ト
ー
ク
ン
に
は
、
仮
想
通
貨
の
よ
う
に
そ
れ
自
体
に
財
産
的
価

値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
に
、
何
ら
か
の
権
利
を
表
す
権
利
付
き
ト
ー
ク

ン
も
存
在
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
牽
引
す
る
社
会
は
ト
ー
ク
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
と

称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
市
場
を
支
配
し
、
寡
占
利
益
を
上
げ
て
い
る
現
代

社
会
に
お
い
て
、
中
央
管
理
者
を
要
さ
な
い
と
い
う
仕
組
み
は
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン(

自
由
至
上
主
義
者)

で
な
く
と
も
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
非
中
央
集
権
的
な
特
性
は
ア
ナ
キ
ズ
ム(

無
政
府
主
義)

と
も
共
鳴
し
易
い
た
め
、

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
よ
っ
て
「
規
制
回
避
が
可
能
と
な
る
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
コ

ー
ド
自
体
が
法
で
あ
る
（C

ode is law

）」
と
い
っ
た
言
説
が
流
布
し
た
時
期
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、 

む
し
ろ
ト
ー
ク
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
盛
衰
を
握
る
の
が
法
で
あ
り
、

本
書
は
、「
管
理
者
に
信
頼
を
置
か
な
い
」
か
ら
こ
そ
「
信
頼
に
値
す
る
仕
組
み
で

あ
る
」
と
い
う
理
念
に
い
か
に
向
き
合
う
か
な
ど
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
が
提
起
す

る
新
た
な
法
的
課
題
を
検
討
し
て
い
る
。

�

著
者
よ
り

有斐閣
8,030円（税込）

刊行日 2025年7月30日
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ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
い
う「
希
望
」

―
分
断
す
る
社
会
の
中
で
考
え
る

支
援
の
根
っ
こ
―

空く

閑が 

浩ひ
ろ

人と

（
大
学
社
会
学
部
教
授
）
著

今
日
の
日
本
で
は
、
生
活
の
支
え
と
な
る
べ
き
他
者
や
社
会
と
の
安
定
し
た
つ
な

が
り
を
失
っ
て
、
深
刻
な
孤
立
状
態
を
強
い
ら
れ
る
人
々
が
増
え
て
い
ま
す
。
ひ
き

こ
も
り
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
子
ど
も
の
自
殺
の
増
加
な
ど
の
社
会
的
課
題
の
背
景

に
、
共
通
し
て
社
会
的
孤
立
の
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
社
会
福
祉
分
野
を
中
心
に
医
療
や
教
育
分
野
等
で
も
用
い
ら

れ
る
人
々
へ
の
生
活
支
援
や
地
域
づ
く
り
等
の
営
み
）
と
い
う
思
想
と
方
法
、
実
践

が
な
け
れ
ば
、
解
決
で
き
な
い
社
会
問
題
で
す
。

そ
の
意
味
で
、
現
代
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
あ
り
、
地
域

に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
社
会
福
祉
士
や
精
神
保
健
福
祉
士
の
国
家
資
格
を
持
っ

た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門
職
）
が
い
る
こ
と
は
、
こ
の
時
代
の
「
希
望
」
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

本
書
は
、
他
者
へ
の
想
像
力
や
寛
容
さ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
分
断
や
排
除
が
進

行
す
る
現
代
社
会
に
求
め
ら
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
考
え
た
も
の
で
す
。

学
術
書
や
研
究
書
と
は
違
う
、
ま
た
教
科
書
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
類
い
で
も
な
い
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
本
を
、
と
思
っ
て
書
き
ま
し
た
。
筆
者
が
出
会
っ
た
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
本
や
資
料
か
ら
得
た
言
葉
に
よ
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
使
命
や
魅
力
、

可
能
性
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
、
面
白
く
、
や
わ
ら
か

く
、
し
な
や
か
に
、
粘
り
強
く
、
そ
し
て
大
真
面
目
に
語
っ
た
、
言
わ
ば
「
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
す
ぎ
る
」
一
冊
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

著
者
よ
り

株
式
会
社
の
資
本
制
度
の
研
究

中な
か

筋す
じ 

智と
も

規き

（
大
学
法
学
部
助
教
）
著

本
書
は
、
日
本
の
株
式
会
社
に
お
け
る
資
本
制
度
を
、
資
本
充
実
の
原
則
お
よ
び

資
本
維
持
の
原
則
と
い
う
伝
統
的
な
枠
組
み
を
手
が
か
り
に
、
理
論
史
的
・
比
較
法

的
観
点
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
会
社
法
制

に
お
い
て
資
本
制
度
は
、
債
権
者
保
護
の
中
核
的
手
段
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
具
体
的
規
律
の
根
拠
や
機
能
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
整
理
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
本
書
で
は
、
こ
の
点
を
問
題
意
識
の
出
発
点
と
し
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
法
お

よ
び
ド
イ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
に
お
け
る
資
本
制
度
の
形
成
過
程
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ
り
、
資
本
充
実
規
制
・
配
当
制
限
規
制
・
現
物
出
資
規
制
が
い
か
な
る
理
念
の

下
で
構
築
さ
れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
日
本
法
に
お
け
る
資

本
制
度
を
相
対
化
し
、
各
規
制
が
果
た
す
べ
き
機
能
と
そ
の
限
界
を
理
論
的
に
析
出

す
る
こ
と
を
試
み
た
。
と
り
わ
け
、
支
払
能
力
基
準
や
剰
余
金
分
配
規
制
を
め
ぐ
る

議
論
を
通
じ
て
、
資
本
制
度
を
単
な
る
形
式
的
規
律
と
し
て
で
は
な
く
、
株
式
会
社

に
お
け
る
利
害
調
整
の
構
造
の
中
に
位
置
づ
け
直
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

本
書
が
、
資
本
制
度
の
基
礎
理
論
を
再
考
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

�
著
者
よ
り

商事法務
11,000円（税込）

刊行日 2025年8月30日

  ミネルヴァ書房
2,750円（税込）

刊行日 2025年9月30日
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Succeeding P
uccini

D

デ
イ
ビ
ッ
ド

AVID
 J

ジ

ョ

ン

O
HN

 C

チ
ャ
ン
ド
ラ
ー

HAN
D

LER

（
大
学
文
学
部
教
授
）
著

世
界
中
で
最
も
頻
繁
に
公
演
さ
れ

る
、
イ
タ
リ
ア
人
作
曲
家
ジ
ャ
コ
モ
・
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
作
品
は
、
１
６
０
０

年
代
に
ま
で
遡
る
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
人
気
の
「
終
焉
」
を
象
徴
す
る
と
理
解
さ
れ
る

事
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
す
ぐ
後
に
続
く
世
代
の
イ
タ
リ

ア
人
作
曲
家
達
の
評
価
に
深
刻
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
ど
の
作
曲
家
も
、
プ

ッ
チ
ー
ニ
の
音
楽
が
持
つ
「
大
衆
に
人
気
で
あ
り
続
け
る
要
素
」
を
欠
い
て
い
る
と

し
て
、
批
判
さ
れ
、
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
の
だ
。

本
書
は
こ
の
定
説
を
、
新
し
い
、
批
判
的
視
点
か
ら
再
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

イ
ー
タ
ロ
・
モ
ン
テ
メ
ッ
ツ
ィ(

１
８
７
５
―
１
９
５
２) 

は
、
世
界
各
地
の
オ
ペ

ラ
ハ
ウ
ス
で
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
後
継
者
の
地
位
を
目
指
し
た
イ
タ
リ
ア
人
作
曲
家
の
う

ち
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
１
９
０
５
年
に
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ガ
ッ
ル
レ
ー
ゼ
の
公
演
を

大
成
功
さ
せ
た
後
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
出
版
社
で
あ
っ
た
カ
ー
ザ
・
リ
コ
ル
デ
ィ
と
契

約
を
結
ん
だ
モ
ン
テ
メ
ッ
ツ
ィ
は
、
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
新
た
な
ホ
ー
プ
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
。
彼
の
覇
権
は
、
１
９
１
３
年
のL’am

ore dei tre re

（「
三
人

の
王
の
愛
」）
の
国
際
的
成
功
で
確
立
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
特
に
ア
メ
リ

カ
で
、
多
く
の
批
評
家
達
は
こ
の
オ
ペ
ラ
が
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
ど
の
作
品
よ
り
も
優
れ

て
い
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
不
運
に
も
モ
ン
テ
メ
ッ
ツ
ィ
は
こ
れ
以
降
、
こ
れ

に
匹
敵
す
る
成
功
を
再
び
収
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
オ
ペ
ラ
史
の
中
で
の
そ
の
位
置

付
け
は
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。

京
都
と
ミ
ラ
ノ
の
二
拠
点
で
執
筆
さ
れ
、
同
志
社
と
同
じ
く
モ
ン
テ
メ
ッ
ツ
ィ
の

生
誕
１
５
０
年
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
本
書
は
、
彼
の
生
涯
と
キ
ャ
リ
ア
の
先
駆

け
的
研
究
で
あ
る
。
モ
ン
テ
メ
ッ
ツ
ィ
を
同
時
代
の
音
楽
、文
化
的
背
景
、特
に
「
プ

ッ
チ
ー
ニ
の
後
継
者
」
を
目
指
す
試
み
の
中
に
位
置
付
け
て
い
る
。

モ
ン
テ
メ
ッ
ツ
ィ
へ
の
学
術
的
関
心
を
刷
新
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
既
に
イ
タ
リ

ア
で
も
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
オ
ペ
ラ
作
品
の
再
上
演
を
促
す
こ
と
が
本
書

の
目
的
で
あ
る
。�

著
者
よ
り

Oxford University Press
記載なし
2025年

同志社創立 150 周年記念事業として行われた様々なイベントについて、YouTube でご覧いただけます。
例えば、同志社内各学校の全キャンパスをドローンで撮影した動画や 2025 年 11 月
29 日に開催した同志社創立 150 周年記念式・献茶式などです。
ぜひ、ご覧いただけますと幸いです。

https://www.youtube.com/@doshishasouritsu150

【その他の動画】
・アメリカ　グレイス教会における同志社創立 150 周年記念礼拝（2024 年 10 月 13 日）
・全同志社合唱祭（2024 年 11 月 9 日）
・新作能　庭上梅（2025 年 4 月 19 日）
・朝日教育会議 2025
　「同志社・慶應・早稲田が考える教育の未来～私学の役割と人材育成～」①②（2025 年 5 月 17 日）
・同志社創立 150 周年記念式・献茶式（2025 年 11 月 29 日）
・ハーディーホール　ギター・コンサート（2025 年 11 月 30 日）
・Doshisha New Day（2021 ～ 2024 年度の 11 月 29 日）
・同志社紹介 PV「One Purpose 志を同じくする者たち」　など

同志社紹介 PV「One Purpose 志を同じくする者たち」 新作能　庭上梅
法人事務部　創立 150 周年記念事業事務室

同志社創立 150 周年記念事業公式 YouTube
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同志社
クローズ・アップ

『
同
志
社
百
五
十
年
史　
各
学
校
と
関
連
団
体
』
の
刊
行

同
志
社
は
、
２
０
２
５
年
11
月
29
日
に
創
立
１
５
０
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
『
同
志
社
百
五
十
年
史
』（
全
三
巻
）

の
最
初
の
巻
と
な
る
「
各
学
校
と
関
連
団
体
」（
編
纂
責
任
者
：
大

島
中
正
女
子
大
学
特
任
教
授
）
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
執
筆
者
、
そ
し
て
執
筆
の
た
め
の
資
料
提
供
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
２

年
5
月
か
ら
足
か
け
4
年
に
わ
た
り
編
纂
活
動
に
ご
理
解
、
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
学
校
、
団
体
の
関
係
者
の
皆
様
に
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
同
志
社
に
と
り
ま
し
て
は
、
１
９
７
９
年
11
月
刊
行

の
『
同
志
社
百
年
史
』
以
来
、
お
よ
そ
半
世
紀
ぶ
り
と
な
る
年
史
刊

行
と
な
り
ま
す
。

「
各
学
校
と
関
連
団
体
」
は
、
２
０
２
３
年
3
月
現
在
、
同
志
社

に
設
置
さ
れ
て
い
る
各
学
校
と
そ
の
組
織
、
そ
し
て
、
同
志
社
の
関

連
団
体
を
項
目
立
て
て
、
概
要
、
沿
革
、
現
況
を
記
し
た
も
の
で
す
。

法
人
部
と
各
学
校
、
関
連
団
体
の
12
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
学
と
女
子
大
学
に
つ
い
て
は
、
学
部
、
研
究
科
に
加
え
て
、

教
育
、
研
究
、
学
生
生
活
等
の
支
援
に
係
る
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
、

研
究
所
、
そ
し
て
各
事
務
組
織
に
つ
い
て
も
章
を
設
け
て
記
述
し
て

い
ま
す
。

執
筆
は
各
学
校
、
組
織
の
現
況
や
歴
史
を
よ
く
知
る
教
職
員
、
関

係
者
の
皆
様
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
執
筆
者
は
総
勢
２
０
０
人
に

及
び
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
資
料
だ
け
か
ら
は
描
き
切
れ
な

い
各
学
校
や
組
織
の
様
子
が
活
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
１
９
９
０
年
代
以
降
、
大
学
や
女
子
大
学
で
は
学
部
、
研

究
科
が
相
次
い
で
新
設
さ
れ
、
小
学
校
や
国
際
学
院
初
等
部
・
国
際

部
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
は
じ
ま
り
を
知
る
方
々
に
執
筆
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
こ
の
「
各
学
校
と
関
連
団
体
」
自
体

が
未
来
へ
引
き
継
ぐ
貴
重
な
記
録
と
も
な
り
ま
す
。

本
文
ペ
ー
ジ
を
カ
ラ
ー
と
し
、
で
き
る
限
り
写
真
や
図
表
を
ふ
ん

だ
ん
に
掲
載
す
る
方
針
で
編
纂
を
進
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、

『
同
志
社
百
五
十
年
史　
各
学
校
と
関
連
団
体
』
を
刊
行

　
　

 
法
人
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各
学
校
や
団
体
に
は
写
真
や
資
料
を
集
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
写
真
に
つ
い
て
は
権
利
関
係
の
制
約
も
あ

り
、
十
分
に
生
か
し
切
れ
な
か
っ
た
の
は
、
残
念
で
す
。

ま
た
、
２
０
２
３
年
3
月
の
時
点
で
存
在
す
る
学
校
、
組
織
を
記

述
の
対
象
と
し
ま
し
た
の
で
、
例
え
ば
、
商
業
高
等
学
校
な
ど
過
去

に
あ
っ
た
学
校
や
組
織
に
つ
い
て
は
、
記
述
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ら
の
学
校
や
組
織
に
つ
い
て
は
、「
通
史
Ⅰ
」「
通
史
Ⅱ
」
で
取
り
上

げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
同
志
社
百
五
十
年
史
』
の
編
纂

『
同
志
社
百
五
十
年
史
』
の
編
纂
は
、
関
係
者
の
間
で
長
年
構
想

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
７
年
11
月
理
事
会

で
八
田
英
二
理
事
長
か
ら
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
「
同
志
社
百
五
十
年
史
」
の
刊
行
を
行
い
た
い
と
の
報

告
が
あ
り
、
了
承
を
得
て
、
編
纂
に
向
け
た
動
き
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
1
月
に
『
同
志
社
百
五
十
年
史
』
編
纂
準
備
委
員

会
が
発
足
し
、同
年
3
月
の
第
一
回
委
員
会
以
降
審
議
を
重
ね
、「『
同

志
社
百
五
十
年
史
』
編
纂
事
業
（
案
）
に
つ
い
て
」
を
取
り
ま
と
め

て
２
０
１
９
年
12
月
16
日
付
で
八
田
英
二
総
長
・
理
事
長
に
提
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
２
０
２
０
年
７
月
に
『
同
志
社
百
五
十

年
史
』
編
纂
委
員
会
が
発
足
し
、
編
纂
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
12
月
に
は
、
最
初
の
編
纂
ス
タ
ッ
フ
が
着
任
し
、
各
巻
、

編
纂
委
員
で
あ
る
編
纂
責
任
者
の
下
、
編
纂
員
1
名
、
編
纂
補
助
員

1
名
（「
各
学
校
と
関
連
団
体
」
は
2
名
で
分
担
）
の
体
制
で
、
資

料
調
査
や
編
集
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、「
通
史
Ⅰ
」「
通
史
Ⅱ
」
の
刊
行
に
向
け
て
、
資
料
調
査
、

執
筆
、編
集
の
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。「
通
史
Ⅰ
」（
編
纂
責
任
者：

小
林
丈
広
大
学
文
学
部
教
授
）
は
、
新
島
襄
の
生
涯
を
踏
ま
え
、
同

志
社
創
立
の
前
後
の
時
代
か
ら
１
９
５
０
年
代
ま
で
、「
通
史
Ⅱ
」

（
編
纂
責
任
者
：
山
田
史
郎
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
１
９
５
０
年
代

か
ら
現
在
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
１
９
７
５
年
以
前
に
つ
い

て
も
『
同
志
社
百
年
史
』
で
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
資
料
や
新
出
資

料
も
活
用
し
て
執
筆
が
進
ん
で
い
ま
す
。
１
９
７
５
年
以
降
も
、
通

史
と
し
て
「
各
学
校
と
関
連
団
体
」
と
は
違
う
切
り
口
で
叙
述
さ
れ

ま
す
。
２
０
２
８
年
3
月
ま
で
に
順
次
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

引
き
続
き
『
同
志
社
百
五
十
年
史
』
の
編
纂
に
ご
協
力
、
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
同
志
社
百
五
十
年
史　
各
学
校
と
関
連
団
体
』
は
、
株
式
会
社
同
志
社

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
（
電
話
０
７
５
・
２
５
１
・
３
０
２
７
）、
同
志
社
生

活
協
同
組
合
（
電
話
０
７
５
・
２
５
１
・
４
４
２
７
、E-m

ai: doshisha.

book-i@
univ.coop

）
で
販
売
し
て
い
ま
す
（
オ
ン
ラ
イ
ン
注
文
も
受
け
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同志社
クローズ・アップ

付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
一
般
書
店
で
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
）。八田英二総長・理事長に『同志社百五十年史　各学校と関連団体』の完成の報告をする大島中正委員

（2025年11月10日）

『同志社百五十年史　各学校と関連団体』
（A５判　768ページ）
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創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
た
２
０
２
５

年
11
月
9
日
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
朝
か
ら
雨
に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
も
約
２
，
８
０
０
名
が
来
場
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
各
所
で
温
か

い
雰
囲
気
の
中
、

盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。
あ
い
に

く
の
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
卒
業
生

や
そ
の
ご
家

族
・
ご
友
人
が

足
を
運
び
、
節

目
の
年
に
ふ
さ

わ
し
い
に
ぎ
や

か
な
一
日
と
な

っ
た
。

良
心
館
サ
ン
ク
ン
モ
ー
ル
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
資
生
堂
元

会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
魚
谷
雅
彦
氏
と
学
長
の
対
談
を
は
じ
め
、
世
代
の
異

な
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
や
小
説
家
・
真
山
仁
氏

の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
、
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が

続
い
た
。学
生・

生
徒
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
で
は
、

小
学
校
や
国
際

学
院
初
等
部
の

児
童
、
應
援
團
、

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

マ
ン
ド
リ
ン
ク

ラ
ブ
の
学
生
ら

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
５
／
大
懇
親
会
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友
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同志社
クローズ・アップ

が
演
舞
・
演
奏
を
披
露
し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
卒
業
式
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
２
０
２
０
年

３
月
卒
業
生
を
迎
え
て
の
卒
業
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
、
学
長
お
よ

び
同
志
社
校
友
会
会
長
（
当
時
の
学
長
）
か
ら
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
、
多
く
の
卒
業
生
が
耳
を
傾
け
た
。
寒
梅
館
で
行
わ
れ
た
同
志

社
校
友
会
主
催
の
大
懇
親
会
は
３
部
制
で
実
施
さ
れ
、
世
代
を
超
え

た
交
流
が
終
始
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。
39
歳
以
下
の
若
手
卒
業
生
向

け
懇
親
会
も
同

日
開
催
さ
れ
、

幅
広
い
世
代
の

校
友
が
再
会
を

楽
し
む
姿
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で

見
ら
れ
た
。

そ
の
他
、
例

年
好
評
の
ク
ラ

ス
会
・
同
窓
会

や
野
点
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、

新
島
旧
邸
ツ
ア

ー
、
ア
ー
モ
ス

ト
館
の
限
定
公

開
「
い
っ
ぷ
く

ど
ー
ぞ
」
な
ど
、

多
彩
な
催
し
が

キ
ャ
ン
パ
ス
各

所
で
展
開
さ
れ

た
。良

心
館
で
は

「
記
憶
の
柱
」

と
題
し
、
時
代

を
形
づ
く
っ
て

き
た
同
志
社
人

の
紹
介
や
、
体

育
会
機
関
紙

「
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ム
」
で
辿
る
70
年
の
歩
み
、
歴
代
記
念
品

展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
の
関
心
を
集
め
て
い
た
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
向
け
企
画
「
ふ
れ
あ
い
遊
び
場
」
や
、
ク
ラ
ー

ク
記
念
館
で
の
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
も
実
施
さ
れ
、
幅
広
い
世
代

が
思
い
思
い
に
楽
し
め
る
一
日
と
な
っ
た
。

ま
た
、
明
徳
館
食
堂
で
は
「
懐
か
し
の
メ
ニ
ュ
ー
」
と
し
て
限
定

１
０
０
食
で
当
時
の
味
を
再
現
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
、
多
く

野点

若手集い
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の
卒
業
生
が
学

生
時
代
を
懐
か

し
み
な
が
ら
食

事
を
楽
し
ん
で

い
た
こ
と
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。

閉
会
式
で
は
、

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
合
唱
と
應
援

團
に
よ
る
演
舞

に
続
き
、
廣
安

副
学
長
よ
り
、

来
年
度
は
開
校

40
周
年
を
迎
え

る
京
田
辺
校
地
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
、
そ
の
後
、
会
場

全
体
で
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
斉
唱
し
た
。
閉
会
式
後
に
ツ
リ
ー
の
点

灯
が
行
わ
れ
、
温
か
く
輝
く
光
の
中
で
華
や
か
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎

え
た
。

閉会式

記憶の柱
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同志社
クローズ・アップ

ゼ
ミ
生
が
運
営
す
る
「
こ
ど
も
カ
フ
ェ
」

女
子
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
、
興
戸
駅
を
挟
ん
で
反
対
側

に
あ
る
小
学
校
の
近
く
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
「
悠
隣
館
き
ら

りS

」
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
は
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
が
集
ま
っ
て

体
操
を
さ
れ
る
な
ど
の
交
流
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、

ゼ
ミ
生
と
一
緒
に
月
１
回
程
度
、「
こ
ど
も
カ
フ
ェ　

き
ら
りs

」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
代
こ
ど
も
学
科
の
学
生
は
、
保
育
職
や
教
職
だ
け
で
な
く
、
企

業
や
地
方
公
務
員
、N

PO

な
ど
多
様
な
進
路
に
進
み
ま
す
。
こ
ど

も
と
関
わ
る
体
験
に
加
え
、
自
分
た
ち
で
企
画
し
、
仲
間
と
協
働
す

る
経
験
を
通
じ
た
学
び
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
活
か
し
て
欲
し
い

と
い
う
想
い
か
ら
、
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
講
義
だ

け
で
は
得
ら
れ
な
い
、
試
行
錯
誤
や
失
敗
を
含
む
経
験
は
、
卒
業
後

に
も
残
る
学
び
に
な
り
ま
す
。

夏
は
ト
マ
ト
の
収
穫
や
水
遊
び
、
秋
は
焼
き
芋
、
冬
は
ク
ッ
キ
ー

を
作
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
う
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
こ
ど

も
と
と
も
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
保
育
実
習
や
教
育
実
習
と
異
な
り
、

こ
ど
も
カ
フ
ェ
で
は
保
護
者
と
一
緒
に
食
事
を
作
っ
た
り
、
話
を
聞

く
機
会
が
あ
り
ま
す
。
お
米
の
研
ぎ
方
や
、
た
こ
焼
き
の
焼
き
加
減
、

余
っ
た
食
材
で
作
る
デ
ザ
ー
ト
な
ど
、
保
護
者
の
方
々
の
経
験
を
学

生
が
吸
収
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
た
企
業
か
ら
の
食
材
寄
付
を
活

用
し
、
お
か
ら
ク
レ
ー
プ
や
、
う
ず
ら
豆
の
甘
露
煮
を
使
っ
た
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
食
材
を
用
い
た
メ
ニ
ュ
ー
開

発
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
サ
イ
ズ
ア
ウ
ト
し
た
こ
ど
も
服
を
用
い

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
、
当
初
は
不
安
を
感
じ
て
い
た
学
生
も
、

実
践
を
通
じ
て
自
信
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

中
心
的
に
行
っ
て
く
れ
た
学
生
は
、
こ
ど
も
の
好
き
嫌
い
を
テ
ー

マ
に
、
調
理
体
験
が
与
え
る
影
響
を
卒
業
論
文
で
分
析
し
ま
し
た
。

地
域
と
つ
な
が
る
学
び
を
つ
く
る

　
　

 
女
子
大
学  �

現
代
社
会
学
部
准
教
授 

新し
ん

谷た
に　
龍り

ゅ
う

太た

朗ろ
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そ
の
結
果
、
こ
ど
も
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
こ
ど
も
カ

フ
ェ
が
交
流
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
は
地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
か
ら
、
多
く
を
学
ん
で
い
ま
す
。

物
流
会
社
と
協
働
し
た
大
阪
関
西
万
博
で
の 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

こ
ど
も
食
堂
の
運
営
に
は
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
食
材
を
集
め
、

保
管
し
、
配
布
す
る
と
い
う
物
流
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
、

京
田
辺
市
で
も
集
め
た
食
材
の
管
理
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
手

入
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
効
率
化
す
る
方
法
に
つ
い
て
相
談
先

を
探
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
ど
も
食
堂
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
城
陽
市
に

あ
る
今
池
子
ど
も
食
堂
・
科
学
教
室
ゴ
リ
ゴ
リ
の
岡
田
実
さ
ん
と
出

会
い
ま
し
た
。
多
額
の
私
費
を
投
じ
て
こ
ど
も
の
居
場
所
を
作
り
、

科
学
好
き
の
こ
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
ご
自
身
が
関
わ
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
電
気
自
動
車
を
設
置
し
た
り
、
無
人
運
転
で
の
イ
チ
ジ
ク

畑
の
農
薬
散
布
、
高
齢
者
の
た
め
の
乗
合
電
気
バ
ス
を
運
営
す
る
な

ど
の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
田
さ
ん
が
勤
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
物
流
会
社
の
三
菱
ロ
ジ
ス
ネ
ク
ス
ト
株
式
会
社
（
元
・
ニ
チ
ユ
三

菱
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
株
式
会
社
）
の
方
を
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
の
ご

縁
で
、
大
阪
関
西
万
博
で
こ
ど
も
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ゼ
ミ

生
と
一
緒
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
女
性
や
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
多
様
な
人

が
物
流
業
界
で
働
く
未
来
で
し
た
。
私
た
ち
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を

遠
隔
操
作
し
て
被
災
地
で
の
復
旧
作
業
を
支
援
す
る
体
験
が
で
き
る

こ
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
ラ
ジ
コ
ン
の
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
を
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
操
作
す
る
と
い
う
内
容
で
、

こ
ど
も
や
保
護
者
、
外
国
の
方
な
ど
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ラ

ジ
コ
ン
に
つ
け
る
カ
メ
ラ
は
、
同
志
社
大
学
の
学
生
も
協
力
し
て
制

作
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
ど
も
カ
フ
ェ
の
運
営
を
し

て
み
る
こ
と
で
、
様
々
な
方
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
分
で
一

歩
踏
み
出
す
こ
と
で
、
人
と

つ
な
が
り
、
一
人
で
は
経
験

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き

る
。
そ
う
し
た
地
域
と
つ
な

が
っ
て
生
ま
れ
る
学
び
の
場

を
、
こ
れ
か
ら
も
学
生
と
共

に
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
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同志社
クローズ・アップ

「Real M
adrid Foundation C

linics Japan 2025

」
が
、

関
西
で
初
め
て
同
志
社
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
期
間
：
２
０
２
５
年
8
月
4
日
（
月
）
～
8
月
6
日
（
水
）

開
催
場
所
：�

大
学 

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス 
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

「Real M
adrid Foundation Football School JA

PA
N

」

（
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

H
P

：http://frm
japan.com

 

（
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
Ｈ
Ｐ
）　
代
表
：

増
田 

稿
平
）
は
、
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
財
団
（Fundación 

Real M
adrid

）
よ
り
、
公
式
に
認
定
さ
れ
て
い
る
、
日
本
で
唯
一

の
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
公
式
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
で
す
。

２
０
１
２
年
に
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
に
端
を
発
し
て
開

校
し
た
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
の
公
式
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
（
常
設

型
ス
ク
ー
ル
）
で
、
現
在
日
本
各
地
に
６
ヶ
所
を
開
校
、
在
籍
生
は

１
，
４
０
０
名
。

Real M
adrid Foundation Clinics

に
つ
い
て

～
世
界
的
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ 

レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド

の
育
成
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
を
体
験
す
る

サ
ッ
カ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

世
界
１
６
０
以
上
の
国
と
地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「Real 

M
adrid Foundation C

linics

」
と
は
、
１
９
０
２
年
に
創
立

さ
れ
、
１
２
０
年
の
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
世
界
有
数
の
人
気
ク
ラ
ブ

「
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
」
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で
も
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
指
導
メ
ソ
ッ
ド“The Real W

ay”

を
基
に
構
築
さ
れ
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
、
ス
ペ
イ
ン
の
プ
ロ
コ
ー
チ
か
ら
、
直
接
指
導
を

受
け
ら
れ
る
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
技
術
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
主
性
や
積
極
性

を
育
む
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
メ
ン
タ
ル

同
志
社
ク
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ー
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ッ
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Real M
adrid Foundation Clinics JAPAN 2025 in KYOTO DOSHISHA

　
　

 
中
学
校
・
高
等
学
校  �

事
務
長 

鎌か
ま

田だ　
伸し

ん

一い
ち
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出
会
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
松

倉
啓
太
部
長
、
望
月
慎

之
監
督
、
ス
ポ
ー
ツ
支

援
課
河
村
課
長
の
支
援

に
よ
り
、
今
回
、
関
西

で
初
め
て
京
都
（
同
志

社
）
で
開
催
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
取
り
入
れ
た
3
日
間
の
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ま
た
、「Real M

adrid Foundation C
linics

」
で
「
最
優

秀
選
手
」
に
選
ば
れ
た
選
手
は
、
将
来
的
に
海
外
で
の
活
躍
を
期
待

で
き
る
選
手
と
し
て
、
世
界
中
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
優
秀
選
手
が
一
堂
に

会
す
る
「
ス
ペ
イ
ン
キ
ャ
ン
プ
」
に
招
待
さ
れ
ま
す
。
レ
ア
ル
・
マ

ド
リ
ー
ド
の
セ
カ
ン
ド
チ
ー
ム
や
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
の
前
で

プ
レ
ー
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
後
、
ス
ペ
イ
ン
で
プ
レ
ー
す
る
チ
ャ

ン
ス
を
得
る
事
が
で
き
ま
す
。

実
際
、
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
最
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た
※
中
井
卓

大
君
（
通
称
：
ピ
ピ
）
は
、
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
現
地
（
ス
ペ
イ
ン
）
で
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
更

に
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
コ
ー
チ
の
目
に
留
ま
り
、
レ
ア
ル
・
マ
ド

リ
ー
ド
の
育
成
組
織
カ
ン
テ
ラ
に
合
格
し
た
史
上
初
の
日
本
人
選
手

で
、
現
在
も
ス
ペ
イ
ン
で
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

（
※
中
井
卓
大
…
滋
賀
県
大
津
市
出
身
、
ス
ペ
イ
ン
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
。 

代
表
歴
：
〇
Ｕ
―
15　
〇
Ｕ
―
19
日
本
代
表
）

滋
賀
県
在
住
で
、
長
男
、
次
男
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
為
、
幼

少
の
頃
の
中
井
卓
大
君
（
ピ
ピ
）
に
出
会
い
、
こ
の
サ
ッ
カ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
知
っ
て
い
た
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
増
田
オ
ー
ナ
ー
と

中井卓大くん「ピピ」のテクニックにマルセロが驚愕 Pipi Real Madrid Marcelo
https://www.youtube.com/watch?v=HuUtxycdMPg
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同志社
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〈
指
導
す
る
コ
ー
チ
〉
…
以
下
３
名
の
コ
ー
チ
に
、
今
回
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。

・�
ス
ペ
イ
ン
か
ら
招
聘
す
る
プ
ロ
コ
ー
チ（
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
コ
ー
チ
）

・�「Real M
adrid Foundation 

Football School JA
PA

N

」

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
のJulio Carafo

（
ス
ペ
イ
ン
人
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最

高
レ
ベ
ル
資
格U
EFA

 PRO

取
得
）

・�「Real M
adrid Foundation 

Football School JA
PA

N

」

の
専
属
コ
ー
チ

＊�

大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
ご
協
力
に

よ
り
、
４
名
の
同
志
社
大
学
生

が
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
と

し
て
参
加
。
そ
の
他
、
中
学
サ

ッ
カ
ー
部
顧
問
（
矢
野
先
生
）、

ま
た
、
立
命
館
の
先
生
に
も
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
。

Real M
adrid Foundation Clinics

プ
ロ
グ
ラ
ム
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開
催
の
概
要

今
回
、
関
西
初
（
同
志
社
初
）、
全
て
が
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ

た
為
、
準
備
に
時
間
が
掛
か
り
、
７
月
に
入
っ
て
か
ら
の
募
集
と
な

り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
、
同
志
社
生
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
一
般
か

ら
も
応
募
が
あ
り
、
遠
く
東
京
、
愛
知
、
な
ど
か
ら
も
、
参
加
申
込

み
が
あ
り
、
小
学
生
19
名
、
中
学
生
16
名　
合
計
：
35
名
（
３
／
４

が
同
志
社
生
）
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
８
／
４
（
月
）
～
８
／

６
（
水
）
の
３
日
間
は
、
快
晴
。
真
夏
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
高

台
に
位
置
す
る
京
田
辺
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
爽
や
か
な
風

が
吹
き
、
午
前
：
小
学
生
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
午
後
：
中
学
生
カ
テ
ゴ
リ

ー
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。（
同
志
社
中
学
校
の
養
護

教
諭
、
看
護
師
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
）
参
加
者
全
員
、
怪
我
や
熱
中

症
も
な
く
、
有
意
義
な
経
験
を
し
て
頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
旨
に
賛
同
頂
き
、
多
く
の
方
の
善
意

に
よ
る
支
援
を
頂
き
実
施
す
る
事
が
で
き
、
大
成
功
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、今
後
も
「Real M

adrid Foundation 
Football School JAPAN

」、
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
と
も
連
携
し
、
同

志
社
全
体
で
、
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
結
び
付
け
て
い
け
る
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。

＜小学生のカテゴリー＞

＜中学生のカテゴリー＞
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同志社
クローズ・アップ

生
物
部
の
活
動

生
物
部
で
は
、「
生
き
物
を
知
る
」
を
テ
ー
マ
に
日
々
様
々
な
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
生
き
る
た
め
に
は
食
べ
る
こ
と
が
大
事
。

そ
の
た
め
に
、
校
内
に
生
え
て
い
る
渋
柿
を
採
集
し
、
干
し
柿
を
つ

く
り
、
ビ
ワ
の
実
は
そ
の
ま
ま
食

べ
る
だ
け
で
な
く
コ
ン
ポ
ー
ト
に

し
て
ビ
ワ
ゼ
リ
ー
と
し
て
食
し
、

磯
採
集
に
出
か
け
て
タ
コ
が
捕
れ

れ
ば
ゆ
で
ダ
コ
に
し
、
マ
ツ
バ
ガ

イ
は
焼
い
て
食
べ
、
紅
藻
の
マ
ク

サ
は
持
ち
帰
り
、
寒
天
に
し
ま
す
。

清
滝
川
で
の
採
集
で
は
、
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
網
に
入
っ
た
り
、

カ
ワ
ム
ツ
を
捕
ま
え
た
り
す
る
傍

ら
、
水
生
昆
虫
の
カ
ゲ
ロ
ウ
な
ど
を
素
揚
げ
に
し
て
食
べ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
の
4
月
に
は
校
内
で
開
墾
を
行
い
、
小
さ

な
畑
を
作
り
、
耕
作
を
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
5
月
に
枝
豆
と
サ
ツ

マ
イ
モ
を
育
て
、
収
穫
後
に
は
大
根
を
育
て
、
翌
23
年
の
2
月
に
は

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
て
育
て
ま
し
た
。
そ
し
て
、
6
月
末
、
ジ
ャ
ガ

大
阪
府
学
生
科
学
賞
で
最
優
秀
大
阪
市
長
賞
を
受
賞

　
　

 
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校  �

理
科
教
諭
・
生
物
部
顧
問 

古ふ
る

本も
と　
大ひ

ろ
し

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ
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美味しくできたトビケラの素揚げ

カゲロウやトビケラをおいしい素揚げに調理中

磯採集に夢中
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イ
モ
を
収
穫
後
、
カ
ボ
チ
ャ
を
育
て
始
め
ま
し
た
。

こ
の
23
年
の
夏
、
猛
暑
の
昼
に
カ
ボ
チ
ャ
の
様
子
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
葉
が
萎
れ
て
垂
れ
下
が
り
、
今
に
も

枯
れ
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。「
水
や
り
を
し
な
け
れ
ば
」「
で
も
今
は

昼
間
。
今
や
る
と
お
湯
に
な
る
の
で
、
夕
方
に
し
よ
う
。」
で
、
夕

方
に
来
て
み
る
と
、な
ん
と
葉
は
元
通
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
あ

れ
だ
け
萎
れ
て
い
た
の
に
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
す
ぐ
に
元
に
戻
る

の
？
水
を
や
っ
て
い
な
い
の
に
。」
次
の
日
も
同
じ
こ
と
が
。
し
か

も
よ
く
見
る
と
、
萎
れ
て
い
る
葉
の
隣
で
、
日
陰
に
入
っ
た
葉
は
元

に
戻
っ
て
い
る
で
は
な
い
で
す
か
。「
な
ん
だ
こ
れ
？
」
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
変
な
現
象
を
生
物
部
と
調
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ボ
チ
ャ
の
葉
が
萎
れ
る
謎

24
年
夏
。
萎
れ
て
い
る
葉
は
枯
れ
な
い
よ
う
に
蒸
散
を
や
め
、
元

に
戻
っ
た
葉
で
は
、
根
か
ら
水
を
吸
い
上
げ
る
た
め
に
蒸
散
を
し
て

い
る
は
ず
だ
。
い
つ
蒸
散
を
開
始
す
る
の
か
そ
れ
を
調
べ
る
た
め
に
、

葉
に
袋
を
か
ぶ
せ
、
中
に
た
ま
っ
た
水
の
量
を
調
べ
る
実
験
を
開
始

し
ま
し
た
。
葉
の
大
き
さ
に
よ
る
蒸
散
量
の
違
い
を
補
正
す
る
た
め

に
、
葉
の
面
積
が
必
要
で
す
。
方
眼
紙
に
葉
を
か
た
ど
り
、
1
枚
ず

つ
升
目
を
数
え
る
手
間
の
か
か
る
調
査
を
99
枚
行
い
ま
し
た
。
そ
し

て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
萎
れ
て
い
る
間
も
蒸
散
を
続
け
、
元
に
戻
っ

た
葉
で
は
蒸
散
を
や
め
て

い
た
と
い
う
衝
撃
の
事
実

と
、
葉
に
箱
を
か
ぶ
せ
て

暗
く
す
る
と
、
さ
っ
き
ま

で
蒸
散
し
て
い
た
葉
で
も

す
ぐ
に
蒸
散
を
や
め
、
箱

を
外
し
た
葉
で
は
、
そ
れ

ま
で
日
な
た
で
蒸
散
し
て

い
た
葉
と
同
じ
だ
け
蒸
散

す
る
こ
と
、
つ
ま
り
日
当

た
り
の
様
子
に
よ
っ
て
、

す
ば
や
く
気
孔
が
開
閉
さ

れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
な
ん
で
萎
れ
て
枯
れ
る
リ
ス
ク
を
冒
し
な
が
ら
も
蒸
散
を
続
け

る
の
か
？
謎
を
抱
え
た
ま
ま
夏
が
過
ぎ
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

な
ぜ
だ
ろ
う
と
、
悶
々
と
し
て
い
る
な
か
で
、「
蒸
散
す
る
の
は

葉
を
冷
や
す
た
め
だ
と
す
る
と
、
垂
れ
下
が
れ
ば
太
陽
光
の
当
た
る

面
積
が
減
っ
て
好
都
合
な
の
で
は
な
い
か
」、
と
い
う
考
え
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、「
水
不
足
で
萎
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

わ
ざ
と
萎
れ
た
ふ
り
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
仮
説
で

す
。
25
年
の
夏
は
こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
べ
く
、
実
験
を
企
画
し
ま

カボチャの葉はここまで萎れる
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し
た
。
ま
ず
、
角
度
を
変
え
た
台
座
に
切
り
取
っ
た
カ
ボ
チ
ャ
の
葉

を
広
げ
、
照
度
と
温
度
を
計
測
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
き
て
い
る
葉

の
傾
き
方
を
針
金
に
写
し
と
り
、
そ
れ
を
紙
に
書
き
と
っ
て
時
刻
に

よ
る
傾
き
の
変
化
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
温
度
や
照
度
も

記
録
し
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
萎
れ
て
い
る
葉
や
回
復
し
た
葉
、

夜
明
け
直
後
の
萎
れ
る
前
の
葉
を
切
り
取
り
、
そ
の
時
の
重
さ
と
72

時
間
70
度
で
乾
燥
さ
せ
た
後
の
重
さ
を
記
録
し
、
そ
の
差
を
計
算
し
、

葉
の
面
積
１
０
０
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
水
分
量
を
算
出

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
少
し
だ
け
で
す
が
萎
れ
て
い
る
葉
の
水
分
量

の
方
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
つ
ま
り
「
カ
ボ
チ
ャ
は
水

分
不
足
で
萎
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
」
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
す
。

ま
た
角
度
実
験
で
は
、
最
も
葉
の
温
度
が
上
が
っ
た
の
が
傾
き
30
度

で
あ
り
、
最
も
温
度
が
上
が
ら
な
か
っ
た
の
が
真
下
に
垂
れ
下
が
っ

た
葉
で
し
た
。
生
き
て
い
る
葉
の
垂
れ
方
の
平
均
が
66
度
で
台
座
実

験
の
60
度
と
比
較
す
る
と
4
度
弱
温
度
が
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
生

き
て
い
る
葉
の
普
通
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
20
か
ら
30
度
の
傾
き
な
の
で
、

蒸
散
し
な
が
ら
垂
れ
下
げ
る
こ
と
で
5
度
以
上
の
冷
却
効
果
が
実
証

さ
れ
た
の
で
し
た
。
つ
ま
り
、
カ
ボ
チ
ャ
は
蒸
散
を
続
け
な
が
ら
わ

ざ
と
萎
れ
た
ふ
り
を
し
て
、
葉
の
温
度
が
高
く
な
り
す
ぎ
て
障
害
が

起
き
る
の
を
防
い
で
い
る
、
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

こ
の
結
果
を
ま
と
め
て
、
大
阪
府
学
生
科
学
賞
に
応
募
し
た
と
こ

ろ
、
高
校
の
部
50
作
品
中
、
最
優
秀
大
阪
府
知
事
賞
に
は
届
か
な
か

っ
た
も
の
の
、
最
優
秀
大
阪
市
長
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
生
物
部
で
は
過
去
に
4
回
学
生
科
学
賞
に
応
募
し
、
い
ず
れ
も

最
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
も
大
阪
市
長
賞
は
2
回
、
受
賞

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
今
回
で
3
回
目
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。
日
々
楽
し
く
生
物
と
接
す
る
中
で
、
面
白
い
と
思
え
る
現
象

に
出
会
い
、
そ
れ
を
追
い
求
め
て
い
く
な
か
で
の
こ
と
な
の
で
、
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
こ

れ
か
ら
も
生
物
部
と
と
も

に
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

受賞の喜びを校内サイネージで報告
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家
庭
科
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

私
が
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
に
家
庭
科
教
諭
と
し
て
勤
め
始
め

た
の
は
二
年
前
。
家
庭
科
ク
ラ
ブ
の
顧
問
も
初
年
度
か
ら
務
め
て
い

ま
す
。
顧
問
と
し
て
は
ま
だ
二
年
目
で
す
が
、
本
校
の
卒
業
生
で
も

あ
る
私
は
、
中
・
高
の
六
年
間
家
庭
科
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

家
庭
科
ク
ラ
ブ
の
形
は
今
と
当
時
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
の
週
二
日
、
放
課
後
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

毛
糸
や
フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
て
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
、
花
の
日
や

ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
合
っ
た
小
物
を
作
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
普
段
の
活
動
は
裁
縫
や
ク
ラ
フ
ト
が
メ
イ
ン
で
す
が
、

春
休
み
、
夏
休
み
、
冬
休
み
に
は
調
理
実
習
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ

の
他
に
は
、
和
菓
子
作
り
体
験
や
食
品
工
場
の
見
学
、
合
宿
な
ど
、

長
期
休
暇
中
は
普
段
学
校
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
と
し
て
の
家
庭
科
ク
ラ
ブ

家
庭
科
ク
ラ
ブ
は
こ
れ
ま
で
、
去
年
ま
で
の
内
容
を
繰
り
返
す
と

い
う
よ
う
に
、
毎
年
同
じ
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

安
定
し
て
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

反
面
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
の
ク
ラ
ブ
活
動
中
、
生
徒
か
ら
あ
る
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「『
モ
ー
ル
ド
ー
ル
』
っ
て
知
っ
て
る
？
作
っ

て
み
た
い
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
作
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
い
っ
た
も
の
。

『
モ
ー
ル
ド
ー
ル
』
と
い
う
の
は
、
太
い
モ
ー
ル
を
ね
じ
っ
て
動
物

の
形
に
し
、
目
や
鼻
と
な
る
パ
ー
ツ
を
つ
け
て
作
る
ぬ
い
ぐ
る
み
の

こ
と
。
周
り
の
生
徒
か
ら
も「
作
っ
て
み
た
い
」と
い
う
言
葉
が
次
々

と
出
て
き
ま
し
た
。

モ
ー
ル
ド
ー
ル
以
外
に
も
、
ど
う
や
ら
生
徒
の
見
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は

裁
縫
や
ク
ラ
フ
ト
の
短
いH

ow
 to

動
画
や
記
事
が
流
れ
て
く
る

よ
う
で
す
。「
作
っ
て
み
た
い
」
と
「
ど
う
作
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

な
ん
で
も「
買
え
る
」今
だ
か
ら
こ
そ「
作
る
」こ
と
を
楽
し
む　
家
庭
科
ク
ラ
ブ
の
活
動
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な
い
」
と
い
う
生
徒
の
素
直
な
言
葉
。
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
、「
こ

れ
だ
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

基
本
的
に
も
の
づ
く
り
は
個
人
の
作
業
で
す
が
、「
作
っ
て
み
た

い
け
れ
ど
、
一
人
で
挑
戦
す
る
の
は
難
し
い
」
と
い
う
も
の
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
も
の
に
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
場
と
な

る
の
が
家
庭
科
ク
ラ
ブ
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
早
速

作
り
方
を
調
べ
、
材
料
を
調
達
、
試
作
・
準
備
を
経
て
、
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
モ
ー
ル
の
長
さ
が
足
り
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
ウ
サ
ギ
を
作
る
つ
も
り
が
ク
マ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
興
味
関
心
の
あ
る

も
の
に
取
り
組
む
姿
、
初
め
て
の
こ
と
で
も
主
体
的
に
、
仲
間
と
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
む
生
徒
の
姿
は
、
と
て
も
生
き
生
き
と
し

て
い
ま
し
た
。

モ
ー
ル
ド
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
、そ
の
後
も
生
徒
の
「
し
た
い
！
」

に
耳
を
傾
け
、
シ
ー
リ
ン
グ
ス
タ
ン
プ
や
ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
な
ど

様
々
な
も
の
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
…
と
は
い
っ
て
も
、
活
動
内

容
を
一
新
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
。
今
は
前
任
の
先
生
か
ら

引
き
継
い
だ
資
料
を
勉
強
し
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
み
ん
な
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
作
っ
た
記
念
の
ケ
ー
キ

新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
は
「
フ
ェ
イ
ク

ケ
ー
キ
づ
く
り
」

に
取
り
組
み
ま
し

た
。
こ
の
企
画
も

「
同
志
社
創
立
一

五
〇
周
年
を
記
念

す
る
大
き
な
ケ
ー

キ
を
み
ん
な
で
作

り
た
い
！
」
と
い

う
生
徒
の
発
言
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
ケ
ー
キ
と
言
っ
て
も
、「
フ

ェ
イ
ク
」
の
ケ
ー
キ
。
紙
や
布
で
作
っ
た
土
台
に
、
毛
糸
の
ポ
ン
ポ

ン
で
で
き
た
フ
ル
ー
ツ
や
粘
土
で
作
っ
た
ス
イ
ー
ツ
や
ク
リ
ー
ム
を

飾
っ
て
作
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
全
体
で
の
合
作
は
初
め
て
の
試
み
で
し

た
が
、
パ
ー
ツ
を
学
年
で
分
担
し
、
計
画
を
立
て
、
一
学
期
か
ら
制

作
を
始
め
ま
し
た
。
完
成
し
た
ケ
ー
キ
は
学
園
祭
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
に
展
示
し
、
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
作
っ
た
ケ
ー
キ
は
フ
ェ
イ
ク
で
も
、
み
ん
な
で
一
つ
の

も
の
を
作
り
上
げ
る
喜
び
や
達
成
感
は
真
に
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

献
金
袋
に
彩
り
を

本
校
で
は
花
の
日
や
母
の
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
っ
た
行
事
毎
に
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献
金
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
初
の
試
み
と
し
て
家
庭
科
ク
ラ
ブ
が
取

り
組
ん
だ
の
は
、
収
穫
感
謝
の
日
の
献
金
袋
に
つ
け
る
マ
ス
コ
ッ
ト

作
り
。
マ
ス
コ
ッ
ト
一
つ
一
つ
は
小
さ
く
て
も
、
献
金
袋
は
六
ク
ラ

ス
×
六
学
年
の
各
Ｈ
Ｒ
に
設
置
さ
れ
る
た
め
、
最
低
で
も
三
六
個
必

要
で
す
。「
ち
ゃ
ん
と
完
成
で
き
る
か
な
」

と
最
初
は
不
安
を
感
じ
て
い
た
生
徒
た

ち
で
し
た
が
、
励
ま
し
合
っ
て
取
り
組

み
、
色
と
り
ど
り
の
か
わ
い
い
マ
ス
コ
ッ

ト
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
四
十
個
ほ
ど
完
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
作
っ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
は

生
徒
や
先
生
方
か
ら
も
好
評
で
、
部
員
た

ち
も
自
分
た
ち
の
作
品
が
学
校
の
色
々

な
場
所
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
と
て

も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

作
る
こ
と
を
通
し
て
見
え
て
く
る
世
界

今
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
。
そ
れ
は
「
な
ん
で
も
買
え

る
環
境
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
に
行
け
ば
、

安
く
て
お
い
し
い
惣
菜
が
並
び
、
ほ
し
い
雑
貨
も
ス
マ
ホ
さ
え
あ
れ

ば
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
購
入
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
衣
料
品

も
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
安
い
価
格
の
も
の
が
大
量
に
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
靴
下
で
い
え
ば
、
穴
が
開
い
た
ら
修
繕
す
る
た
め
の
道
具
を

そ
ろ
え
る
よ
り
も
、
一
足
買
う
方
が
安
く
済
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
時

代
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
な
ん
で
も
「
買
え
る
」
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

「
作
る
」
経
験
が
必
要
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭
科
ク
ラ

ブ
が
作
る
も
の
も
、
言
っ
て
し
ま
え
ば
買
え
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

調
理
実
習
で
も
と
き
に
は
失
敗
を
し
て
、
悲
し
い
仕
上
が
り
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、「
何
か
を
生
み
出
す
喜

び
や
個
性
を
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
」、「
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る

こ
と
の
難
し
さ
・
達
成
感
」
は
、
買
う
こ
と
で
は
得
る
こ
と
の
で
き

な
い
、
作
る
こ
と
を
通
し
て
初
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

は
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
糧
と
な
り
、
新
し
い
世
界
を
見
せ
、
そ
こ
に
踏
み
出
す
勇
気
を

与
え
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

家
庭
科
ク
ラ
ブ
が
集
団
活
動
で
あ
る
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
そ
こ

に
さ
ら
に
、「
他
者
と
協
働
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」、「
自
ら
の
知
識

や
技
能
を
他
者
の
た
め
に
発
揮
す
る
こ
と
の
喜
び
」
も
加
わ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

「
た
か
が
家
庭
科
ク
ラ
ブ
、
さ
れ
ど
家
庭
科
ク
ラ
ブ
」
！

家
庭
科
ク
ラ
ブ
で
の
経
験
が
生
徒
た
ち
の
中
で
生
き
続
け
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。
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同志社
クローズ・アップ

帰
国
生
徒
が
多
く
集
う
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
、
中
高
大

一
貫
教
育
の
強
み
を
生
か
し
、
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
多
様
な
個
性
・

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
輝
か
せ
る
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
勉

強
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
た
ち
が
実
現
し
た
い
こ
と
、
夢
中
に
な
っ
て

挑
戦
し
て
い
る
こ
と
を
全
力
で
応
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
小
学
生
の
と
き
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
選
手

と
し
て
活
躍
し
、
国
内
外
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
奥
畑
成
さ

ん
（
中
学
3
年
生
（
取
材
当
時
））
を
紹
介
し
ま
す
。

―
最
初
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ル
ド
と
呼
ば
れ
る
カ
ラ
フ
ル
で
小
さ
な
石
を
使
っ
て
、
自
分

の
身
体
だ
け
で
高
い
壁
を
登
っ
て
い
く
ス
ポ
ー
ツ
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
正
式
種
目
に
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
式
の
競
技
会
で
行
わ

れ
て
い
る
の
は
、登
る
高
さ
を
競
う
「
リ
ー
ド
」、速
さ
を
競
う
「
ス

ピ
ー
ド
」、
登
り
切
っ
た
回
数
を
競
う
「
ボ
ル
ダ
ー
」
の
3
種
目
。

私
が
得
意
と
す
る
の
は
ボ
ル
ダ
ー
競
技
で
、
制
限
時
間
内
に
決
め
ら

れ
た
ル
ー
ト
（
ゾ
ー
ン
）

に
ど
れ
だ
け
到
達
で
き
た

か
、
ど
れ
だ
け
完
登
で
き

た
か
な
ど
、
正
確
さ
や
緻

密
さ
が
試
さ
れ
ま
す
。
課

題
は
ラ
ウ
ン
ド
ご
と
に
難

し
く
な
っ
て
い
く
の
で
、

ゴ
ー
ル
ま
で
の
道
筋
を
思
い
描
き
な
が
ら
登
っ
て
い
く
の
が
楽
し
い

で
す
ね
。

―
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

7
歳
の
と
き
か
ら
始
め
ま
し
た
。
父
親
が
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ジ
ム

を
経
営
し
て
い
て
、
い
ろ
ん
な
年
代
の
人
た
ち
が
4
メ
ー
ト
ル
も
5

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
高
い
壁
を
登
っ
て
い
く
の
を
間
近
で
見
て
い
て
、

こ
れ
な
ら
自
分
で
も
で
き
そ
う
だ
と
思
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
で

す
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
に
簡
単
な
も
の
で
は
な
く
て
…
。
も
と
も

と
人
に
負
け
る
の
が
嫌
い
な
性
格
だ
っ
た
の
で
、
父
親
の
ス
ク
ー
ル

き
ら
り
輝
く
生
徒
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
～
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
魅
力
～
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に
通
っ
て
週
3
～
4
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
足
を
滑
ら

せ
て
落
ち
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
不
思
議
と
怖
さ
な
ど

は
な
く
、
む
し
ろ
悔
し
い
、
も
っ
と
上
手
く
な
り
た
い
と
思
う
こ
と

が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

―
小
学
生
の
と
き
か
ら
始
め
た
の
で
す
ね
。
お
父
さ

ん
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

最
初
は
、
父
親
に
何
か
言
わ
れ
て
も
反
発
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
大
会
に
出
た
と
き
、「（
滑
り
止
め
の
）
チ
ョ
ー
ク
を
腰
に
巻
い

た
ら
ど
う
か
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る

選
手
は
誰
も
い
な
い
し
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞

か
ず
に
登
っ
た
と
こ
ろ
、
手
の
ひ
ら
に
か
い
た
汗
で
滑
っ
て
上
手
く

ホ
ー
ル
ド
を
掴
む
こ
と
が
で
き
ず
、

大
会
で
負
け
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

父
親
は
自
分
の
か
ら
だ
の
こ
と
も
し

っ
か
り
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
…
、

強
く
な
る
た
め
に
は
謙
虚
な
姿
勢
が

大
切
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
技

術
だ
け
で
な
く
、
大
会
に
臨
む
姿
勢

や
考
え
方
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
ね
。

―
大
会
な
ど
で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
道
の
り
で
苦
労
し
た
こ
と
、
悩
ん
だ
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

初
め
て
国
内
の
公
式
大
会
に
出
場
し
た
の
は
小
学
5
年
生
で
、
リ

ー
ド
競
技
で
優
勝
、
ボ
ル
ダ
ー
競
技
で
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
6

年
生
の
と
き
に
は
、
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
80
人
以
上
の
小
学
生
が

参
加
す
る
公
認
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど
成
績
も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

中
学
生
く
ら
い
に
な
る
と
体
重
が
増
え
て
思
う
よ
う
に
身
体
が
動
か

な
く
な
り
、
大
会
で
結
果
が
出
な
い
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

精
神
的
に
も
つ
ら
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
下
が
っ
た
と
き
は
負
け
た
大
会
の
録
画
を
見
直
し
て
気
持
ち
を
奮

い
立
た
せ
、
毎
日
１
０
０
回
以
上
、

ひ
た
す
ら
壁
を
登
っ
て
ゴ
ー
ル
を

目
指
す
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。
学
校
の
あ
る

日
は
4
時
間
、
休
み
の
日
は
10
時

間
以
上
、
と
に
か
く
自
分
の
限
界

を
超
え
、
絶
対
に
誰
に
も
負
け
な

い
と
い
う
自
信
を
身
に
付
け
た
こ

と
で
、
２
０
２
５
年
5
月
に
開
催

さ
れ
た
日
本
ユ
ー
ス
選
手
権
大
会

で
は
ボ
ル
ダ
ー
競
技
、
リ
ー
ド
競
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技
で
好
成
績
を
収
め
、
8
月
に
中
国
・
貴
陽
市
で
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア

ユ
ー
ス
選
手
権
大
会
に
も
参
加
、
Ｕ
17
男
子
ボ
ル
ダ
ー
で
3
位
に
入

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
通
し
て
、
得
た
も
の

は
あ
り
ま
す
か
？

ス
ポ
ー
ツ
競
技
全
般
に
言
え
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
厳
し

い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
乗
り
越
え
、
大
会
で
勝
っ
た
と
き
の
喜
び
、
負

け
た
と
き
の
悔
し
さ
を
共
有
で
き
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
仲
間
が
た
く
さ

ん
で
き
ま
し
た
。
首
都
圏
に
は
世
界
で
活
躍
す
る
よ
う
な
一
流
選
手

も
多
く
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ジ
ム
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
仲
間
と
一
緒
に
自
主
合
宿
に
出
か
け
た
り
し

て
、
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
技
術
を
磨
き
上
げ
て
い
ま
す
。
国

際
中
・
高
に
も
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
し
て
い
る
先
輩
や
後
輩
、
先

生
が
い
て
、
世
代
を
超
え
て
共
通
の

話
題
で
盛
り
上
が
る
こ
と
も
多
い
で

す
ね
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
高
い
壁
を

登
り
切
っ
た
と
き
の
達
成
感
・
満
足

感
は
言
葉
で
は
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。

多
く
の
人
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―
国
際
中
学
校
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
点
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

国
内
外
の
大
会
に
参
加
す
る
と
き
に
は
、
所
属
す
る
中
学
校
の
推

薦
状
等
が
必
要
に
な
る
の
で
す
が
、
教
頭
の
二
股
先
生
や
た
く
さ
ん

の
先
生
が
私
の
活
動
を
理
解
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
り
、
安

心
し
て
大
会
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
高
一
貫
で
、
大
学
に
も
接
続
し
て
い
て
、
受
験
を
意
識
せ
ず
、
自

分
が
好
き
な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
に
時
間
を
振
り
分
け
ら
れ
る
の

が
、
国
際
中
学
校
の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

だ
け
で
な
く
、
英
語
の
大
会
に
出
た
り
難
し
い
研
究
を
し
た
り
、
個

性
的
な
趣
味
や
特
技
を
持
っ
て
い
る
友
だ
ち
が
周
り
に
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
自
分
も
い
ろ
ん
な
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
？

高
校
生
か
ら
世
界
ユ
ー
ス
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
の
道
が
開
か
れ

る
の
で
、
得
意
の
ボ
ル
ダ
ー
競
技
で
優
勝
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
選
手
権
で
は
全
力
を
出
し
切
っ
て
3
位
で
し
た
が
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
同
じ
舞
台
で
競
技
で
き
て
学
ぶ
こ
と
も
多
か

っ
た
で
す
。
今
、
最
も
活
躍
し
て
い
る
選
手
は
、
自
分
と
同
じ
19
歳

く
ら
い
ま
で
の
世
代
。
彼
ら
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
Ｉ
Ｂ
）認
定
校
で
あ
る
国
際
学
院
初
等
部（
Ｄ

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ｓ
）
の
校
外
学
習
や
宿
泊
学
習
は
、
必
ず
Ｐ
Ｙ
Ｐ
（
初
等
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
連
動
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
Ｉ
Ｂ
の
め
ざ

す
学
習
者
像
（
ラ
ー
ナ
ー
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
）、
教
科
横
断
的
テ
ー
マ

に
則
り
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ア
イ
デ
ィ
ア
や
キ
ー
・
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
児

童
が
調
べ
た
り
思
考
し
た
り
す
る
、
い
わ
ば
窓
口
を
設
定
し
て
探
究

し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
中
で
、
5
年
生
は
毎
年
東
京
と
群
馬
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
東
京
で
は
科
学
技
術
館
と
国
会
議
事
堂
、
群
馬
で
は
新
島

学
園
、
群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
、
富
岡
製
糸
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

Ｕ
Ｏ
Ｉ
（
探
究
の
単
元
）
と
関
連
し
た
施
設
見
学

Ｕ
Ｏ
Ｉ
（U

nit O
f Inquiry,

探
究
の
単
元
）
の
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
４
で

は
、”Society 5.0 offers a new

 m
odel w

hich contributes 

to the achievem
ent of SD

G
s.”

（Society5.0

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
に
貢
献
す
る
新
し
い
モ
デ
ル
と
な
る
。）
を
セ
ン
ト
ラ
ル
・

ア
イ
デ
ア
に
、
小
学
校
社
会
科
で
学
習

す
る
工
業
や
情
報
に
関
し
て
、
日
常
生

活
と
の
関
連
や
消
費
者
・
企
業
・
政
府

と
い
っ
た
経
済
主
体
と
の
社
会
的
責
任

に
つ
い
て
探
究
し
て
い
き
ま
す
。

一
日
目
に
訪
れ
た
科
学
技
術
館
（
東

京
都
）
で
は
、
金
属
工
業
や
建
設
業
、

自
動
車
や
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
中

心
に
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の

科
学
技
術
館
は
「
現
代
か
ら

近
未
来
の
科
学
技
術
や
産
業

技
術
に
関
す
る
知
識
を
広
く

国
民
に
対
し
て
普
及
・
啓
発

す
る
」
施
設
で
す
。
児
童
は

Ｕ
Ｏ
Ｉ
と
関
連
し
た
施
設
見
学
と
、新
島
襄
の
足
跡
を
た
ど
っ
た
宿
泊
学
習（
五
年
生
）

　
　

 
国
際
学
院  �

初
等
部
教
頭 

風か
ざ

間ま　
寛ひ

ろ
し

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

富岡製糸場
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工
業
や
情
報
分
野
だ
け
で
な
く
自
分
の
興
味
の
あ
る
フ
ロ
ア
に
行
っ

て
見
学
し
ま
し
た
。

三
日
目
の
富
岡
製
糸
場
（
群
馬
県
）
で
は
、
蚕
か
ら
絹
糸
を
取
り

出
す
技
術
、
日
本
の
養
蚕
業
の
歴
史
も
学
び
ま
し
た
。
富
岡
製
糸
場

は
当
時
世
界
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
官
営
工
場
で
あ
り
、
設
立
当
初

は
女
性
た
ち
が
手
作
業
で
蚕
の
繭
か
ら
生
糸
を
取
り
出
す
作
業
を
行

っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
様
々
な
話

を
聞
き
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
質
問
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

新
島
襄
の
足
跡
を
た
ど
り
、
同
志
社
を
感
じ
る

同
志
社
の
校
祖
新
島
襄
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
は
、
宿
泊
学
習
の

大
き
な
目
的
の
一
つ
で
す
。
今
回
は
群
馬
県
に
あ
る
新
島
家
旧
宅
、

有
田
屋
、
そ
し
て
新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

群
馬
県
安あ
ん
な
か中
は
、
新
島
襄
先
生
が
米
国
か
ら
の
帰
国
時
、
ご
両
親

の
お
住
ま
い
の
地
で
あ
り
、
帰
国

後
し
ば
ら
く
こ
の
地
に
留
ま
ら
れ

た
場
所
で
す
。
ま
た
醤
油
蔵
元
で

あ
る
有
田
屋
様
は
、
同
志
社
と
縁

の
深
い
湯
浅
家
が
創
業
、
経
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
旧

宅
を
は
じ
め
有
田
屋
の
見
学
を
通

し
て
校
祖
新
島
襄
先
生
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

新
島
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校
で
は
、
私
た
ち
の
た
め

に
歓
迎
会
を
開
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
生
徒
会
に
よ
る

学
校
紹
介
や
聖
歌
隊
に
よ
る

合
唱
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
、
新

島
学
園
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
、

生
徒
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
歓
迎
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
Ｄ
Ｉ
Ａ
か

ら
は
Ｕ
Ｏ
Ｉ
の
サ
マ
テ
ィ
ブ
・
ア

セ
ス
メ
ン
ト
（
総
括
的
評
価
）
課

題
の
プ
レ
ゼ
ン
発
表
や
校
歌
と
カ

レ
ッ
ジ
・
ソ
ン
グ
の
斉
唱
、
ス
ポ

ー
ツ
デ
ー
（
運
動
会
）
で
披
露
し

た
ハ
カ
で
応
え
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
二
泊
三
日
の

宿
泊
学
習
で
し
た
が
、
児
童
に
と

っ
て
と
て
も
実
り
の
あ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
学
習
活
動

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。

新島家旧宅

有田屋新島学園（UOIの発表）
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２
０
０
６
年
に
１
年
生
Ｄ
・
Ｈ
・
Ｌ
の
３
ク
ラ
ス
、　

２
・
３
年

生
Ｄ
・
Ｈ
の
2
ク
ラ
ス
の
３
学
年
７
ク
ラ
ス
で
同
志
社
小
学
校
は
開

校
し
ま
し
た
。
１
年
目
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
２
・
３

年
は
ク
ラ
ス
を
10
人
ず
つ
、
Ｄ
Ａ
Ⅴ
Ｉ
Ｓ
号
・
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｙ
号
、・

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
号
に
わ
か
れ
て
競
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
が
３
号
に

わ
か
れ
る
の
で
何
か
ク
ラ
ス
や
学
年
が
１
つ
に
な
れ
な
い
か
と
考
え

て
実
施
し
た
の
が
「
マ
ス
ゲ
ー
ム
」
で
す
。
マ
ス
ゲ
ー
ム
と
は
「
大

勢
で
す
る
演
技
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
６
年
か
ら
２

０
１
９
年
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
毎
年
マ
ス
ゲ
ー
ム

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
よ
り
、
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
の
第
一
場　
「
応
援

歌　
若
草
萌
え
て
」
は
20
年
前
の
再
現
で
、
同
志
社
応
援
団
チ
ア
リ

ー
ダ
部
の
実
際
の
演
舞
の
振
り
付
け
を
一
部
取
り
入
れ
て
実
施
し
ま

し
た
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
「
東
日
本
大
震
災
」
が
お
こ
り
、
そ
の

後
、
２
０
１
３
年
に
被
災
地
を
応
援
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
会
津
若

松
出
身
の
新
島
八
重
を
主
人
公
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重

の
桜
」
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
場　
「
八
重
の
桜
」
で
使
用
し
た
曲
目
は
、
２
０
１
４
年
度

マ
ス
ゲ
ー
ム
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｙ　
Ｆ
О
Ｒ　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
よ
り　
「
故
郷

（
ふ
る
さ
と
）」、
２
０
１
３
年
度
マ
ス
ゲ
ー
ム　
組
曲
「
八
重
の
桜
」

よ
り
「
八
重
の
桜
メ
イ
ン
テ
ー
マ
・
輝
か
し
い
未
来
へ
の
エ
ー
ル
」

を
使
用
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
の
毎
回
の

冒
頭
の
「
八
重
の
桜
メ
イ
ン
テ
ー
マ
」
の
曲
が
流
れ
る
中
で
、
新
島

八
重
役
の
綾
瀬
は
る
か
さ
ん
が
八
重
の
故
郷
で
あ
る
福
島
県
の
大
勢

の
小
学
生
と
、
大
草
原
で
、
和
傘
を
持
っ
て
、
笑
顔
で
振
り
返
る
シ

ー
ン
を
２
０
１
３
年
度
の
マ
ス
ゲ
ー
ム
に
取
り
入
れ
演
舞
し
ま
し
た
。

今
回
も
最
後
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
再
現
し
ま
し
た
。

新
島 
襄
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
若
者
を
育
て
る
学
校
を
つ

く
る
た
め
に
奔
走
し
、
数
々
の
試
練
を
乗
り
越
え
、
１
８
７
５
年
11

１
５
０
周
年
記
念
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
―
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同志社
クローズ・アップ

月
29
日
「
同
志
社
英
学
校
」
を
開
校
し
、
今
年
１
５
０
周
年
を
む
か

え
ま
し
た
。

「
同
志
社
」・
・
・
新
し
い
日
本
を
つ
く
る
と
い
う
「
同
じ
志
」
を

持
つ
者
が
集
ま
る
場
所
。

新
し
い
時
代
を
自
ら
の
手
で
切
り
開
き
、
未
来
へ
力
強
く
進
む
様

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
輝
か
し
い
未
来
へ
の
エ
ー
ル
」
の
曲
に
の
せ
て
、

１
５
０
周
年
記
念
の
「
１
５
０
」
と
い
う
数
字
と
新
島 

襄
に
深
い

関
わ
り
の
あ
っ
た
「
Ｄ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｓ　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｙ　
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｅ

Ｄ
」
の
頭
文
字
を
ク
ラ
ス
の
１
人
１
人
が
協
力
し
て
浮
か
び
上
が
ら

せ
ま
し
た
。

全
校
が
１
つ
と
な
っ
て
、
何
か
を
表
現
し
、
創
り
上
げ
る
マ
ス
ゲ

ー
ム
、
き
し
く
も
、
ち
ょ
う
ど
１
５
０
周
年
の
節
目
に
集
っ
た
１
年

生
か
ら
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち
は
何
を
想
い
、
演
技
を
し
た
の
で
し

ょ
う
か
・
・
・
。

～
世
界
へ
、
未
来
へ
吹
く
、
あ
た
ら
し
い
自
由
の
風
に
な
ろ
う
。

新
島
の
祈
り
と
と
も
に
・
・
・
・　
　
　
地
の
塩
、
世
の
光
と

な
っ
て
・
・
・
・
～
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四
季
折
々
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
幼
稚
園

本
園
は
、
園
庭
に
イ
チ
ョ
ウ
、
サ
ク
ラ
、
ク
ス
ノ
キ
、
ヒ
メ
リ
ン

ゴ
、
ド
ン
グ
リ
等
の
木
々
が
あ
り
、
初
夏
に
は
藤
棚
の
フ
ジ
が
見
事

に
咲
き
乱
れ
ま
す
。
ま
た
、
ク
ロ
ー
バ
ー
や
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
ツ
ユ
ク

サ
等
の
草
花
も
豊
富
で
、
ダ
ン
ゴ
ム
シ
や
バ
ッ
タ
、
カ
マ
キ
リ
な
ど

の
虫
達
に
も
た
く
さ
ん
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
今
は

イ
チ
ョ
ウ
の
木
々
が
黄
金
に
色
づ
き
、
風
が
吹
く
と
イ
チ
ョ
ウ
の
葉

が
ハ
ラ
ハ
ラ
と
落
ち
、
地
面
は
絨
毯
の
よ
う
に
敷
き
詰
め
ら
れ
ま
す
。

掃
除
は
大
変
で
す
が
、「
き
れ
い
だ
な
ぁ
。」
と
心
が
満
た
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
園
の
目
の
前
に
は
京
都
御
苑
が
あ
り
、
子
ど
も
達
は
よ
く

出
か
け
ま
す
。
幼
稚
園
よ
り
は
る
か
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
木
々
が

立
ち
並
び
、
そ
の
中
で
か
け
っ
こ
を
し
た
り
、
弁
当
を
食
べ
た
り
、

時
に
は
キ
ノ
コ
を
見
つ
け
て
は
「
毒
キ
ノ
コ
発
見
！
」
な
ど
と
大
騒

ぎ
に
な
っ
た
り
と
、
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

幼
児
教
育
に
お
け
る
「
自
然
」
の
位
置
づ
け

幼
児
教
育
で
は
、
小
学
校
の
よ
う
に
国
語
・
算
数
・
理
科
・
社
会

と
い
っ
た
教
科
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幼
稚
園
教
育
要
領
で
は
５
つ
の

「
領
域
」
が
設

定
さ
れ
て
い
ま

す
。
５
領
域
と

言
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
子
ど
も

の
健
や
か
な
成

長
を
促
す
た
め

の
視
点
で
、
①

健
康
、
②
人
間

関
係
、
③
環
境
、

④
言
葉
、
⑤
表

現
が
あ
り
ま
す
。

自
然
と
と
も
に
あ
る
生
活

　
　

 
幼
稚
園  �

園
長 

矢や

田た　
貴き

美み

代よ

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ
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本園の園庭ではイチョウが色づき、
子ども達からは歓声が上がる
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同志社
クローズ・アップ

「
自
然
」
は
、
③
環
境
の
領
域
に
位
置
付
け
ら
れ
、
次
の
と
お
り
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
ね
ら
い
）
身
近
な
環
境
に
親
し
み
、
自
然
と
触
れ
合
う
中
で

様
々
な
事
象
に
興
味
や
関
心
を
も
つ
。

（
活
動
内
容
）
自
然
に
触
れ
て
生
活
し
、
そ
の
大
き
さ
、
美
し
さ
、

不
思
議
な
ど
に
気
づ
く
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
私
た
ち
は
、
保
育
の
中
で
、
子
ど
も
と
自
然

と
の
か
か
わ
り
は
非
常
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
自
然
物

は
既
製
品
と
は
違
い
、
色
や
形
、
感
触
や
香
り
が
一
つ
一
つ
異
な
り
、

異
な
る
が
ゆ
え
に
不
思
議
で
面
白
く
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
幼
稚
園
の
園
庭
に
は
、

も
は
や
遊
具
は
あ
ま
り
必
要
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
木
々
や
草
花

が
あ
る
だ
け
で
、
子
ど
も
達
は

豊
か
な
活
動
が
で
き
る
の
で
す
。

今
、
本
園
の
園
庭
は
イ
チ
ョ

ウ
の
絨
毯
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
人
一
人
の
子
ど
も

と
イ
チ
ョ
ウ
と
の
関
わ
り
方
は

様
々
で
す
。
ご
馳
走
作
り
、
花

束
、
葉
を
合
わ
せ
て
蝶
々
に
見
立
て
る
、
ひ
た
す
ら
イ
チ
ョ
ウ
の
葉

を
集
め
て
箱
に
入
れ
る
、
ど
れ
も
楽
し
く
、
ど
の
子
ど
も
も
イ
チ
ョ

ウ
の
葉
を
大
切
に
扱
い
ま
す
。
私
た
ち
教
師
は
、
今
後
も
、
一
人
一

人
の
子
ど
も
の
感
じ
方
や
考
え
方
、
表
現
の
仕
方
を
十
分
に
受
け
止

め
、
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
、
親
し
み
、
愛
情
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
芽
生
え
を
大
切
に
保
育
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小さな熊手を買って置いておくとイチョウの葉集めが始
まった。
熊手は使っているうちにその特性がわかってきたよう
で、扱いがうまくなる
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「葉を集めると花束ができたよ」 「私たちはイチョウのご飯やさんです！」

「はっぱのお風呂にしようよ」 「はっぱを集めて集めて！」

「イチョウの葉っぱで何か作れそうだな。」

「ちょうの出来上がり！」
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同志社の同志社の一貫教育一貫教育

童
・
生
徒
が
、
自
身
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
く
研
究
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究
室
や
企
業
の
研
究
室
で
研
究
活
動

を
行
う
予
定
で
す
。

２
０
２
５
年
度
は
９
月
に
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
通
学
可
能

な
児
童
・
生
徒
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
公
立
・
私
立
の
小
中
学
校
に

在
籍
し
て
い
る
計
47
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
10
月
11
日
（
土
）、
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
劇
場
空

間
に
て
開
校
式
を
開
催
し
、
そ
の
後
に
全
体
説
明
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
応
募
者
の
う
ち
45
名
が
参
加
し
、
法
人
内
か
ら
は
、
小
学
校
３

名
、
国
際
学
院
初
等
部
３
名
、
中
学
校
３
名
、
香
里
中
学
校
５
名
、

女
子
中
学
校
２
名
、
国
際
中
学
校
９
名
の
計
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
校
式
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
松
川
真
美
教
授
（
理
工

学
部
）
に
よ
る
「
同
志
社
ジ
ュ
ニ
ア・

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

の
め
ざ
す
も
の
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
、
続
い
て
反
田
任
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
10

月
25
日
（
土
）
に
は
全
体
セ
ミ
ナ
ー

と
学
生
メ
ン
タ
ー
と
の
顔
合
わ
せ
を

行
い
、
11
月
８
日
（
土
）
に
は
「
測

る
」「
彩
る
」「
支
え
る
」「
動
か
す
」

「
伝
え
る
」
の
５
分
野
に
分
か
れ
て
、

　
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー�

前
所
長　

大お
お
久く

保ぼ 

雅ま
さ
史し

課
外
活
動
に
お
け
る
新
た
な
取
組

◎�

同
志
社
ジ
ュ
ニ
ア
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー

同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
未

来
の
尖
っ
た
科
学
技
術
者
を
創
生
す
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
国
立
研
究
開
発
法
人 

科
学
技
術

振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
が
公
募
し
た
令
和
7
年
度

次
世
代
科
学
技
術
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

「
同
志
社
ジ
ュ
ニ
ア
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー 

～
創
造

の
丘
か
ら
世
界
へ
～
」
と
題
し
て
申
請
を
行
い
、
６
月
に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
年
目
で
は
、
毎
年
40
名
余
り
の
小
学
５
・
６

年
生
お
よ
び
中
学
１
・
２
年
生
を

募
集
し
、
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
る
学
部
教
員
の
指
導
の
も

と
、
京
都
お
よ
び
近
隣
地
域
の
企

業
・
公
的
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

創
造
性
豊
か
な
科
学
技
術
人
材
の

育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
年
目

に
は
、
そ
の
中
か
ら
十
数
名
の
児

同志社の同志社の
　　一貫教育一貫教育

hitohito-Li
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訪
問
企
業
ご
と
に
大
学
（
院
）
生
メ
ン
タ
ー
と
と
も
に
課
題
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
は
、
受
講
生
が
選
択
し
た
分
野
に
応
じ
て
、
連

携
企
業
の
見
学
や
企
業
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
る
実
験
会
に
そ
れ
ぞ
れ
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
大
学
（
院
）
生
メ
ン
タ
ー
の
指

導
の
も
と
研
究
課
題
を
ま
と
め
、
３
月
に
成
果
発
表
会
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
今
後
も
新
た
な
児
童
・
生
徒
を
募
集
い
た
し

ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
同
志
社
宇
宙
科
学
セ
ミ
ナ
ー　
（
法
人
内
中
高
生
対
象
）

２
０
２
５
年
７
月
26
日
（
土
）、
京
都
市
山
科
区
に
あ
る
「
京
都

大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
附
属
天
文
台 
花
山
天
文
台
」
に
お
い
て
、

「
同
志
社
宇
宙
科
学
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
初
回

開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
香
里
中
・
高
天
文
部
の
生
徒
を
中
心
に

13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
元
花
山
天
文
台
長
で
あ
る
柴
田
一
成
氏
（
元
大
学
特
別

客
員
教
授
）
に
よ
る
講
演
を

聴
講
し
た
後
、
太
陽
の
プ
ロ

ミ
ネ
ン
ス
（
紅
炎
）
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
観
望
し
ま
し
た
。

香
里
中
・
高
の
多
田
教
諭

（
理
科
・
天
文
部
顧
問
）
か

ら
は
、「
１
２
０
分
を
超
え

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
非
常
に
充
実
し
た
内
容
で
見
ど
こ
ろ
も

多
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
た
印
象
で
し
た
。
参
加
者
た

ち
も
随
所
で
驚
き
や
感
嘆
の
反
応
を
見
せ
て
お
り
、
非
常
に
満
足
度

の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
同
志
社
航
空
事
業
体
験
ツ
ア
ー　
（
法
人
内
高
校
生
対
象
）

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

２
０
２
５
年
７
月
22
日
（
火
）、
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
・
明
徳

館
に
て
、
株
式
会
社
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員
の
山
口
智

啓
（
や
ま
ぐ
ち 

と
し
ひ
ろ
）
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
時

代
の
エ
ア
ラ
イ
ン
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
法
人
内

高
校
か
ら
は
71
名
が
参
加
し
、
全
員
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
予
定
し

て
い
た
質
疑
応
答
の
時
間
を
大
幅
に
超
え
る
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
後
日
、
体
験
ツ
ア
ー
を
希
望
す
る
受
講
者
に
対
し
て

講
演
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
求
め
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
聴

講
者
の
中
か
ら
22
名
を
選
抜
し
、
９
月
７
日
（
日
）
に
東
京
に
あ
る

Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
訓
練
施
設
お
よ
び
格
納
庫
（
整
備
場
）
の
見
学

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
施
設
で
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
訓
練
用
の
フ
ル
フ
ラ
イ
ト
・
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
や
、
客
室
乗
務
員
訓
練
用
の
機
体
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど

を
見
学
し
、
こ
こ
で
も
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
午
後
に

は
整
備
場
へ
移
動
し
、
整
備
業
務
の
説
明
や
展
示
施
設
の
見
学
の
後
、

格
納
庫
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

格
納
庫
に
は
、
当
日
の
朝
に
伊
丹
空
港
か
ら
羽
田
空
港
ま
で
搭
乗
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同志社の同志社の一貫教育一貫教育

で
す
。

◎
所
長
退
任
の
あ
い
さ
つ

同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
の
前
所
長
で
あ
る
千
田
二
郎
名

誉
教
授
（
理
工
学
部
）
よ
り
、
２
０
２
０
年
に
所
長
職
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
５
年
間
、
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
の

充
実
と
発
展
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
教
育
面
で
は
、
法
人
内

高
校
生
へ
の
大
学
講
義
の
開
放
、
英
語
大
会
、
同
志
社
ジ
ュ
ニ
ア
・

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
実
施
に
取
り
組
み
、
ス
ポ
ー

ツ
面
で
は
、ゴ
ル
フ
ア
カ
デ
ミ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
企
画・

運
営
、さ
ら
に
は
教
職
員
合
同
研
修
な
ど
、「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」「
自

由
主
義
」「
国
際
主
義
」
の
精
神
を
育
む
た
め
の
活
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
部
分
的
・
個

別
的
な
位
置
づ
け
に
と
ど
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
間
の
横
の
つ
な
が
り

が
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
課
題
と
し
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
根
本
的

に
は
、
ま
だ
『
一
貫
教
育
』
の
理
念
を
十
分
に
体
現
す
る
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
よ
り
新
た
な
所
長

の
も
と
で
、
単
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
羅
列
で
は
な
く
、
互
い
に
有
機

的
に
結
び
つ
く
一
貫
教
育
体
系
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
５
年
間
、
自
由
な
活

動
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
八
田
英
二
総
長
・
理
事
長

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
常
務
理
事
お
よ
び
諸
学
校
の

校
長
先
生
を
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
さ
ら
に
法
人
内

の
職
員
の
皆
さ
ま
に
も
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
たB787

の
同
型
機
を
は
じ
め
、

A
321neo

、B737

な
ど
の
機
体

が
並
び
、
参
加
者
た
ち
は
整
備
士

出
身
の
社
員
に
よ
る
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
写
真
を
撮
っ

て
い
ま
し
た
。 

格
納
庫
見
学
後
は
、
客
室
乗
務

職
出
身
の
社
員
に
よ
る
「
Ａ
Ｎ
Ａ

の
お
も
て
な
し
」
に
関
す
る
講
義

を
受
講
し
、
見
学
ツ
ア
ー
は
終
了

し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
山
口
氏
の
講
義
で
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
の
経
営
方
針

や
航
空
業
界
で
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義

だ
っ
た
」、「『
人
や
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
が
文
化
を
つ
な
ぐ
』
と
い
う

言
葉
に
感
動
し
た
」、「
航
空
業
界
で
働
く
方
々
の
生
の
声
を
聞
き
、

日
常
の
『
当
た
り
前
』
を
守
る
た
め
の
努
力
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
。

見
学
後
は
、
航
空
事
業
へ
の
信
頼
と
憧
れ
が
一
層
深
ま
っ
た
」
と
い

っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
体
験
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
航
空
機
に
か
か
わ
る
同
志
社
校
友
で

あ
る
キ
ャ
プ
テ
ン
、
客
室
乗
務
員
、
整
備
士
の
多
様
な
話
を
伺
え
た

こ
と
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
伊
丹
か
ら
羽
田
へ
の
往
路
、
羽
田
か
ら
伊
丹
へ
の
復
路
で
飛
行

機
に
搭
乗
し
て
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加

者
は
復
路
に
お
い
て
往
路
と
は
異
な
る
視
点
や
感
想
を
持
っ
た
よ
う
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2026 年度同志社創立 151 周年記念リユニオンについて2026 年度同志社創立 151 周年記念リユニオンについて

これまで、学校法人同志社リユニオンは、1935年度に第１回を開催して以来、学校法
人同志社、同志社校友会、同志社同窓会の共催行事として、毎年11月に開催してまいり
ました。

その後、2000年度に同志社大学が卒業生を対象としたホームカミングデーを開始した
ことを契機に、参加者の利便性に鑑み、2003年度からはリユニオンも同志社大学ホーム
カミングデーに併せて同日に開催しております。

なお、2025年度は、11月29日に同志社創立150周年記念式が開催されたこともあり、
リユニオンを休止とし、大学ホームカミングデーのみが開催されました。

2026年度については、大学及び女子大学の京田辺キャンパスの開校40周年を記念し、
リユニオンを2026年11月1日（日）に大学京田辺キャンパスにおいて開催する予定で
す。当日は、大学ホームカミングデー及び大学クローバー祭も同時に開催しております
ので、卒業生の皆様におかれましては、是非ともご参加くださいますようお願い申しあ
げます。

■大学京田辺キャンパス　アクセス
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ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内
ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を資料で紹

介する展示施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）年
に竣工し、永らく同志社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重要
文化財に指定されています。

第38回企画展 同志社グリークラブ創立120周年記念
「ハーモニーと共に－同志社の150年－」

期　　間：2026年4月1日（水）～5月31日（日）
場　　所：2階　企画展示室
共　　催：�同志社グリークラブOB会・同志社グリークラブ・ 

大学社史資料センター

同志社は常に音楽と共にありました。創設期から礼拝や式典
で讃美歌を教職員・生徒・学生が共に歌うことを通じて1つにな
る機会が数多くありました。1908年頃にDoshisha College 
Songが誕生すると、学校、年代を問わず愛唱され、同志社への
帰属意識を高める存在となり、現在まで歌い継がれてきまし
た。また、創立60周年、80周年、90周年、100周年、150周年に
は、新しく同志社を代表・象徴する歌が作詞作曲されました。
同志社において新しい楽曲の誕生は、歴史の記念碑であり、次
世代へのメッセージであり、新しい求心力の創造です。本展で
は所蔵資料で同志社の音楽史の編纂を試みます。

なお、本展の着想は、同志社グリークラブOB会が、資料約
750タイトルを創立120周年を機に本学に寄贈すると決定された
ことに拠ります。同志社の愛唱歌を歌い継いできた先駆けであ
るグリークラブ関連資料もあわせて紹介します。

【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～17：00（最終入館 16：30まで）
【閉 館 日】�日曜日（企画展開催中を除く）・月曜日・祝日・4月30日～5月2日・夏期休暇中

の一定期間・年末年始
【場　　所】�大学 今出川キャンパス 

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関をご利用ください。

お問合せ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736

湯浅半月
「同志社校歌」1935年
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新島旧邸公開のお知らせ新島旧邸公開のお知らせ
　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を公家華族の高松保実が所有していました。新島襄は、この高松邸を賃借して仮校舎
とし、1875（明治8）年11月29日に生徒8名で同志社英学校を開校しました。翌年、英学
校の一部は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸の土地を入手
して自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社発
祥の地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開しています。

【公開期間】4～7月、9～11月、3月
　　　　　①通常公開　�毎週火・木曜日（祝日は閉館）
　　　　　②特別公開　�毎週土曜日 

春の特別公開　2026年4月1日～5日 
オープンキャンパス　8月1・2日〔仮〕 
秋の特別公開　10月1～5日 
ホームカミングデー　11月1日 
創立記念日　11月29日 
大学卒業式　2027年3月20～22日

　　　　　※�公開日の詳細はHPをご覧ください。 
https://archives.doshisha.ac.jp/archives/old_mansion/old_mansion.html

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】�①通常公開 

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）。 
②特別公開 
　旧邸周囲および建物内部（母屋1階と付属屋）に入場できます。 
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】�京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町 

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関をご利用ください。
【団体見学申込】�10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の1週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。※日・月・祝日は閉室

お問合せ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：n-kyutei@mail.doshisha.ac.jp
TEL：075－251－2716　FAX：075－251－2736
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同志社女子大学史料センター 第 29 回企画展同志社女子大学史料センター 第 29 回企画展
同志社女子大学図書館のこれまでとこれから同志社女子大学図書館のこれまでとこれから

女子大学今出川図書館は、1977年にわが国最初の地下式図書館として開館しました。
そして50年を経た2026年度に、創立150周年を記念してリニューアル・オープンを迎え
ます。またそれに先立つ2018年には、京田辺図書館がラーニング・コモンズと一体化し
た施設にリニューアルされました。こうした変化を踏まえ、今回の企画展では、私立の
女子教育機関として1876年に設立された本学が、どのように蔵書をコレクションし図書
館の設立に至ったか、改めてその歴史を振り返るとともに、デジタル技術の著しい発展
に直面するなか、本学の図書館が今後どのような展開を志向すべきか問う機会にしたい
と考えています。

期　間：2025年11月21日(金)～2026年7月31日(金)
時　間：10：00～16：00
閉室日：�土・日・祝日 

（ただし、4月29日、7月20日は
開室しております。）

場　所：�女子大学史料センター 
（�今出川キャンパス　 

ジェームズ館1階展示室）
主　催：女子大学

お問い合わせ：�女子大学史料センター 
〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入 
TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201 
E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

主催：同志社女子大学

 

【事前申込要】　史料センターメールアドレス又はFAXでお申込みください。　①氏名　②属性（卒業生、在学生、教職員、一般）　
③電話番号又はメールアドレス　【お問い合わせ・申込先】　 同志社女子大学史料センター　〒602-0893 京都市上京区今出川通寺町西入
TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201　E-mail: shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

日時：2026年２月７日（土）14:00～15:00　会場：同志社女子大学今出川キャンパス

公開講演会 図書館とは何か？

講師：村木美紀准教授（本学学芸学部メディア創造学科）

同志社女子大学図書館が果たす役割

同
志
社
女
子
大
学

こ
れ
か
ら

図
書
館
の

こ
れ
ま
で
と

202511.21FRI. 7.31FRI.2026
時間：10：00～16：00　
閉室日： 土・日・祝日および2025年12月25日、12月29日～2026年1月2日 

（ただし、2025年11月22日～24日、2026年4月29日、7月20日は開室しております。）

場所： 同志社女子大学史料センター（今出川キャンパスジェームズ館１階展示室）

同
志
社
女
子
大
学
史
料
セ
ン
タ
ー
第
29
回
企
画
展
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同志社校友会からのお知らせ同志社校友会からのお知らせ

1885年「アルムニ会」として発足したのが、同志社校
友会の始まりで、140年の間に約38万人の会員が存在す
るまでになりました。活動の目的は、卒業生の親睦と
同志社の発展に寄与することです。

コロナ禍においてはアルバイトができず経済的に困窮している学生の食生活サポート
を行いました。

2023年度、コロナ前の状態に戻りつつあったため、食支援については、経済支援から
栄養バランスを考えた支援へと切り替え、大学内の食堂で補食として小鉢の提供をしま
した。2024年度からは、2015年以降実施していた100円朝食を再開させ、朝食摂取を通
じて、規則正しい学生生活を送ってもらえるよう支援をしています。

今後も学生に寄り添った支援を実施していく予定です。

 活動の概要 
①卒業生と繋がる同志社校友会
　�2025年12月現在、国内に48の支部、海外に36の支部が存在して

います。現地の校友会が卒業生のみならず学生へのサポートも
行っています。

　�連絡先は、二次元コードまたは、■ 同志社校友会 ■ で検索して
ください。

②大学と繋がる同志社校友会
　�同志社大学が掲げる「同志社大学ビジョン」の推進など大学と連携した活動を

行っています。

③学生を支える同志社校友会
　�「同志社校友会奨学金」、「同志社スポーツ奨学金」、海外留学生支援として

「グローバル人材育成奨学金」など各種給付型の奨学金制度を通じて学生生活が
充実するようサポートを行っています。

同志社校友会本部事務局　　　　　　　
TEL　075-251-4393　　　　　　　　　
E-mail info00@doshisha-alumni.org
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同志社女子部と同志社同窓会同志社女子部と同志社同窓会
＜同志社女子部の創立＞

同志社は1875年同志社英学校の開校をもって誕生し、同
志社女子部は1876年女子塾の開設を始まりとしています。
翌年同志社女学校となり同志社英学校とともに同志社の歩
みを進めてきました。

＜エンブレムには＞
1893年創設　Doshisha Alumnae Association（同志

社同窓会）－同志社女子中高・同志社女子大学・同志社女
子大学院とそれぞれの前身校－の同窓会です。中央は同志
社同窓会のロゴマーク、その下のラテン語Sal Terrae Lux 
mundiは聖句の地の塩、世の光（マタイによる福音書6章
14節より）です。

＜同志社同窓会とは＞
同志社同窓会は1893年に同志社女学校の同窓会として設立しました。それは1876年の

女学校創立より17年後のことで、96名の母校愛あふれる卒業生と有志らによるものでし
た。制定された規約の第1条には「会員たるものは相互の交誼を密にし且同志社女学校
の益を図るを目的とする」とあります。

同志社同窓会は女子大学、大学院、女子高校および中学、旧制女専、高女の卒業生・
修了生を会員とする同志社女子部全体の同窓会です。

 年間活動と行事・事業 
春（5月）と秋（9月）の幹事会 
7月　�同志社同窓会総会（3年に1度は総会の前日に支部長会開催）
10月 バザー開催 
11月 �全同志社リユニオン（法人同志社、同志社大学、校友会と共催）において 

同窓会ルームとして催物開催
12月 ミス・デントン永眠記念墓前礼拝（相国寺 長得院の墓前での礼拝）
2月　新島襄生誕記念会（学校法人同志社、同志社校友会と共催） 
3月　女子高、女子大学卒業生対象入会式
その他、�奨学金贈呈や会報の発行、同窓会館の運営（紫苑会講習としてヨーガ、 

華道、茶道、料理教室を開講）、貸室、女子中高購買・食堂の運営

＊ホームページ https://www.dojo-doso.org
＊E-Mail dojodoso@juno.ocn.ne.jp

同志社同窓会 
エンブレム
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編　
　
　
　
集　
　
　
　
後　
　
　
　
記

●同志社広報委員会小委員会委員
〇印委員長

〇大学文学部教授 新　　茂之
大学神学部教授 三宅　威仁

大学社会学部教授 松山　一紀
大学法学部教授 望月　詩史

大学経済学部准教授 原田　禎夫
大学商学部教授 髙橋　広行

大学政策学部教授 多田　　実
大学文化情報学部准教授 星　　英仁

大学理工学部教授 近藤　弘一
大学生命医科学部准教授 髙柳　真司

大学スポーツ健康科学部教授 石井好二郎
大学心理学部教授 竹原　卓真

大学グローバル・コミュニケーション学部教授 内田　尚孝
大学グローバル地域文化学部助教 宮嵜　克裕

女子大学学芸学部教授 牛渡　克之
女子大学現代社会学部助教 金　　明柱

女子大学薬学部教授 成橋　和正
女子大学看護学部教授 三橋　美和

女子大学表象文化学部助教 陰山　　涼
女子大学生活科学部准教授 米田　祐子

中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一
香里中学校・高等学校事務長 池上　　作
女子中学校・高等学校事務長 磯田　信行
国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行

小学校事務長 川嶋　久佳
国際学院事務長 堀岡　英利

幼稚園園長 矢田貴美代
法人事務部長 柳井　　望
大学広報部長 朝田　邦裕

法人事務部校友同窓課長 田中　裕一
大学広報部広報課長 中原　伸夫

女子大学広報部広報室広報課長 川添麻衣子
※職名は同志社広報委員会小委員会発足時のものです。

●編集協力　 アルカダッシュ
●同志社時報の申し込み

・送料（ゆうメール着払い：１冊264円）のみのご負担で
ご講読いただけます。

・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
・宛先　〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入

同志社大学広報課

同志社時報　第161号
編集人　　新　茂之
発行人　　八田英二

発行　　学校法人同志社
同志社大学広報課

電話（075）251−3120
印刷所　株式会社あおぞら印刷
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本
号
で
は
「
未
来
に
歴
史
の
記
録
を

手
渡
す—

–

『
同
志
社
百
五
十
年
史
』

の
編
纂
を
通
じ
て—

–

」
と
題
し
た
特

集
座
談
会
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
同
志
社
百
五
十
年
史
』
の
刊
行
は
、

同
志
社
創
立
１
５
０
年
周
年
記
念
事
業

の
一
つ
で
あ
り
、
２
０
２
５
年
11
月
29

日
に
「
各
学
校
と
関
連
団
体
」
が
上
梓

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
編
集
に
は
本
当
に

多
く
の
方
々
が
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

特
集
座
談
会
の
記
事
に
も
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
と
関
連
の
団

体
の
特
性
が
よ
く
現
れ
る
よ
う
に
、
編

集
の
方
針
に
も
工
夫
が
あ
り
ま
す
。

組
織
の
改
編
や
校
地
の
移
転
に
伴
っ

て
、
資
料
の
廃
棄
と
散
逸
も
あ
り
、
史

料
の
収
集
に
も
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

特
集
座
談
会
の
記
事
も
指
摘
し
て
い
ま

す
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
学
校
で
あ
ろ

う
と
、
そ
の
主
人
公
は
、
そ
こ
で
学
ぶ

園
児
、
児
童
、
生
徒
、
学
生
で
あ
り
、

卒
業
生
は
、
学
校
の
至
宝
で
あ
り
ま
す
。

「
各
学
校
と
関
連
団
体
」
は
、
同
志
社

の
学
び
舎
に
集
う
人
々
の
生
き
生
き
と

し
た
声
を
拾
い
上
げ
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
同
志
社
を
築
き
上
げ
て
き
た
人
々
の

活
力
と
熱
い
思
い
に
も
焦
点
を
合
わ
せ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、「
各

学
校
と
関
連
団
体
」
は
、
同
志
社
の
運

営
を
支
え
る
事
務
の
部
門
に
も
照
準
を

定
め
て
お
り
、
各
部
署
の
業
務
の
内
容

を
う
ま
く
整
理
し
、
史
料
と
し
て
の
価

値
を
高
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

「
各
学
校
と
関
連
団
体
」
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
た
ち
と
組
織
の
い
ろ
い
ろ
な
個

性
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
お
り
、
な
に

よ
り
も
多
様
性
を
重
視
す
る
同
志
社
の

特
質
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

『
同
志
社
百
五
十
年
史
』
は
、
同
志

社
の
発
展
を
単
純
に
な
ぞ
っ
て
載
せ
て

い
く
だ
け
の
記
録
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
同
志
社
百
五
十
年
史
』
の
狙
い
は
、

校
祖
新
島
襄
が
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
を

基
に
創
設
し
た
学
園
が
各
時
代
の
波
を

受
け
な
が
ら
も
歩
ん
で
き
た
道
程
を
多

角
的
な
視
点
か
ら
紡
ぎ
出
す
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
ほ
か
の
私
立
大
学
と
同
じ

よ
う
に
、
同
志
社
に
も
建
学
の
精
神
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、『
同
志
社

百
五
十
年
史
』
は
、
同
志
社
が
新
島
襄

の
遺
志
を
ど
の
よ
う
に
求
め
、
ど
の
よ

う
に
具
現
化
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
か
、

同
志
社
が
進
ん
で
き
た
道
の
り
の
再
構

成
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
未
来
に
歴
史
の
記
録
を
手

渡
す
」
と
い
う
表
題
が
示
し
て
い
る
よ

う
に
、『
同
志
社
百
五
十
年
史
』
は
、

そ
れ
が
編
み
上
げ
て
い
る
同
志
社
の
歴

史
か
ら
同
志
社
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に

展
望
す
る
の
か
、
そ
の
眼
差
し
の
新
た

な
構
築
で
も
あ
り
ま
す
。『
同
志
社
百

五
十
年
史
』
を
通
し
て
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
人
と
同
志
社
の
歴
史
を
語
り
合

い
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
多
用
の
中
、
本
号
に
ご
寄
稿
い
た

だ
い
た
諸
氏
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
ま

し
て
篤
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
煩

瑣
な
編
集
の
作
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
広
報
課
の
横
山
侑
典
氏
に
も
深
甚
の

感
謝
を
申
し
述
べ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
新
）
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